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角川ビーンズ文庫







本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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▲西風の皇子デイデイウス　登場人物紹介△







　▲ディディウス△


　ミュドラネ帝国の皇子。口が悪くてひねくれ者。本来なら皇位継承者だが、ある事情で皇帝になることができない。





　▲メイヴェーラ△


　西風を司る女神……のはずだけど、風格まるでなしの、ワガママで甘えたがりのお子サマ女神。





　▲ミューシカ△


　年齢性別不詳の、自称旅の琴弾き。実は天空の神様。たおやかに見えて、かなり好戦的。


　


　▲ダークロア△


　見た目が真っ黒なため、からすにたとえられがちな魔法使い。基本的に意地悪で、オレ様主義の人。


　


　▲呪われた小さき人△


　主にディディウスの世話を命じられた、二足歩行のうり坊トリオ。ちょこまかしてやかましい。妖精らしいのだが……？












序章　種







　ちょうど空そら豆まめほどの大きさと形だったが、その外がい殻かくには艶つやがなく、真っ黒で、硬かたかった。


　真っ白い石を削けずった床ゆかの上に、それは転がっていた。


　音がした。


　ぴしり、と。


　音とともに、ひび一つなかった外殻に、小さな亀き裂れつが生まれた。


　亀裂はどんどん大きくなり、ついにその殻からを破やぶって、現れるものがあった。


　乳白色の煙けむりだ。


　煙は、音もなく亀裂から噴ふき上がり、どんどん膨ふくれていった。同時に外殻も変化していった。二つに裂さけた硬い殻が、その煙を包み込むように、ねじくれながら上へと伸のびていったのだ。


　そしてやがて、煙は女の姿をとった。外殻は真っ黒い甲かつ冑ちゆうとなってその乳白色の肌はだを覆おおった。


　現れた女の前には、一人の男がいた。男はほっとしたように胸を撫なで下ろし、言った。


「おはよう、〈滅ほろびの女め神がみ〉さん」


　女は答えず、周囲を見回した。


　その部屋は、岩山の中をくりぬいて造られていた。


　半球形の天てん井じようも、壁かべも、床も、純白の岩肌そのままだが、よく磨みがかれていて、滑なめらかだった。大きな窓から入る陽光を受けて、岩の中に含ふくまれている貴き石せきが時折きらきらと輝かがやいている。


「こんなふうにいきなり起こしたりして本当にごめんなさい」


　女の方が背が低いのに、男は器用に上うわ目め遣づかいで女をちらちらと見ていた。端たん整せいな顔に気弱そうな表情が浮うかんでいる。


「あの、怒おこってる？　僕の方にも色いろ々いろ事情があって、それで、その……」


　部屋の真ん中に据すえられた寝しん台だいも、脇わきに置かれた椅い子すも卓たくも、真っ白に塗ぬられていた。


「いや、寝ねているところを起こしたらものすごく機き嫌げん悪い人もいるよね。もしかして君もそういう人？　でも二万年も眠ねむってたんだからもう眠るのも飽あきたよね？」


　女はなおも喋しやべり続ける男の横を通り過ぎて、寝台に近寄った。そこには一人の少年が横たわっていた。


　女の手が、寝台の上の毛皮に載のせられた。体重がかかって、寝台が軋きしむ音を立てた。女は初めて声を発はつした。


「……うまそうだ」


　男は、額ひたいに薄うすく浮かんでいた汗あせを拭ぬぐった。


「あ。よかった。君の最初の獲え物ものにしてもらおうと思って。いいよね？」


　女は、仰あお向むけに横たわる少年の身体からだの横に膝ひざを揃そろえてつき、まるで口づけでもするように、少年の顔を覗のぞき込んだ。


　濃こい飴あめ色いろの肌に、黄色い髪かみを持った少年だった。あどけなさが残る。女には人間の年ねん齢れいはよくわからなかったが、まだ成人前だというのはわかった。


「いいだろう。だが貴様、どうして私を眠りから覚さました？　地上を滅ぼしたいのか？」


「え？　ええと……その子を食べてもらうのが一番で、地上を滅ぼすのは二番目かな」


「ふん……まあ、私は食べるものがあればそれでいい。なかったら貴様を食べようかと思っていたが」


「えっ」


　男は上擦うわずった声を上げたが、女はそれ以上会話を続けようとしなかった。


　女の輪りん郭かくが歪ゆがんだ。肉が肉としての形を取るのをやめ、女の身体は再び乳白色の煙となった。漆しつ黒こくの甲かつ冑ちゆうは溶とけて黒い粘ねん液えきとなる。煙と粘液は、少年の手首に吸い込まれていった。


　男はおっかなびっくり、寝台に近寄り、その端はしに腰こしを下ろすと、少年の手首を取った。


　手首にはなんの異い常じようもなかった。血も出ていないし、穴も開あいていない。


　ただ、皮ひ膚ふに真っ黒い痣あざが残った。空豆ほどの大きさと形の痣だ。それは変へん形けいを始めた。


　豆の形の痣が二つに裂け、そこから真っ白い芽めの形の痣が出た。痣は肌を這はい、手首を一周した。それは真っ白い蔦つたが手首を一ひと巡めぐりしているようにも見えた。


「うまくいったようだね」


　男は安あん堵どに頰ほおを緩ゆるめた。












一章　神と妖よう精せいと魔ま法ほう使つかいと







　黒こく衣いの男が、立っていた。


　足あし下もとでは、枯かれた色合いの草が膝ひざの辺りまで伸のびている。


　周囲は、ねじくれた木々で囲かこまれている。葉はすでに落ち、冬の風ふう雪せつを物もの語がたるひずみとたわみが、深く刻きざみ込まれた木々だった。


　黒衣の男の、やはり烏からすの羽のように黒いマントが翻ひるがえると、同じ風に煽あおられて、その向かいに立つ琴こと弾ひきの、鮮あざやかな赤あか葡ぶ萄どう酒しゆ色いろの髪もさらりと舞まった。


「どうしても、だめ？」


　黒衣の男は、苦く笑しよう混じりにそう訊きいた。短い杖つえを首の後ろに回し、天てん秤びん棒ぼうのようにして、両りよう端はしに両手をかけている。琴弾きは、悩なやましげな仕し草ぐさで口のそばに手を当て、ため息をついて答えた。


「だめですわ」


「どうしても？」


「どうしても」


　まるで逢おう瀬せの約束を取り付けようと苦く戦せんしているようにも見えたが――そうではなかった。


　是ぜと言わない琴弾きに手を焼いて、黒衣の男は頭を搔かいて呟つぶやいた。


「参まいったなぁ……俺おれ様さまも説明してる暇ひまはないんだよね」


「申し訳ありません。誰だれもここを通すなと命令されてしまいましたので」


　琴弾きは白い額ひたいに眉まゆ根ねを寄せて、すまなさそうに見えるよう取とり繕つくろったが、口調は事務的で、考えは変えられないだろうと思われた。黒衣の男はそれを読み取って、苦にが々にがしげに舌打ちして、杖を右手に持ち直した。


「でも、俺様の方も引けないんだよね」


「ならば仕方ありませんわ。わたくしも別にあなたと戦いたいというわけではないのですけれど。何かあっても恨うらまないでくださいましね」


「恨みっこなしはお互たがいさま……でも、あんたのそれは噓うそでしょ」


「え？」


　琴弾きは首を傾かしげた。葡萄酒色の髪が流れて、白い肩かたが見えた。


　黒衣の男は、悪戯いたずらっぽい笑えみを浮かべて、琴弾きの顔を指さした。


「俺様と戦いたいわけじゃないって。腕うで試だめしくらいはしてみたいと思ってたんじゃないか？」


　あら。と琴弾きは口元に指先を添そえて、微笑ほほえんだ。


「ばれてしまいました？」


　くすくすと笑いながら、琴弾きは小こ脇わきに抱かかえていた竪たて琴ごとを胸の前に持ってきて、音を確かめるように一音、弾はじいた。黒衣の男も、身み構がまえた。足を、やや開く。腰を落とす。


　琴弾きは、さらりと言った。


「それでは、殺やり合いましょうか」


　琴弾きの手の中で、竪琴が高音をはじき出した。音は鬨ときの声のように、あるいは盾たてと剣けんとを打ち鳴らすあの戦争の始まりの音のように、大きく深く低く、大地を、大気を、揺ゆさぶる。


　黒衣の男はいにしえの妖精たちを従したがえる言葉をその唇くちびるの間から解とき放はなち、杖で琴弾きを指した。紡つむぎ上げた呪じゆ文もんの、最後の一節を唱となえる。


「羽は虫むしの女王よ、その御み子こたちに食を奉たてまつる！」


　幾いく万まんもの羽音の唸うなりとともに、幾万もの羽虫が現れる。


　突とつ如じよ現れた軽やかで透とう明めいな羽虫は、しかし大気に満ちるような大たい群ぐんだった。


　ふおおおおおおん、とほとんど見えない羽を羽ばたかせ、虫たちは琴弾きを目指す。


　琴弾きは口元に笑みすら浮かべ、弦げんをかき鳴らす。


　荒あら々あらしかった音色は、突とつ如じよ春風のように甘く切せつなく響ひびき、羽虫たちは音に酔よい、突とつ進しんをやめ、琴弾きの周囲を旋せん回かいして舞う。琴弾きの肌を傷つけるものはいない。


　だが、黒衣の男の力ある言葉は、さらに続いていた。


「そしてその夫たる、宵よいの燐りん光こう、蝶ちよう王おうよ！」


　琴弾きの音に酔いしれていた羽虫たちは、そのまま漆しつ黒こくの蝶へと変じる。琴弾きの視界は闇やみ色の蝶に覆おおい尽つくされ、一いつ瞬しゆん黒衣の男の姿を見失う。


「くっ……」


　琴弾きが腕うでを振ふって払はらうと蝶たちは晩ばん秋しゆうの大気の中に溶とけるように消えていったが、視界が晴れたのち、黒衣の男の姿はその草原から消えていた。


　琴弾きは森の奥の白はく亜あの岩山を仰あおぎ見た。その顔には、好こう敵てき手しゆを得えたことへの喜びが浮かんでいる。


「なかなかやりますね、ダークロアさん……」


　琴弾きは、嬉うれしげな呟き一つ残して、その姿を消した。


　枯れかけた草原には、季節外れの漆黒の蝶が数匹、ひらひらと飛んでいたが、それもやがて、彼らをこの地に呼びだした男の支配が解けると、あるべき地に戻もどっていった。





　　◇◆◇





（父上――！）





　ディディウスは、ぱっちりと目を見開いた。


　身体を縮ちぢめる。胸の前で腕を交こう差ささせ、両の二の腕をぎゅっと摑つかむ。


（ゆ、め――）


　ひどく長い間、夢を見ていたような気がした。何日も――何カ月も。そう思ってから、そんなことはないと自分で否定した。


　汗は身体からだの下に敷しかれた毛皮に弾はじかれ、毛皮と接する右半身のチュニカはぐっしょりと湿しめって肌はだに張りつく。


　ディディウスは唾つばを飲み込んで、からからに渇かわいた喉のどをわずかなりとも潤うるおしてから、毛皮に手をつき身体を起こした。気のせいか、頭が重いように感じる。


「……なんだ、これ」


　自分が寝ていたところを見て、ぼそりと出た声は掠かすれていた。


　身体の下に敷かれていた毛皮は、雪ゆき兎うさぎか、白しろ貂てんの毛皮のように、純白だった。湿った肌に、毛がちくちくとくすぐったい。


　ディディウスは、その毛皮の敷かれた、大きな寝しん台だいの上に寝ねていた。


　毛皮の下にはクッションが重ねられていて、弾だん力りよくがある。悪夢を見たにしては、寝ね心ごこ地ちは良さそうだ。ただ、これはディディウスが毎朝目覚める、自分の部屋の寝台ではない。


　まだ寝ぼけてはいたが、ディディウスは状じよう況きようを整理しようとした。


　まず、夢を見る前に自分が一番最後に何をしていたかを思い出そうとする。


　季節は初夏。ディディウスは夏の間、帝てい都とから離はなれて、別べつ荘そうで過ごす。いつものように授業を抜ぬけ出して、いつものように近くの森に遊びに行った。いつものように、森で一番の大きな木の下で昼寝をした。そこはディディウスの一番の気に入りの場所で、一人になりたいときや、ゆっくりしたいときはいつもそこに行くのだ。それから――


　そこまでだ。あとは何も覚えていない。


　ディディウスは顔を上げ、辺りを見回した。


　やはり、知らない部屋だった。


　床ゆかは円を描えがき、部屋の端はしから端までは十歩ほどあるだろうか。扉とびらが一つあって、中央に据すえられた寝台を挟はさんで、その反対側に窓が一つある。三角形の窓は床から天てん井じようまで届く大きなものだったが、風が吹ふき込んでくるようすはない。外が無む風ふうなのかとも思ったが、どうも窓に薄うすい硝子ガラスがはめ込まれているためらしい。ディディウスはこんなにも大きく薄い硝子を見たことがなかった。


　壁かべと天井と床は白い石でできていたが、継つぎ目めは見えない。まるで岩山をくりぬいて部屋を造ったかのようだった。部屋の造りは全体的に繊せん細さいで、木もく製せいの家具には白い塗と料りようが塗ぬられていた。家具はすべて恐おそろしいほど古かったが、よく手入れされていた。品ひんが良い、というのがディディウスの持った印象だった。


　そして、ディディウスの寝ていた寝台のすぐ脇わきに、信じられないくらいの美び男なんが一人、立っていた。


　白く輝かがやく面おもて。彫ほりは浅いが、印象が薄うすいわけではない。


　その、強く美しく切れ上がったまなじり。細く尖とがった顎あご。その顔から受ける印象は氷よりも冷たく、他たを圧あつする威い厳げんは王者のそれだった。少なくとも小こ柄がらでひょろりとしたディディウスなどより、よほど王おう侯こう貴き族ぞく然ぜんとしている。


　頭部を覆おおう銀ぎん髪ぱつは癖くせがなく、朝あさ露つゆに輝く蜘く蛛もの糸よりなお繊細。顔以外のすべての肌を覆い隠かくす衣い装しようは、すべて染しみ一つない純白だった。


　男は、茫ぼう洋ようとした灰色の目でディディウスを見下ろしていた。表情はほとんどなく、肌の白さとも相あいまってまるで石せつ膏こう像ぞうか何かのように見えた。


「……何者だ？」


　ディディウスは誰すい何かした。見た顔ではなかった。父ちち帝ていの部下ではないだろう。一度でも会っていたら、絶対に忘れない顔だった。絶ぜつ世せいの美男は、ディディウスに問いかけられてやっと表情らしい表情を見せた――最初に浮うかんだのは驚おどろきで、次が焦あせりだ。そして慌あわてた口くち振ぶりで言った。


「い、いけないっ、また見とれてたっ」


「……は？」


　ディディウスは男の顔をまじまじと見て、それから鏡に映った自分の顔を思い出してみた。


　どう考えても、ディディウスの目の前にいる男の方が男前だ。ディディウスの容よう姿しはディディウス自身の評ひよう価かでは「十人並み」だ。「可愛かわいらしい」と言われたことは何度かあるが、「かっこいい」とか「美人」とか言われたことはない。対する男はそれこそ人間離ばなれして美しい。


　その美男が、ディディウスに見とれていたという。ディディウスは半なかば以上本気で言った。


「……目が悪いとか？」


「い、いやそういうわけではないんだ。でも前も一年半くらい君の顔に見とれていて、その間仕事をほったらかしにしていたから、部下にも怒おこられてしまって」


「……一年半？」


「そう。このぼけぼけ神がってすごい剣けん幕まくで怒られてね。でも今回はきちんとやるべきことをしてしまってから見とれていたんだよ。ちゃんと〈種〉も植え付けて……いや、これは関係ないね。ごめんよ」


　男は妙みようにおろおろしたようすで手を振った。動きに落ち着きがない。話の内容もなんだかおかしい。黙だまっていれば品ひん格かくある美男なのに勿もつ体たいないことだ、とディディウスは頭の片かた隅すみで思った。


「ええと――君の質問は僕が何者かってことだったね」


「……そう」


「僕は、エイルセイル。君を誘ゆう拐かいして、ここまで連つれてきたんだ」


　エイルセイルと名乗った男は、きちんと言えたことに安心したのか、ほうと息を吐はいた。


　その答えを聞いて――ディディウスは寝台の上から飛び降りて、冷たい床の上に立った。エイルセイルが自分に「見とれていた」と言う理由は不明だが、状じよう況きようは少しずつのみ込めてきた。


「……私を誰だれだか知ってのことだろうな？」


　ディディウスは、ミュドラネ帝てい国こくの皇おう子じとしての態度で言った。自分のせいで、誘拐者が父帝を侮あなどるようなことがあってはならない、そう思ったのだ。


　だが、エイルセイルはディディウスの威い圧あつ的な態度に腹を立てるでもかしこまるでもなく、簡単に頷うなずきを返した。


「ああ、さらったけど、別に政治的な目的があって君の身み柄がらを利用しようってわけじゃなくて――説明が面めん倒どうだね。ああ、そうそう、君の帝国だけどね……」


　言いかけて、エイルセイルは一度口を噤つぐんだ。ディディウスをじっと見つめ、それから首を左右に振った。


「やっぱり似ているなあ……いや、勿体ないからまだいいや、言わないことにしたよ」


「おい、いったい何を言いたいんだ、帝国がどうしたと……」


「ううん、まだ言わないことにしたよ。言ったら終わってしまうかもしれないから。僕、もう少し君を見ていたいんだ。だから、君も僕が飽あきるまではここにいてね」


　そう言って、にこりと微笑ほほえむ。どこか底の知れない笑えみだった。


「飽きるまで……だと？　ふざけるなっ！」


　ディディウスの一いつ喝かつにも、エイルセイルは困ったように肩かたを竦すくめるだけだ。


「ふざけているわけじゃないよ。実じつ際さい君は僕がいいと言うまでここから出られないしね」


「いい加か減げんにしろ！　ここはどこだっ、おまえの目的はっ!?　さっき言いかけたことは!?」


　エイルセイルは相変わらず、心しん底そこ困ったような口ぶりで答えた。


「最後の質問には答えられないんだってば。えーと……ここは〈四季の森〉の中にある、僕の城だよ。帝都までは君の足でふた月はかかる。帝国の端はしだね。で、僕の目的は君を滅ほろぼすことなんだ。あと、ついでにこの地上世界も滅ぼすことになると思う」


「…………」


　地上世界を、滅ぼす？


　しかもついでに。


　ディディウスは思いがけない言葉に、先程までの剣けん幕まくも皇子としての態度も忘れて、ぽかんと口を開けた。エイルセイルは恥はずかしそうに視線を逸そらした。もじもじと指先を組み合わせては解ほどいている。


「ああやっぱりそういう反応すると思ったんだ。だから言いたくなかったのに。ええとね、だから僕は君を滅ぼしたくて……でもそうしたら君を見ていられなくなるから、もうちょっとあとでもいいや、と思って……」


「いや、あの……なんで俺初対面のあんたに滅ぼされなきゃなんないの？　しかもついでに地上を滅ぼすって何？　熱でもあんの？」


　ディディウスは思わず地じの口調に戻もどって言った。それから状況を思い出し、咳せき払ばらいを一つして背せ筋すじを伸ばし、態度を取り繕つくろった。


「ごほん、えー……と。とにかく、私を早く解放しろ。帝国を敵に回すつもりか？」


「うん？　君を解放するくらいなら、帝国を敵に回すよ」


「……て、帝国の軍隊を知らないわけでもないだろう！」


　ミュドラネ帝国の軍隊は精せい強きようで知られている。今、帝国が広大なピュエラ半島のほぼ全ぜん域いきを支配下に置いているのも、その強い軍があってこそのことだ。帝国の第一皇子たるディディウスにも、その辺りについての自じ負ふ心しんはあった。あったのだが。


「知ってるよ。でも蹴け散ちらすだけだから」


　ディディウスは今度こそ言葉を失った。エイルセイルはごく普ふ通つうに笑っていた。ただその目だけが別だった。ディディウスは彼の笑みに底の知れないものを感じていた理由がわかった。目が、ひどくぼんやりしていたのだ。なんの光も反射しない。光をのみ込む濃こい海かい霧むのように。


　エイルセイルは、笑みを浮かべたまま言った。


「君の国の軍が攻せめてきたら、全部殺すだけだから。大だい丈じよう夫ぶだよ」


「ば…ばかにするなっ！」


　ディディウスはエイルセイルの胸むな倉ぐらを摑つかんで叫さけんだ。


「我わが帝国をなんだと思っている！　貴様はいったい何者なんだ！」


　ディディウスのまっすぐな怒りを受け止めて、エイルセイルは小しよう心しんそうに眉まゆを寄せて、自みずからの繊せん細さいな銀髪の中に指を突つっ込んだ。


「と、言われても……ああ、困ったな。とりあえず、頭を冷ひやそうよ。ね？」


　そして、そう言うなり――エイルセイルの姿は消えた。


（――え？）


　ディディウスは、さっきまでエイルセイルの胸倉を摑んでいた自分の手を見た。そこにはもう白い衣装はない。


　声だけが、部屋に響ひびく。


「またあとで会いにくるよ。君が少しは落ち着いてからね。そのころには君の中の〈蔦つた〉も、少しは育っているだろうし。ああ、君の守しゆ護ごをやっている子に、よろしくね――」


　ディディウスは頭上を見上げた。部屋中を見た。やはりもう誰もいない。


　広い部屋に、ディディウス一人残された。


（あいつはいったい――いや、そうか――……）


　あの言動。あの美び貌ぼう。どれも人間離れしている。


（人間じゃない――魔ま性しようの者か神の類たぐいだ）


　不思議なことが起こったときは、大たい抵てい神とか魔性の者とかが関係してくるのだ。ディディウスの生まれ育ったミュドラネ帝国では、そう言われていた。


　ミュドラネ帝国では幾いく柱はしらもの神々が信しん仰こうされていた。ミュドラネの人々は、神しん殿でんに詣もうでて神に供そなえものをして、家にあっても家の守護神に祈いのりを捧ささげる。ディディウスもそういう生活を送ってきたが、実際に神や魔性の者に出会った経験はない。


　ディディウスは、自分のしたことを思い出し、青ざめた。その神だか魔性の者だかの胸倉を摑んで怒ど鳴なりつけたのだ。神の怒りを買ったり愛を失ったりして、滅びた国や町の話は、ディディウスも一つ二つ知っていた。


「あーっ、神様かなんかだったらもっとそれっぽく偉えらそうにしてろよなっ！」


　ディディウスは怒鳴って、拳こぶしを寝台のクッションに叩たたきつけた。


（……ん？）


　何か違い和わ感かんがあった。ディディウスは右の手首を見て、息をのんだ。


　手首を一ひと巡めぐり、蔦のような白い模も様ようが囲っていた。模様の一部は手の甲こうにはみ出して、葉のような花のようなものを描えがいている。


　擦こすってみる。消えない。


「……俺の中の〈蔦〉って、もしかしてこれ？」


　ディディウスはエイルセイルが去さり際ぎわに言った言葉を思い出した。だが、腕うでに浮かんだ痣あざに何の意味があるのか、エイルセイルが何者なのか、ディディウスにはまったくわからなかった。


　状況を理解できないまま、ディディウスは視界を遮さえぎる邪じや魔まな前髪を搔かき上げた。


　長い髪が、指に絡からみつく。


（――絡みつく？）


　ハッとして、ディディウスは自分の髪をぐいと引っ張った。


　痛い。


　いや問題はそこではない。


　長い。


　ディディウスは恐おそる恐おそる、自分の肩を見下ろした。


　生きつ粋すいのミュドラネ族らしい黄色い髪は、これまた生粋のミュドラネ族らしい濃い色の肌はだに落ちかかり、美しい対たい比ひを生み出している。


　だが、ミュドラネの男子は、普ふ通つう髪は短く刈かり込む。


　ディディウスだって、記き憶おくにある限りでは髪を長くしたことなどない。成人前なので多少長いが、それでも首にかかったり耳が隠かくれたりするほどではない。


　はずなのに。


　ディディウスの髪は首を隠すどころか、肩を越こえて伸びていた。


　頭が重いと思ったのは、悪あく夢むのせいではなくて、髪の重さのせいだったのだ。


「なんで……」


　呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。本当にわけのわからないことだらけだ。


　痣に髪。いったい自分の身体からだには何が起こってしまったのだ。ここはどこなのだ。夢ではないのか？　これは夢の続きなのではないのか？


　ディディウスは自分の黄色い髪を一本摘つまんだ。抜ぬく。


　痛い。夢ではないのだ。


　そして、ディディウスが痛みを感じたのとほぼ同時に、ディディウスのものではない声が聞こえた。





　――痛いっ。





「……誰だ？」


　ディディウスは慌あわてて周囲を見回した。自分の他ほかに人は……いない。


「誰かいないのか!?」


　では、今の声はなんなのだ。高くて、少女のような声だった。さっきのエイルセイルと名乗った男の声ではない。


　ディディウスは首を振ふった。きっと空耳だろう、と思った。


（……とにかく外に出られないか確かめよう。窓……）


　ディディウスはサンダル越ごしにも冷気の伝わってくる床ゆかの上を歩き、窓の前に来た。窓には薄うすい硝子ガラスがはまっている。椅い子すか何かで思いきり殴なぐりつければ壊こわれるのではないかとも思ったが、ディディウスはそうはしなかった。ただ、息をのんで眼がん下かの光景に見み入いった。


　空には薄い雲がかかっていたが、太陽はその雲を逃のがれて、天てん頂ちようよりもやや左の方に見えた。その下には、一面の森が広がっている。


　森は延えん々えんと続き、なだらかな丘きゆう陵りようを覆おおい、さらには遠くに見える山やま裾すそを覆っていた。山の頂上には白いものが見える。急きゆう峻しゆんな山の形にも、その上を覆う白いものにも、ディディウスは見覚えがなかった。


（あれ？）


　眼下の木々が、落らく葉ようしているように見えて、ディディウスは目を擦った。


　緑をつけている木は時折現れる常じよく緑りよう樹じゆばかりで、平地の大部分を覆う落葉樹は裸はだか木ぎばかりのように見える。冬を待つ秋の景色だ。ディディウスの知る帝都の秋とはあまりにも違ちがうので戸と惑まどったが、しかし北ほつ方ぽうの秋はこのように寒さむ々ざむしいものだと聞いていた。そう、ここは帝都より北方で、しかも今は秋なのだ。


　北方であるということはまだしも――


（……そんなばかな。今が秋なら俺はどんだけ眠ねむっていたんだよ）


　ディディウスは胸きよう中ちゆうで呟き、自分で呆あきれて否定した。


　だが、その問いに答える者があった。





　――一年と半年くらいかなあ。





「誰………!?」


　ディディウスは背後を振り返った。誰もいない。


（……空そら耳みみ？）


　確かに空耳なのかもしれない、と思った。声は聞こえたようには思ったが、その言っていることが謎なぞだらけだ。


（一年半……寝ねてたって？　そんなことあるわけないし）


　ディディウスは自分の頭をこんこんと叩いた。少し疲つかれているのだろうと思った。


　ディディウスはもう一度窓の向こうの景色を見た。それらの光景は、遥はるか眼下に広がっていた。とても飛び降りることのできる高さではない。


　窓からの脱だつ出しゆつを諦あきらめて、ディディウスはその向かいの壁かべにある扉とびらに向かった。


　他の家具と同じく白く塗ぬられた扉は、美しいのに頑がん丈じようで、押しても引いても開かない。その扉の右みぎ隣どなりには、どういうわけかディディウスの膝ひざくらいの高さの扉が取り付けられていた。念ねんのためそちらも確かめてみたが、やはり開かなかった。


　苛いら立だって大きい方の扉を思いきり叩くと、鈍にぶい反はん響きよう音おんとともに、手に痛みが走った。





　――痛いってばぁ！





　また、声が聞こえた。ディディウスは周囲を見回した。


「誰か………誰かいるのか!?」


　空耳ではない。気味の悪さを感じながら、ディディウスはもう一度扉を叩いた。


　今度は、はっきりと応こたえる者があった。


　それまでびくともしなかった小さい方の扉が開いて、三つの小さな人ひと影かげを吐はき出した。


「えっ」


　扉は、ディディウスが声を上げて後ずさる間に閉とじてしまう。


　現れた者は、人間のように二に足そく歩ほ行こうをしていたが、全身を覆う獣じゆう毛もうといい長い鼻といい、小さな猪いのししのように見えた。ただし、頭には赤いずきんと、身の丈たけにあった緑色の服を身に着けている。背丈は出てきた扉とちょうど同じくらい、ディディウスの膝までだ。毛皮は茶ちや褐かつ色しよくで、白い縦たて縞じまが入っている。


　彼らはすうっと息を吸い込んだ。そのせいで空気が薄くなるかと思われるほど、深ふか々ぶかと。それから、元気良く言った。


「「「あいよ、お呼びで！」」」


　綺き麗れいに揃そろった汚きたないだみ声が、ディディウスの鼓こ膜まくを震ふるわせる。


「おまえら、だ……誰だっ」


「「「誰ってあたしらは〈呪のろわれた小さき人〉でさあ、〈呪われざる大きな人〉よ。あんたの世話を言いつかっているんでさあ。ありゃ、〈大きな人〉の割わりには小さいねえ、あんた。子どもなのかい？」」」


　三人――自じ称しようによると〈小さき人〉たちは、そう言って胸を張った。ディディウスは彼らの外がい見けんにもその口からきちんとした言葉が出ることにも驚おどろいてしまって、ただ口を開いたり閉じたりするだけだ。とても『小さい』と言われたことを怒おこる余よ裕ゆうなどない。


　先さき程ほどの美男と同じく人間とは思えないが、軽けい快かいなお喋しやべりは神のようにも思えない。残る可能性は魔ま性しようの者だ。魔性の者とは不思議な力を持った者たちで、人間に悪戯いたずらをしたり悪さをしたりすると言われている。


「……おまえたちは何者だ？　そういう姿をしているのはなぜだ？　何かの……魔性の者なのか？　〈呪われた小さき人〉ってのはいったい――」


　だみ声は、感かん極きわまったように、震えながら応こたえた。


「ああ、よくぞ！」


「そうよくぞ聞いてくれました！」


「ました！」


　今度は、なかなかうまく揃わない。興こう奮ふんするとずれるのだろうか。


「〈呪われた小さき人〉ってのは、あたしらに呪いをかけたやつがつけた名でね」


「名でね」


「そいつが、呪いで縛しばって、名前で縛って、あたしらを召めし使つかいのよーにこき使いやがってね」


「ね」


　声にはすすり泣くような調子が混ざり、訴うつたえかけるようにディディウスを見上げる大きな目にも涙なみだが溜たまっている。ディディウスは慰なぐさめるべきかとも思ったが、〈小さき人〉たちはここぞとばかりに一いつ気きにまくし立て、割わり込こめなかった。


「なんだよなんだよ、あたしらが何したって言うんだよ。こんな目に遭あわせやがってよう」


「やがってよう、うわあああん」


「「「うわああああああああん」」」


　今度はわめき声の大合唱。発はつ情じよう期きの猫ねこのように夏の夜の虫のように、わんわんと泣いて泣いて、ディディウスはあまりの騒そう々ぞうしさに耳を押さえた。


　それでも、なんとなく憎にくめない愛あい嬌きようのようなものがあった。ディディウスは耳を覆っていた手を離はなすと、装よそおった喋り方をやめて、できるだけ柔やわらかく尋たずねた。


「え、えっとー、まあ、泣くな。な？　その呪いをかけたやつってのが、もしかして俺を誘ゆう拐かいしたエイルセイルって男なのか？　ここはそいつの屋や敷しきなのか？」


　途と端たんに泣き声はぴたりと止やんだ。


「「「はいそうでさあ、ここは主あるじの城。涙の溜まり」」」


　声はまた、みごとに唱しよう和わする。


「「「主が流した涙がこの地に溜まり、できあがったのがこの城でさあ」」」


「……涙からできた城？」


「「「そう。〈大きな人〉たちには〈涙の城〉って呼ばれてまさあ」」」


〈小さき人〉たちの言葉の意味がよくわからなくて、ディディウスは頭を搔かいて、部屋を見回した。そのときだった。


　閃せん光こうが部屋を刺さし貫つらぬいた。


　光だけの雷かみなりが、いきなり部屋に投げ込まれたかのようだった。ディディウスは手をかざして目を守ろうとしたが、間に合わずに視力が一時的に奪うばわれる。身体からだに痛みはないし、物が壊こわれるような音もない。光だけなのだ。


〈小さき人〉たちも、ぎゃあだのわあだのと叫さけんでいる。ということは、〈小さき人〉たちの仕し業わざではないらしい。


　光はすぐに落ち着いた。


　ディディウスが何度も瞬まばたきして視力を回かい復ふくさせていると、窓にはまっていた硝子ガラスが砂のように崩くずれて消えた。


「え……？」


　硝子は銀色の砂になって、窓の下に溜まった。風が砂の上を撫なでて、部屋の中に銀色を散らす。


　硝子の消えた窓まど枠わくに手をかけて、男が一人、立っていた。


　背の高い、体たい格かくのいい男だった。


　黒い髪かみ。黒いマントと黒いローブ。手には短い杖つえ。


　どことなく適てき当とうさの漂ただよう着こなしだった。その身に纏まとう色と雰ふん囲い気きから、ディディウスは男を烏からすと重かさねた。


　年は二十代後半……いや、もう三十に手が届くころだろうか？


　男は開かい口こう一番、こう言った。


「お、ぼうずが宿やど主ぬしだな？　あー、間に合ってよかったー」


「…………ぼうず？」


　ディディウスは「宿主」という耳みみ慣なれない言葉や「何に間に合ったのか」という辺りも気になったが、その前に「ぼうず」という言葉に反応してしまった。ディディウスは十四歳。成人ではなかったが、ぼうず扱あつかいには少しだけ抵てい抗こうのある年でもあった。


「え。髪は長いけど女の子じゃないだろ。ぼうずだよな？」


「…………」


　それは勿もち論ろん、ディディウスは女の子ではない。だが問題はそこではない。


　不思議なことが立て続けに起こっていたせいでその辺りの感覚が麻ま痺ひしていたディディウスも、そろそろ苛いら立だちを覚え始めた。別に自分が皇おう子じだから敬うやまえとは思わないが（だいたい相手は自分が皇子であることを知らないようであるし）、初対面の人間に「ぼうず」呼ばわりされると、さすがに少しカチンと来る。そんなことは初めてだから新しん鮮せんだ、と思えるほど幸福な人間ではない。


　男の身長がかなり高いことも、反感を強める理由になっていた。


「「「わあ、硝子が消えちゃった。魔ま法ほうだ」」」


〈小さき人〉たちは、寝しん台だいの下から仲良く三つの頭を出して、囁ささやきかわしていた。


「誰だれだあいつ」


「招まねかれた客じゃないよなあ」


「どうする？　やっつける？　やっつける？」


　男はベッドの下の声に対して、意い地じ悪わるそうな笑えみを返して言った。


「やっつけられるもんならやってみな」


　声とともに、かざした杖の先に小さな火が灯ともった。


「「「ひいいいい」」」


〈小さき人〉たちは叫んで寝台の下に頭を引っ込めた。震えたせいで、寝台ががたがたと音を立てる。そのようすをひとしきりけらけらと笑ってから、男はディディウスに近づいてきた。


　ディディウスは一歩後ずさり、男を睨にらみつけた。男はその視線に驚いたように、わざとらしく眉まゆを上げた。


「あれ？　怖こわい目で見てんなあ。なんで？」


「貴様は何者だっ、名を名乗れ！」


「あ、まだだったね、自じ己こ紹しよう介かい。俺様はダークロ…」


　男の挨あい拶さつが終わる前に、何かしなるものが飛んできて、握あく手しゆを求めるように伸のばされた男の腕うでに絡からみついた。


　葡ぶ萄どうの蔓つるだった。


「ありゃ」


　男は驚いたふうもなく声を上げた。男が口こう中ちゆうで呪じゆ文もんを唱えると、その腕に絡みついていた蔓は炎ほのおも上げずに消けし炭ずみになり、窓にはまっていた硝子と同じようにあっさり消えた。


　男は横に飛び退のくディディウスをそのままにしておいて、顔を上げた。


　いつの間にか開け放たれていた扉とびらの前には、一人の背の高い女性が立っていた。


　背中に流れる長い髪も、煌きらめく瞳ひとみも、女性らしい形の唇くちびるも、すべてが葡萄酒色に染まっている。その身に纏まとうマントも同色で、その下からは白いチュニカが覗のぞいている。小こ脇わきに抱かかえているのは、竪たて琴ごとだ。見たところ、旅の琴こと弾ひき、といった装よそおいだ。


　その白いチュニカからやっぱり白い素す足あしを覗のぞかせて、琴弾きは部屋に入ってくる。


　そして、にこやかな微笑ほほえみを浮かべた顔をちょっとだけ傾かたむけて、男に言った。


「そこまでにしておいてくださいましね、ダークロアさん」


　その声を聞いて、ディディウスは違い和わ感かんを覚えた。


　なんだか、裏うら声ごえだった気がする。


　男性の。


　不ふ審しんに思ったディディウスがよく見れば、顔こそ女性のものだが、胸は平たいらで背もディディウスより遥はるかに高い。


　性別不明の葡萄酒色の琴弾きに対して、ダークロアと呼ばれた烏からす色いろの男は苦い薬でも飲んでしまったかのように口を歪ゆがませて、頭を搔かいた。決まり悪く呟つぶやく。


「ミューシカってばもー追いついちゃったのかよう」


「ええ。そういうわけで、ここは……」


　ミューシカと呼ばれた琴弾きに最後まで言わせず、ダークロアは杖を振ふり上げる。口から強きよう制せい力りよくを持った言葉が出る。


「汝なんじ強き者、来たれ鋼はがねの公こう子し！」


　ミューシカは後方に飛んだ。今までミューシカがいた地点を貫つらぬいて、剣けんが床に突つき刺ささった。砕くだけた石くれが飛ぶ。ディディウスは天から剣が降ってきたかと思ったが、違ちがう。天井に穴はない。何もないところから現れたのだ。


　ダークロアの頭よりもさらに高い位置に柄つかのある大剣は、ダークロアとミューシカの間を遮さえぎるように現れて、葡萄酒色の髪の先を切り裂いた。


　剣は勝手に動き出し、空中に浮いたかと思うと、くるりと回って、刃は先さきをミューシカに向けた。加か速そくをつけて空中を滑すべり、ミューシカを刺し殺そうとする――が。


　ミューシカの指先が弦げんをかき鳴らす。それは雷かみなりの夜の進しん撃げきのように、激しく雄お々おしい。音に反応して、家具が、扉が、壁かべが、痙けい攣れんするように振しん動どうし、その一部は砕け散る。


　剣もまたそれから逃のがれられず、ぶるりと震ふるえて、硝子のように呆あつ気けなく砕けた。砕けた細こまかい金きん属ぞく片へんがきらきらと舞まってミューシカの視界を覆おおう。そこでダークロアが再び叫ぶ。


「舞え、黄金の実み下がる梢こずえを揺ゆさぶる乙女おとめたち！」


　風がミューシカの周りで渦うずを巻き、砕けた剣の欠片かけらがその肌はだを裂く。


　風はついでに部屋中の家具も巻き上げ、その椅い子すの脚あしが、咄とつ嗟さに避よけようとしたが間に合わなかったディディウスの後こう頭とう部ぶを打った。


　声もなく床に沈しずみ込むディディウスを見て、ダークロアは口元を引きつらせた。


　ディディウスは倒たおれたきり動かない――いや、わずかに身じろぎした。死んだわけではないらしい。


　ダークロアは、まあいいや、持ち運びに便べん利りだし、と気にしないことにして、刃混じりの風に取り囲まれたままのミューシカに向き直った。


「って辺りで、どうだミューシカ、一時休戦といかないか」


　ミューシカからの返へん答とうはない。その周囲を渦巻く大気には、血の赤が薄うすく混じり始めている。


「このままだとどっちかが死ぬまでやるしかないだろ、その前に話したいことがあると言っているんだ」


　そのとき、風の乙女の悲鳴が聞こえた。ミューシカが、大気の妖よう精せいの青い身体をその手に摑つかみ取ったのだ。


「乙女よ、もういい、あるべき地に戻もどれ！」


　ダークロアの言葉に従したがい、風の乙女は北風のような吐と息いきを残して姿を消した。本来の、自分が守護すべき遥はるか山を越こえた土地に立ち戻ったのだ。


　風は止やみ、刃の欠片は床に落ちて、ミューシカは立っていた。葡萄酒色の髪は床まで垂たれて、乱みだれて顔の半ば以上を隠かくしている。肌には血が滲にじみ、白いチュニカに染しみを作っていた。


　ミューシカは乱らん暴ぼうな動作で髪を搔かき上げ、ダークロアに向けて微笑ほほえんだ。


「話し合い？　いったい何を話し合うことがあると言うのですか？」


　血のこびりついた凄せい絶ぜつな笑みだったが、ダークロアは軽く請うけ負おって頷うなずいた。


「あるさ。そこのぼうずについてね」


　そこの、でダークロアは背後の床に転ころがるディディウスを指さす。ディディウスの周囲には〈小さき人〉たちが集まって、ざわざわ囁ささやきかわしている。


「ぼうずをちょっとここから連れ出したいの」


「わたくしはそちらの方かたを守れ、この城に入ってくる者があれば殺せと命めいじられているのです。ですから今この段階で、城に入ったあなたを殺すことはもう決定。そうしなければわたくしの首がお空の彼方かなたにすっ飛んでしまいますわ」


「あんたがぼうずを俺様に渡わたさないと、吹っ飛ぶのはあんたの首だけじゃ済すまなくなるよ」


「……どういう意味ですの？」


「そのまんま。ぼうずをこのまま放ほうっておくと大地が滅ほろびる」


　ミューシカが、一瞬動どう揺ようした。


「……またまたあ」


「いや、ほんと」


　ダークロアは世間話の体ていで、手を振った。


「ぼうずを渡すのがいやなら、あんたも一いつ緒しよに来ればいいだろ。詳くわしい話は道どう中ちゆう幾らでもしてやるよ。とにかく、ここじゃまずい。いつ城じよう主しゆが戻るかわかんねえだろ？　一緒に来て、聞いたあとで信じられないのなら、好きにすればいい。どうだ、一度は一緒に旅した俺様を信じてくれない？」


　ミューシカは、目を細めてダークロアを見た。ダークロアとミューシカは数カ月前、短い間とはいえ一緒に旅をしたことがあった。そのときは手を組くんだのだが――


「……あなたを信じるんですの？　あなたの目的地に着くことで、あなたの方に状じよう況きようが有ゆう利りに働くかもしれませんわ。あなたはそれを待っているだけなのでは？」


　ミューシカは、彼の実力はともかく、人間性を信用する気にはなれなかった。


　ダークロアは腰こしに手を当て、大げさにため息をついた。


「うわー。やっぱ信用ねえなあ、俺様。いや、これについてはもう、信じてくれとしか言いようがねえし」


　ダークロアとミューシカの会話の間に、ディディウスは意い識しきを回復し起き上がっていた。


　床に手をつく。後頭部に痛みが走った。まさぐると、手に真っ赤な血がついてきた。自分の掌てのひらの血を見て、ディディウスの動きが一瞬止まる。


　ディディウスの黄色い髪が、春を迎むかえた蝶ちようのように、ふわりと舞った。


「「「何だよ……？」」」


〈小さき人〉たちが、ダークロアらより先に異い変へんに気づいた。


　ディディウスのチュニカの裾すそが翻ひるがえる。ディディウスが手をついていた床の周まわりが、軽い音を立てて砕くだけ、宙ちゆうに浮く。


　そして、唐とう突とつに、ディディウスの周囲のものすべてが吹き飛んだ。つまりは〈小さき人〉たちも。悲鳴が宙を舞い、部屋にこだまする。寝しん台だいの脚あしががたがたと床を蹴けり、持ち上がりそうになる。


「……な、何……？」


　ダークロアがやっと気づき、ディディウスを顧かえりみる。ディディウスはゆらりと立ち上がっていた。


　息を吸ったのが、肩かたの動きでわかる。


　そして、ディディウスは叫んだ。


「いっ……たぁいー!!」


　小さな女の子が、癇かん癪しやくを起こしたような声だった。


　人じん格かくの激げき変へんに、ダークロアもミューシカも呆あつ気けに取られる。


　ディディウスは、キッと顔を上げて、ダークロアとミューシカを見み据すえた。目の端はしに煌きらめくものは、宝石のごとき涙の粒つぶ。


「どっち!?」


「は……？」


　ダークロアが聞き返す。ディディウスは言葉を重ねて言う。


「どっち、メイを痛くしたのは!!」


「あ、こっち」


　ミューシカはあっさりダークロアを指さした。ダークロアが息をのんでミューシカを見る。


「なんでっ!?」


「わたくし見てましたよー、ダークロアさんの起こした風が椅子を吹き飛ばして、その椅子の脚がぶつかったんじゃないですか」


「わかったわ……そっちの烏さんねっ！」


　ディディウスは、一歩ダークロアの方に足を踏ふみ出した。足を載のせた床が、ぴきっと音を立てて砂と散った。ダークロアが慌あわてる。


「え？　いや、ぼうず？」


「メイはメイよ！　ぼうずじゃないわー！」


　ディディウスは――いや、〈メイ〉は、両手をぐいと頭上に持ち上げた。風が、その掌を中心に渦うずを巻き、小さな竜たつ巻まきが幾いくつも起こる。


　室内の家具は、突とつ然ぜんの暴ぼう風ふうに為なす術すべもなく巻き上げられ、壁に叩たたきつけられ壊こわされる。


　ダークロアは両足でふんばって、杖つえを両手で地面と水平に構かまえていたが、とても押さえ切れるものではなかった。


「ちくしょー、風の乙女どうしたぁー！」


　ダークロアが再び呼び寄せた大気の妖精が、命令に従わない。いや、命令に従ってはいるのだが、本来の力が発はつ揮きできていないのだ。この場での風の主しゆ導どう権けんは、明らかにこの〈メイ〉にあった。


　ミューシカはさっさと安全な扉とびらの陰かげに隠れて、事態を静せい観かんしていた。


「……はて、皇子様だという身分は知ってましたけど、あんな裏うら技わざもあったんですねえ」


　突つき出した唇くちびるに、細い指を当てて呟つぶやく。


　そのうちに、ダークロアは「降こう参さんだ」と叫んだ。


「待ってくれ！　お嬢じようちゃん！」


　ダークロアの言葉に、〈メイ〉は少しだけ風の力を弱める。


「……お嬢ちゃん？」


　聞き返す声に、わくわくした響ひびきが混じっている。


「そ、お嬢ちゃん、なんだろ？　言こと葉ば遣づかいとか聞くと。違ちがうのか？」


「ううん、お嬢ちゃんよっ」


〈メイ〉は本当に嬉うれしそうにそう言うと、銀色がかった緑の目を細ほそめた。風が止やむ。やっと身体からだの力を抜ぬいて、ダークロアはその場に座り込んだ。


「さっきとは全然性格違うみたいだもんな。身体はぼうずで意識だけ入れ替かわったのか？」


　うん、と、これまた嬉しそうに〈メイ〉は首を縦たてに大きく振ふる。


「そう」


　微笑ほほえむ表情は柔やわらかく明るく、明らかに少女のものだった。元もと々もとディディウスは年の割わりにあどけない顔をしているが、女顔というわけではない。それでも、その顔はしっかり女の子のものに見えた。


　仕し草ぐさや表情一つで、こうも違うのか、とダークロアは驚おどろく。


　しかも、声まで高い。これは、変へん声せい期き前のディディウスが普ふ段だん意識して低めの声を出そうとしているからなのかもしれないが。


「あー。そうだよなあ、ぼうずじゃねえよなあ、こりゃあ可愛かわいいもん。いや、悪かったな」


　可愛い、と言われた辺りで、喜びに細められていた〈メイ〉の目は、驚おどろきに見開かれた。


　そして、驚きは照てれへ。


〈メイ〉は自分の身体を見下ろすと、急いで埃ほこりを払はらい、衣服を整ととのえた。跳はねていた髪かみを撫なでつけて、おずおずと訊きく。


「可愛い……？」


「あー、可愛い可愛い」


「ほんとっ!?」


　撫でていた髪を握にぎり締しめ、身を乗り出して確かく認にんする。ダークロアは何度も頷うなずいた。


「ほんとほんと。じゃあ、あらためて。俺様はダークロア。お嬢ちゃん、お名前は？　メイ、でいいのかい？」


〈メイ〉は、ダークロアをまじまじと凝ぎよう視しした。それから、少し照れくさそうに、けれど顔中に喜き色しよくを滲にじませて微笑ほほえんだ。


「名前聞かれたのなんて、とっても久しぶり……そうよね、もうずいぶん人とお話してないし」


「へっ？」


「メイヴェーラ」


〈メイ〉は、身み軽がるに飛んで距きよ離りを縮めると、座り込んだままのダークロアの首に腕うでを絡からめ、抱だきついて言った。


「それが私の名前よ」


　メイヴェーラは、猫ねこのようにダークロアの肩に頰ほおを寄せる。ダークロアは突然の温ぬくもりと重みに驚いたが、それでも彼らしく、メイヴェーラの身体をきちんと抱かかえてやった。


　何があったかよくわからないが、今自分の腕の中の存在は自分より遥はるかに強力な力の持ち主のくせに、ひどく甘あまえん坊ぼうの女の子らしい。それだけはなんとか理り解かいして、ダークロアは困こん惑わくと混乱の中でも、言うべきことを言うことにした。


「えっと、メイヴェーラ？」


「うん」


　メイヴェーラは、いまだダークロアの胸から顔を離はなさない。ミューシカが近寄ってきて、興味深げにダークロアの腕の中を見下ろす。黄色い毛並みの人ひと懐なつこい動物が、飼かい主ぬしにじゃれているように見えた。


「痛かったのか？　ごめんな」


　ダークロアがそう言うと、メイヴェーラはやっと顔を上げて、嬉しげに微笑んで、頷うなずいた。











「じゃあメイヴェーラは、ぼうずが気を失っている間に、その身体を借かりている……ってことだよな？」


　うん、とメイヴェーラは口にパンを詰つめたまま、元気良く頷いた。あのね、と話しだそうとして、まだ口の中にものが入っていることに気づいて、諦あきらめる。ダークロアは頰ほおについたパン屑くずを取ってやった。


　咀そ嚼しやくしたものを飲み下くだしてから、メイヴェーラは言った。


「うん。メイはディディを守らなくちゃいけなかったんだけど、肉体をなくしちゃってね、それでそばにいたディディの肉体にお邪じや魔まさせてもらったの。魂たましいだけだと、軽すぎて、海の向こうの死んだあとの国に引っ張られてしまうから。ディディは、今は奥の方で眠ねむっているよ。そのうち目覚めるんじゃないかな。あ、ディディほんとはディディウスっていうのよ。ミュドラネ帝てい国こくの皇子っていうものなんだって。メイは人間のことよくわかんないけど」


「あー……なるほど、皇子様ね」


　ダークロアは微び妙みような相あい槌づちを打った。思い出す知り合いがいたのだ。彼は王子は王子でも、亡ぼう国こくの王子だった。しばらく前に別れて以来会っていないが、風の噂うわさではまあ元気らしい。


　ダークロアの追つい想そうの間にも、メイヴェーラはべらべらと喋しやべっていた。


「大変だったのよ、もう一年半くらい前かな、焼ける水が襲おそってきて、メイはディディを庇かばったんだけど、メイの肉体はすぐにだめになってしまってね、ああもうだめ守れないって思ったら、ディディと一いつ緒しよにここにいたの。魔ま法ほうで飛ばされたんだと思う。ディディの肉体の時間はその前に止めてたんだけど、ここに飛ばされてからはメイもずっと眠らされててよくわかんないの。さっき目覚めさせられて、それでディディの時間をまた動かしたんだけど……」


　メイヴェーラは思いついたことをそのまま話しているらしく、その話はまったく要よう領りようを得えなかった。が、わからないところはあとから質問することにして、ダークロアはひとまずメイヴェーラに好きなように話させた。


　メイヴェーラは唇を突き出して、不ふ平へいを訴うつたえた。


「ディディにはいやになっちゃう。メイが一いつ生しよう懸けん命めい守ってあげてるのに、ディディは髪かみ引っ張ったりするし……」


　ダークロアの後ろから顔を覗のぞかせて、ミューシカが口を挟はさむ。


「さっきの風、あなたが起こしたのですわよね？　いったいどういう力なんですの？　あなたは……妖よう精せいとか、そういう存在ですの？」


　妖精というのは、地上にあって不思議な力を使う者たちのことだ。ミュドラネでは魔ま性しようと呼ばれることが多いが、本当は全員が全員悪さをするとは限らない。ダークロアのような魔法使いは、主おもに妖精を使し役えきして魔法的な力を振ふるう。


　ミューシカに尋たずねられて、メイヴェーラは不ふ服ふくそうに目を細めた。


「メイ、あなた嫌きらいー」


「え、ど、どうして……」


「だってダークロアを苛いじめてたでしょー、メイ知ってるよ、ディディの中で見てたから。メイはダークロアが好きーっ、ねー、ダークロア、一緒にいてねー！」


　メイヴェーラはそう言うと、ダークロアにすり寄った。まるで、鴨かもの雛ひなが生まれて初めて見た存在を親だと思うように、ぴったりと。


「す、好かれましたね……」


「そうだなあ。身体も女の子だったらもっとよかったんだけどね」


　ダークロアは残念そうに言ったが、すぐに相そう好ごうを崩くずした。


「ま、メイヴェーラ可愛かわいいからいっか」


　ダークロアはメイヴェーラの頭をぐりぐりと撫なでた。そのようすを見て、ミューシカがうわっと口を開けた。


「ばか親子ーって感じですわよ」


「だってこんなに可愛いんだぜー。ディディウス皇子の方はむすっとしててちっとも可愛くないのにー。んじゃひとまず、この城から抜けるか。ミューシカはどうする？」


「……命令は命令ですから」


「つまり、俺たちの邪じや魔まするわけね？」


「あなたがたがこの城から外に出ようとするのであれば」


　メイヴェーラが頓とん狂きような声を上げた。


「ええっ、じゃあメイはダークロアと一緒にいられないのぉ？　この人が邪魔するから!?」


「あー、そうそう。概おおむねそんな感じ」


　ダークロアは笑って同どう意いした。


「わかったわ……」


　メイヴェーラは剣けん呑のんな目でミューシカを見つめ、ぷくっと頰を膨ふくらませた。


「あなたが悪者なのねー！」


「えええええ!?　ちょ、ちょっとメイヴェーラさ……」


　癇かん癪しやくのような突とつ風ぷうが、吹ふき抜ぬけた。


　先程を上うわ回まわる強風だ。寝しん台だいを含ふくめて家具はすべて飛び、壁かべに当たって砕くだけ、扉とびらも破は壊かいされ、その残ざん骸がいは窓から飛び出た。


　ついでにミューシカも。


「きゃあああああああああああぁぁぁぁぁぁ………………………」


　長い悲鳴をあとに残して、ミューシカは窓の外に放ほうり出された。部屋でまともに残っているのは、メイヴェーラがしがみついていたダークロアだけだ。


「え……えっと」


「ダークロア、これで二人で仲良くできるんでしょ!?」


「あー、えーと。あのな、ちょっとやりすぎ。ミューシカは丈じよう夫ぶだからたぶん死んでないと思うけど、普ふ通つうだったら命ないぞ、ああいうことしたら」


　メイヴェーラはきょとん、と目を大きく見開いた。それから、可愛らしくもあるが憎にくたらしくもある仕し草ぐさで、眉まゆをひそめる。


「何よぉ」


「何よじゃないでしょー、もー。


　……ん？」


　ダークロアは、それまで浮うかべていた苦く笑しようを引っ込めて、メイヴェーラの腕を摑んだ。


　メイヴェーラの右の手首を、ぐるりと一周、白い蔦つたの模も様ようが取り巻いている。


　ダークロアの真しん剣けんな目に、メイヴェーラは首を傾かしげた。


「どうしたの？」


「……この痣あざは？」


「ああ……今日急に出たのだと思う。ディディも気にしてたよ。メイも……なんだかいやなにおいがするから嫌い」


　メイヴェーラは、言いながら痣に鼻を近づけた。


「……少し急いだ方がいいな」


　ダークロアは立ち上がり、メイヴェーラも立たせた。


　その言葉を聞いて、それまで一いつ旦たん部屋の外に出て難なんを逃のがれていた〈小さき人〉たちが、わらわらと入ってきて一いつ斉せいに叫んだ。


「「「ええっ、行くのはちょっと待ってくれよお！　困こまるんだよ、いいかい、呪のろいをかけてあたしらを下僕にしやがった主あるじが命令したんだ、そこの子どもについて、きちんと世話をしなさいってさあ――」」」


〈小さき人〉たちは、頑がん張ばって背せ伸のびして、長身のダークロアに訴うつたえかける。ダークロアは杖つえの先で自分のこめかみを押さえながら、言ってやった。


「……あのさ、おまえら」


「「「あい、なんで？」」」


「その……これに逆さからうつもり？」


〈小さき人〉たちは沈ちん黙もくし、ダークロアを見上げていた視線を、恐おそる恐おそるメイヴェーラに移動させた。


「妖精さん。メイを閉とじこめておきたいの？」


「「「……え、えーと」」」


〈小さき人〉たちはぱくぱくと口を開いたり閉じたりした。


「「「で、でもあたしら命令破やぶるとひどく怒おこられちまうんだ」」」


「メイを閉じこめておくのは、好きでしてることなの？」


「「「ち、違ちがうよう」」」


「じゃあメイと一いつ緒しよにおいでよ」


〈小さき人〉たちは口をあんぐりと開けた。


「「「外に……？」」」


「そう、お外に。だってミューシカいないし、あなたたちの主って人もいないじゃない。大丈夫よ、抜け出しちゃお」


　ね。とメイヴェーラは微笑ほほえみかける。〈小さき人〉たちは互たがいの顔を見回して、揃そろってメイヴェーラを見て、それから大きく頷うなずいた。


「「「そうだ、外へ行こう！　あんな主の言うことなんかもう聞くもんか！」」」


　わっ、と、〈小さき人〉たちが、メイヴェーラの身体に抱きついた。髪を嚙かんで引っ張りチュニカをめくり、脚あしに飛びつく。


　姿し勢せいを崩くずして、メイヴェーラはその場に尻しり餅もちをついた。〈小さき人〉たちはその膝ひざの上や肩かたの上に載のって、声を揃えて言った。


「「「あたしらあんたについて行くよ！」」」


　メイヴェーラは肩の上に載って黄色い髪を摑つかんでいた〈小さき人〉を払はらい落とし、頰ほおをぱんぱんに膨ふくらませて、憤ふん然ぜんとして言った。


「いいけど、でももう二度とメイの髪を引っ張らないでね！」











　重く大きな扉を押し開けると、そこは光に溢あふれた世界だった。


　一面の落ち葉。赤と黄色と茶色に埋うめ尽つくされた草原。その果はてに立ち並ぶ木々の黒い幹みき。


　風は冷たかったが、太陽に照らされた空気は暖あたたかかった。


メイヴェーラと〈小さき人〉たちが、笑ったり怒ど鳴なったり叫さけんだりしながら、敷しき詰つめられた落ち葉の上を、木々の間を駆かけていく。ダークロアはそのあとを追う前に、遠くに見える山の形から、現在地を確かく認にんした。


　それから、背後を振ふり返り、あらためて今自分たちが出てきた城の全ぜん貌ぼうを眺ながめた。


　葉を落とした裸はだか木ぎの海にそそり立つ、白い岩山。よく見れば、そのところどころに窓まどがあるのがわかる。


　その、雲が掠かすめる頂いただきに、ディディウスの眠っていた寝しん室しつはあった。


　城の周囲には、城よりは低く小さな幾いくつもの岩が、同どう心しん円えん上じように並ぶ。


　それはまるで、涙なみだが地に落ちた、その一瞬を固めた造ぞう形けい物ぶつのようにも見えた。












二章　知らない森







　――うーん、むにゃむにゃ、もうおなかいっぱいいぃ……。


　目覚めて一番最初にディディウスが聞いたのは、そんな声だった。


　ゆっくりと、目を開ける。


　揺ゆれている。


　ぐらぐらと、視し界かいも何もかも、揺れている。


　――眠い……ああ、やっぱり寝ねるねー。おやすみ、ディディ……。


（誰だれ……の、声だ）


　けれど、尋たずねようにもその声はもう聞こえない。頭の中に直接響ひびくような、その声は。


「う……」


　呻うめいて、身体からだを起こそうとする。バランスを崩くずしたところを、誰かの手が支えてくれた。


　ディディウスは、自分が誰かに背せ負おわれていることに気づいた。


「……誰、だ」


　声は掠れて、まともに出ない。何度か咳せき込こみ、息を吸った。


　土のにおいがした。


　それから何か、腐くさったような、冷たい、におい。


　紅こう葉ようした葉が落ちて、土に帰っていく。その上に霜しもが降りる。


　それは、秋の終わりの森のにおいだった。


「俺様？　ダークロア様っていうの。世界一の魔ま法ほう使つかい様だよ。よろしくな、ディディウス皇おう子じ……でいいのか？」


　不ふ遜そんな物もの言いいには、聞き覚えがあった。


「……さっきの」


　ディディウスは自分の喉のどから出た声の弱々しさに腹はらが立った。腹に力が入らなくて、声がきちんと出ないのだ。


「ああ。さっき会ったな。覚えてた？」


「一応……なんで俺背負われてんの……？」


「へ？」


　ディディウスは記き憶おくを手て探さぐりで拾ひろい集めながら言った。


「俺、だって確かあの部屋にいて……ここどこ……」


「あー。ああ、なるほどね、おまえの方には記憶ないのか。メイヴェーラもディディは寝てるって言ってたもんなあ。えっとね、城は抜ぬけ出したよ。皇子だっていつまでもあの城にいたいわけじゃないだろ？　俺様が連れ出してやったの」


「抜け出した……」


　呟つぶやいてから、話に出てきた『メイヴェーラ』とは誰かという疑ぎ問もんに行き当たった。あの場にいた他の人間かと思ったが、琴こと弾ひきの方は確かミューシカとか呼ばれていた。


「疲つかれてるだろ。メイヴェーラがでかい力使ってたからな、その反はん動どうだ。ま、ちょっと寝てろ。詳くわしいことはあとから幾いくらでも話してやる」


　またその名が出てきた。訊きこうとしたら、咳込んだ。


「あー、ほら、むりすんなって」


　ディディウスの顎あごはダークロアの肩かたに当たり、その腕うではダークロアの首に回されていた。


　ダークロアは、さして重さも感じていないのだろうか、かなりの速さで歩いていく。歩いているところは周囲よりやや低くえぐれていて、獣けもの道みちよりは道らしい道だったが、時折根ねを越えて枝えだを払わねばならなかった。ダークロアの大きな手を見て、それから自分の腕の貧ひん弱じやくさを見て、ああ、こんなふうにちゃんと男らしかったら、父に心配をかけることもなかったのかもしれない、とディディウスはぼんやり思う。ディディウスは小さいころから病弱だったのだ。今でも丈じよう夫ぶとは言えない。


　ディディウスは、揺られながら、考えた。


　ここはどこか。


　吐はく息は白く、口から頰ほおの周りを漂ただよって、夢のように散ちっていく。


　ディディウスの身体には、羊よう毛もうのマントが巻きつけられていた。それでも冷れい気きは耳の後ろやうなじを撫なでていき、身体を芯しんから冷ひえさせた。ダークロアの背中と触ふれているところだけは温あたたかいということに気づいて、できるだけ触れる範はん囲いが大きくなるように調ちよう整せいした。


　ダークロアの背中から落ちないように、目だけを動かして周囲を見た。


　木々は延えん々えんと続き果てがない。多くの木は葉を落として裸はだか同然の姿で、見通しがよかった。少し離はなれた木の陰かげに一頭の鹿しかがいた。耳をそばだててこちらを見ていたが、ぷいと向きを変え、飛び跳はねて去っていった。茶色と白の尻しりは、すぐに森の幹みきに紛まぎれて見えなくなった。


　足あし下もとに視線を落とせば、腐ふ敗はいの進んだ落ち葉が積つみ重かさなっている。ダークロアの足が葉を踏ふみつけるたび、足あし跡あとを残す。だが魔法でも使っているのだろう、足跡は振り返ったときにはもう消えている。


（落ち葉……）


　ディディウスは、寒さむ々ざむしい枝の背後に広がる空を見た。


　進行方向は、おおよそ南のようだった。西の空を過よぎる細長い雲は、太陽を背後に控ひかえて赤く染そまっていた。夕ゆう刻こくなのだ。ぐるりと首を巡めぐらして東から北の空を見ると、月はなく、星が輝かがき始めている。


（おかしい）


　星の位置が、初夏のものではない。周囲の季節と同様、秋から冬のものである。


（少なくとも、半年経たっている……）


　ディディウスは、初夏の森で昼ひる寝ねをしていたところまでしか覚えていない。そのあとはあの寝しん台だいの上で目覚めて、今またここで目が覚めたのだ。


（半年の間……ずっと眠り続けていた？）


　そういえば、とディディウスは思い出す。どれだけ寝ていたのかと疑問に思ったとき、一年と半年……と答えた声があった。結けつ局きよく姿は見えなかったのだが。


　けれどディディウスはその可能性を否定する。それだけの間、食事もできず眠り続けていたのなら、どうして生きているのだ、と。


「……どうして、生きてるんだ、俺」


　思し考こうが言葉となって漏もれた。その呟きに、ダークロアは答えてくれた。


「深しん遠えんな質問だなあ」


「……そういう、意味じゃなくて」


「そういう、意味だろ？」


「……俺は、ただ、どうして……」


「昔むかし誰かがおまえを産うんでくれて、今世界がおまえを生かしてくれているからだろう」


　ディディウスは、一度口を噤つぐんだ。それから、言った。


「観かん念ねん的てきな、話に興味はない。具体的な……」


「だから、誰かが、生かそうとしたからだろ」


　ふと、ディディウスは、この男が自分の質問の意味を正確に理り解かいしていることに気づいた。急に頭がはっきりしてきた。そうするとたくさんの疑問も湧わいてきた。


「……誰が？　どうやって？　俺は……どれくらいの間眠り続けていたんだ」


「質問が多いな。ま、そのうちの幾つかには答えられると思うよ」


　ディディウスは、ダークロアから身体を離した。ダークロアも支えかねて、ディディウスは地面に落ちる。落ち葉が積もっていて、さほど痛くはなかった。


　座り込んで、胸の気持ち悪さに喘あえぎながら、ディディウスは言った。


「……おまえ、何を知っているんだ？　俺が、どうしてこんなところにいるのか、知っているのか？　どうして俺を連つれだした？　おまえ……」


　ふと、ディディウスの目がすがめられる。ダークロアの手にした杖つえと、烏からすの羽はねを幾枚も重ねたようなローブが目に入る。先程のダークロア自身の言葉を思い出す。


「……魔法使い……」


　その声には明らかな警けい戒かいと侮ぶ蔑べつが滲にじんでいた。ダークロアは苦く笑しようした。


「そう、魔法使いだ」


　ミュドラネ帝てい国こくにおいて、魔法使いの地ち位いは低い。ミュドラネ帝国は神々に仕つかえる司し祭さいたちの力が大きいから、魔法使いに対する認にん識しきは、「あやしいことをするインチキ臭くさいやつら」というものが普ふ通つうだ。傭よう兵へいとして雇やとうことはあっても、他国のように軍ぐん師しや相談役として正式に迎むかえ入れることはない。


　そしてディディウスはミュドラネ帝国の皇子で、しかるべく教育をされてきた。


　つまり、魔法使いなどというのは迷めい信しんの徒との信しんずるものであって、帝国の皇子が信を置くような者ではない、と。


「あー……ひょっとして色々偏へん見けんある方？　いや、当然あるよなあ、皇子だし。辺へん境きよう行くとミュドラネでもまだ魔法使いなんて普通なんだけど。まあいいや、とにかく魔法使いだよ。で、さらにこんなことを言っても絶対信じてもらえないだろうけど、おまえはもう、一年半眠り続けていたんだ」


　その言葉を、ディディウスは笑い飛ばそうとした。


　けれど、できない。


　なぜなら、今は初夏ではないからだ。時間が経ってしまったのは事実なのだ。


（でも、まさか一年半も）


　笑おうと口を開けたまま、結局笑えないでいるディディウスに、ダークロアはゆっくりと言い聞かせた。


「一つ一つ、答えていくか。俺様も聞いた話だから、予よ想そうにすぎない部分もあるけど……なんかね、おまえ、一年半、肉体の時を止められていたらしいよ。で、おまえをそうやって生き延のびさせたのは誰だれかってことだけど」


　ディディウスは唾つばをのみ込んだ。ダークロアは続ける。


「おまえを生かそうとしたのは、たぶんメイヴェーラって娘むすめだ。おまえが一年半寝てたとかいう詳くわしい話を俺様に教えてくれたのも、その子。その子はおまえの中にいる」


「中……って？」


「メイヴェーラは魂たましいだけの状態なんだ。肉体は滅ほろびたと言っていた。メイヴェーラはおまえの身体からだを借かりている。肉体がないと死者の国に引っ張られてしまうからって。それから、おまえを守っているとも言っていた。どうやって守っているのかは知らないが、メイヴェーラには風を操あやつる力があった」


「俺を……守っていた？」


　ディディウスは、城で聞いた少女の声を思い出した。名な乗のりはしなかったが、あの声の持ち主が〈メイヴェーラ〉なのかもしれない。あの声は少女の声だったから。


「メイヴェーラ……」


　ディディウスは、聞き覚えのない響ひびきを味わうように、声に出して言ってみた。


「それで、そのメイヴェーラ……が、どうして俺のこと守っていたんだ？」


　ディディウスは戸と惑まどっていた。それを言うなら今日は戸惑い通しなのだが、相手が二足歩行のうり坊ぼうや怪あやしい男たちではなく、女の子となると、どうも他ほかとは何か違ちがうように思われた。照てれくさいような、不ふ思し議ぎな感覚があったのだ。


　ダークロアはディディウスの前にしゃがむと、黄色い頭を摑つかみ、髪かみを混まぜ返した。


「なんでおまえを守っている、か。それがわっかんないんだよねー。なんでこんなちまっこい皇おう子じ様さま守ってたんだかねー」


「ちま……」


　ディディウスはダークロアの手を払はらいのけた。


「やめろよおっさんっ！」


　ダークロアは、苦にがい笑みを浮かべて、杖でディディウスの額ひたいをつついた。


「おっさんじゃない、お・に・い・さ・ん。わかった？　皇子様なのに口悪いねえ」


「誰がお兄さんだって!?」


「俺様ー」


　はいはい、とダークロアは手を挙あげる。ディディウスはびしりっとダークロアを指ゆびさす。


「どっからどー見たっておっさんじゃねえかっ」


「うわひどいっ」


「ひどくないっ、事実だ事実っ、認みとめろ！」


　あははは、皇子様ってきっついねーと言うダークロアをじろっと睨にらんで、ディディウスは咳せき払ばらいを一つした。


「それで……そのメイヴェーラってのは、今どこにいるんだよ」


「だからおまえの体内に……ああ、今は寝ているんだろう。そのうち起きるだろうから、そしたら仲良くね」


「仲良くって……」


「帝都の箱はこ入いり皇子様に女の子の扱あつかいは難むずかしいかな？」


　ダークロアはにやにやと笑う。


「なんだよそれっ……あ、そうだ、帝都……！」


　ディディウスは、部屋で白い男――エイルセイルが言っていた言葉を思い出した。


「あの、エイルセイルとかいう、俺を誘ゆう拐かいしたやつも俺に言ったんだ、帝国が……って。でもそのあと何も言わなくって！　何か起こったのか？　帝都とか帝国とか、どうなってんだ？　一年半も俺いなかったんだろ？　俺のこと捜さがしたりとか……おっさん聞いてんのかよ！」


　ディディウスは膝ひざ立だちになって、ダークロアの肩かたを摑んだ。ダークロアは痛そうに肩を見て、渋しぶい顔で言った。


「……おっさんじゃない」


「呼び方なんてどうでもいいだろっ」


「よくないってば。えーと、帝都のことは……よく、わからないな。ほら、ここって帝都から遠くて、情報流れてこないし。そうでなくとも俺様最近帝国離はなれてたから。まー、当然行方ゆくえ不ふ明めいの皇子は捜してるだろうけど、ひょっとしたら皇子誘ゆう拐かいなんて知れたら権けん威いに関かかわるってんで、極ごく秘ひに調ちよう査さされてるかもしれないし」


　ダークロアは、へらへらと笑っていた。ディディウスにはその笑え顔がおから何も読みとれず、力をなくして、またぺたりと腿ももを地面につけて座り込んだ。


「知らない……か、そうだよな、エイルセイルも歩いたら二ヵ月かかるって言っていたし」


　ダークロアは、ちらりと渋い表情を見せた。だが俯うつむいたディディウスにはそれは見えていなかった。


「それからな、皇子。おまえの命に関わることを……教えなくちゃいけない」


　ダークロアは、ディディウスの前に身を乗り出して片膝をついた。


　そして左手でディディウスの右手首を摑み、宣せん告こくした。





「この痣あざ。おまえを、喰くうぞ」





　冷たい風がすっかり寒々しい姿となった木々の間を吹ふき抜ぬけた。梢こずえから小枝が落ちて、ディディウスの指にぶつかった。


　ダークロアの言葉を理解できなくて、ディディウスはその顔を見返した。


「……どういうことだ？」


　わけがわからない。今日は、本当にそればかりだ。


「「「早く逃にげようよ」」」


　だみ声はすぐ右の方から聞こえた。見ると、城で見た〈小さき人〉たちが三人、倒たおれて苔こけむしたミズナラの幹の下と上からちょこんと顔を出していた。


　彼らは一いつ斉せいに口を開いた。


「「「早く逃げないと、主あるじが気づいて追ってきちまうよ」」」


　その言葉を聞いて、ダークロアは一つ頷うなずき、立ち上がった。


　ディディウスはダークロアの手を借かりて立ち上がって、〈小さき人〉三さん人にん衆しゆうに問いかけた。


「おまえら何者なんだ？　確かさっきの部屋で俺の世話するとかなんとか……」


〈小さき人〉たちは、声を揃そろえて答えた。


「「「へへっ、逃げてきちゃった。あんたの世話は主に言いつけられたけど、それもなし。主の言うことなんか、もうきかないもんね。命令なんて、もうまっぴらさ！」」」


「ああ、そいつらは妖よう精せいだよ」


　妖精。ディディウスの十四年間にはない言葉だった。


「魔ま性しようの者……とは違うのか？」


「あー、ちょっと違う。魔性の者は悪さをするって言われているんだろう？　妖精は悪いやつらとは限らないよ。性格悪いのもいるけど。まあ、平和に暮くらしたがってるやつらが大部分さ。特に面めん倒どうごとの好きなやつらのことは、俺ら魔法使いは魔物って呼ぶんだけど……」


　ダークロアはディディウスを見ていたが、帝てい国こくの皇子は釈しや然くぜんとしているふうではなかった。何しろ話しているのは魔法使い、ミュドラネの皇子に信用しろという方がむりだ。


　不ふ信しん感かんを剝むき出しにしたディディウスヘの説明を諦あきらめて、ダークロアは話を切り上げることにした。


「ま、話はあとだな。さっさと行くぞ」


「あ。待てよっ、そもそも、おまえは何者なんだ？　目的は!?」


「さっき言ったでしょ、世界一の魔法使い様だって。目的はひとまずおまえをある人のところに連れていくことだけど……ま、害がいは加くわえないよ。それどころか、おまえが痣あざに殺されないようにしたいと思っている。これは本当。さ、一人で立てるなら、一人で歩けるだろう」


　ダークロアは苔こけの生はえた木の根を越こえて、南に向かって再び歩きだした。ディディウスは時折転ころがりながらもそのあとを追う。


「待ってくれ、速い……」


〈小さき人〉たちも岩や木の根を飛び跳はねながらついていく。こちらはディディウスとは対照的にあまりに速く動きすぎてダークロアを追い越してしまい、行ったり来たりを繰くり返している。


「つ」


　焦あせったディディウスは道を塞ふさぐように突つき出していた木の根に躓つまずいて転び、木き肌はだで腕を擦こすった。


　身体からだを支えようと根に置いた自分の手を見て、息をのむ。


　手首を取り巻く白い痣が、動いたのだ。


　痣が、皮ひ膚ふの上をうごめき、伸しん縮しゆくしていた。まるで本物の蔦つた――いや、蛇へびのように。


「あ――――!?」


　痣の動きとともに、激げき痛つうが走った。皮膚の下を、何かが筋肉と脂し肪ぼうと神経を搔かき分けて這はっている、そんな感かん触しよくがあった。ディディウスは右の手首を左手で摑んで、蹲うずくまった。頭がぎりぎりと締しめつけられるように痛んで、耳が聞こえなくなった。目の前が真っ暗になって、においも何もわからなくなった。ただ、手首から肘ひじにかけて、吐はき気けを催もよおす痛みだけがあった。


　……たっぷり百数えるほどの時間が過すぎて、梢こずえを吹き抜ける風の音が聞こえて、聴ちよう覚かくが戻った。痛みが落ち着き、目に光が戻った。


　ディディウスは、自分が落ち葉の上に俯うつぶせに倒れていることに気づいた。口の中に入っていた葉を吐き出して、起き上がった。まだ腰こしが抜けていて立てない。恐おそる恐おそる摑つかんでいた左手を難し、右手首を見た。


　蔦つた模も様ようの痣が手首を覆おおっているのは変わらない。さらに、手首からはみ出した痣の一部は、古い壁かべに蔦が這うように増ぞう殖しよくし、すでに右の手の甲全体を覆っていた。


「……何」


　ディディウスは腕の内側を見た。そこにも、柔やわらかい肌の上に白い模様が描えがかれている。


「……なんだよ、これ」


　模様は肘ひじに達たつせんとしていた。


「言ったろう？」


　ダークロアの声が聞こえて、ディディウスは顔を上げた。


「痣がおまえを喰くうって」


　ダークロアは傍かたわらの木の幹に右肩を預あずけて立っていた。


「……どういうことだ」


　ディディウスの顔は、完全に血ちの気けを失っていた。左手で右手首を摑んで、その震ふるえを押さえようとしていたが、結局できずにいた。


　ダークロアは幾いくつかの選せん択たく肢しを思い浮かべた。その中には優やさしい言葉をかけて慰なぐさめる、というものもないではなかったが、最終的に選んだのは正反対のものだった。


「よいしょ」


　ダークロアはディディウスの首根っこを引っ摑まえて、強ごう引いんに立ち上がらせた。


「え、おい、この痣……」


　ディディウスは右手首を気にしたが、ダークロアはへらへらと笑って言った。


「あのねー、さっき妖精たちも言ってたでしょ、あの城の主が追ってきちゃうの。だからさっさと逃げるの。今は急がなくちゃいけないんだって、この状じよう況きよう見てわかんない？　おまえばか？　ばか皇おう子じ？　命が危ないの。誰だれの命かっていうとおまえの命」


「な……」


　ぼうず呼ばわりの次はばか呼ばわりだ。わけのわからない状況に叩たたき込まれて、挙あげ句くの果てに命の危き機きときた。振り回されっ放しの一日だ。


「ふざけんなっ！　説明してもらうまで一歩もここを動かねえからなっっっ!!」


　ダークロアの手を振り払って、ディディウスは叫さけんだ。


　ダークロアは、小こばかにしたように鼻で笑った。


「……おまえほんとに皇子か？　口悪いし柄がら悪いし聞き分け悪いし」


「こ…………………っ、このぉおお！」


　殴なぐりかかろうとしたら、その頭を上から押さえつけられた。


　前に進めない。


「おまけに手まで早いときたか。しかもちびだし」


「ああああああああああ！　腹立つ！　おまえって何様のつもり!?　魔ま法ほう使つかいのくせにっ！」


「そういう言い方はよろしくないよ。おまえが俺様を殴なぐろうとしたって、身長差あるんだからむりに決まってるだろー、もーおばかだねー」


　ダークロアはディディウスがおとなしくなったのを見み計はからって手を離した。ディディウスは悔くやしさに涙なみだすら滲にじませ、顔を真っ赤にしてダークロアを睨にらみつけ、ダークロアはからかいすぎたかな、と頭を搔かいた。


「えーと、じゃあ歩きながら話してやるよ。いいな？」


「……………」


　ディディウスはみごとなふくれっ面つらでダークロアを睨み続けていたが、しばらくして、わずかにそれとわかる程てい度どに頷いた。


　それでも身体の震えは治おさまったようで、ダークロアは、ふう、とこっそり息を吐はいた。











　川かわ面もには落ち葉が浮かび、ゆらりゆらりと流れていった。その下では、大量の落ち葉が、石と石の間に引っかかって溜たまっていた。それらもやがて氷と雪によって隠かくされ、春の雪ゆき解どけのころにはいつの間にか消えているのだと〈小さき人〉の一人は言った。川の底も表面も、柳やなぎの落ち葉で黄色く染め上げられていた。


「ま、昔むかし話ばなしだと思って聞いてくれよ」


　ダークロアはそう前まえ置おきして、語り始めた。


　浅い川を飛び石を渡わたって越えたところだった。幸いあまり濡ぬれなかったが、飛沫しぶきはやはり身を切るように冷たかった。ディディウスは帝てい都とに降る冬の雨より冷たいのではないかと思った。


「かつて、空と大地がまだこれほど遠く離れていなかった昔。


　この地上世界に、〈滅ほろびの女め神がみ〉という者がいた。彼女は〈蔦つた〉に姿を変へんじて、植物のように人間や動物や大地に根を張り、その魂たましいを食うことができた。普ふ通つうは肉体が死んでも魂は存在し続けて、別の命に転てん生せいしたり、罪つみを清きよめるために炎ほのおに焼かれたりするんだが、魂を食われると転生ができないどころか、他人の記き憶おくからも忘れ去られてしまう。彼女はその力で地上を荒あらし回った。永遠に失われた魂が幾いくつもあった。だから女神は〈滅び〉と呼ばれた。


　で、地上の神々はこの女神になんとか対たい抗こうしようと、みなで話し合った。結けつ論ろんは出なかった。なぜなら〈滅びの女神〉は滅ぼそうとしても決して滅びることがなかったからだ」


「ふーん」


　ディディウスの愛あい想そのない相あい槌づちに、ダークロアは苦く笑しようした。ディディウスは、狭せまい川岸に並んで生はえていた柳の木の一本に片手でしがみついて、布で濡れたところを拭ふいていた。


　川が大地をえぐり小さな谷を造っており、ディディウスたちはその谷底にいた。


「皇子、ちゃんと聞いておけよ？……神々は仕方なしに、女神を封ふう印いんすることにした。封印によって、女神は一ひと粒つぶの〈種たね〉に姿を変えて、堅かたい殼からの中で深い眠りについた。


　神々は、その〈滅びの女神〉の変じた〈種〉を監かん視しすることにした。


〈種〉にはなんの動きもなく時だけが経たっていった。封印は破やぶれないように思われた。でも、神々は自分たちに時間がないことに気づいた。


　地上には神々の食物であり力の源みなもとである果か実じつのなる木が根づかなかったから、地上の神々はやがて力を失い、死んでいく定さだめだったんだ。でも、〈種〉を残したまま死ねない。だから、一部の地上の神々は力を保たもったまま時を待てるように、自分の肉体を自分で封印して、〈滅びの女神〉と同じように眠りにつくことにした。いつか〈種〉が動きだしたら、大地が教えてくれるようにして」


「へー……」


　ディディウスは、興きよう味み薄うすげに頷うなずいた。今話されていることの何がどんなふうに自分に関係するのか、さっぱりわからないのだ。


　西の空は紫むらさき色いろに沈しずんでいて、東を見れば月が白い面おもてを覗のぞかせていた。星ほし屑くずは空に散り、見上げたディディウスは帝都を思い出した。大きな祭りのあった日の帝都は、幾つもの松たい明まつや篝かがり火びで照らされ、ちょうどこの頭上の星空のように光り輝かがやいていた。


　ダークロアは水辺からできるだけ離れたところで火を熾おこし、持ってきた松明に移うつした。しばらくすると、橙だいだい色いろの炎が松ヤニのにおいを振りまいて輝きだした。


　ダークロアの悪戯いたずらっぽい笑えみが、炎の中に映し出される。灯あかりがついて初めて、ディディウスは周囲がずいぶん暗くなっていることに気づいた。


　さわさわと柳やなぎを揺ゆする風も心地ここちよい、空気の澄すんだ夕暮れだった。


「時は流れて、今から一年半くらい前。〈滅びの女神〉の変じた〈種〉は、大地に残された妖よう精せいたちが見張っていたはずだったんだけど、その妖精たちの目をくらまして、〈種〉が盗ぬすみだされてしまった。で、それを頑がん張ばって捜さがしていたら、おまえが見つかったってわけ」


「……は？」


「だから、おまえの身体からだ、〈種〉が植え付けられちまったの。わかった？」


　同どう意いを求められても、ディディウスは半はん眼めでダークロアを睨みつけるばかりだ。


　ダークロアはディディウスのそばに寄り、松明でその右腕を照らした。


「おまえの中には、〈種〉の芽め吹ぶいた〈蔦つた〉がある。その痣あざがおまえの中に〈蔦〉がある証しよう拠こ」


「その……〈蔦〉って言われても……」


「放ほうっておいたらおまえの魂を吸ってどんどん成長して、そのうち大地に根を張る。そうなると、大地に生きる者たちの魂を全部吸い上げてしまうんだ」


「……へー」


「あっ、信じてないだろ。えっとねえ、こっち来て、ちょっと」


　ダークロアは、一本の枯かれて倒たおれた柳を、松明で示しめした。


　その柳の下に、何か赤茶色っぽいものがあった。ダークロアは柳を持ち上げ、その「何か」を松明の光の下にさらした。


　そこに、一体のひからびたイタチの死体が転がっていた。もうあまりに日数が経たちすぎていて、死し因いんがなんなのかもわからない。


　その獣けものの体に、真っ白い蔦のようなものが絡からみついていた。見ようによっては、獣の体内から這はい出てきたようにも見える。


「この白い蔦みたいなやつ、獣の口から種の状態で中に入ってね、内臓に根を張るの。で、放っておくとそのうち養よう分ぶんを全部吸収しちゃって、獣を殺してしまう。ま、寄き生せい虫ちゆうみたいなものなんだけど、宿やど主ぬし殺しちゃうんだから寄生虫より凶きよう悪あくだね。その蔦はそのまま外に出て……」


　ダークロアの指先が、獣の腹から大地に伸びる蔦を指さす。


「大地の養分を吸う、と」


　その獣の死体の周しゆう囲い五歩分ほどが、みごとに枯れていた。岩にこびりついた苔こけすらも。柳も、その半はん径けいの中に入っている。


「俺たちはモドキって呼んでる。なんのモドキかは言わなくてもわかるよね？」


　ディディウスはその死体と枯れた草木に目を向けたまま返事はなかったが、喉のどが唾つばを飲んで動いたのはダークロアにもわかった。


　ダークロアは杖つえの先を地面に立てて、一言呟つぶやいた。杖と地面が接するところから、ぼ、と炎が上がり、獣の死体に向かって一本の線を描えがいて延のびた。炎の先せん端たんが触ふれると、死体は火ひの粉こを散らすことすらなく、一呼吸で燃え上がり、灰になった。その間だけ、川面が炎を映うつして煌きらめいた。炎は消え、再びダークロアの持つ松明だけが周囲を照らす灯りとなる。


「モドキはかつて〈滅びの女神〉が地上で暴あばれていたころに残した子し孫そんだと言われている。こいつも放ほうっておくと面めん倒どうだけど、まあ毒どく性せいはずっと弱いしね。おまえの場合、これの強力なやつが根っこはってんの。食べるのは養分じゃなくて魂だけど」


　ディディウスは、ゆっくりと自分の手首に視線を落とした。


　ダークロアは、指でディディウスの鼻の頭を弾はじいた。ディディウスは手で鼻を庇かばい、痣から視線を引きあげて、ダークロアを睨みつけた。


「な、何すんだよ」


「今はこれくらいにして、さっさと先に行こう」


　ダークロアは、言い終わる前に背中を向けて歩きだしていた。


「おい、待てよ。そりゃあ俺の身体に変な痣は出たけど、でもそれだけで俺が〈種〉だの〈蔦〉だのなんてもの……」


　そこまで言ってから、ディディウスはふと思い出した。


　目覚めたときにそばにいた自い男。


　彼は〈蔦〉の話をしていた。


「…………」


　黙だまり込んでしまったディディウスに気づいて、ダークロアが足を止めた。動きだす気配がないのを見て、ディディウスの前に戻もどる。


「心当たりあるのか？」


「……どうして、俺に」


「知るかよ」


「おまえ、そんな言い方……っ」


　ダークロアはディディウスの鼻先に指を突つきつけた。


「今は黙だまってついてこい」


　ぎりっ、とディディウスは奥歯を嚙かんだ。頭ごなしに命令されるのは嫌きらいだった。この魔ま法ほう使つかいとはそりが合わない。そう思った。


「あ、あとな、足出せ」


「え？」


　ダークロアはベルトに挟はさんでいたナイフを取り出し、それで自分の革かわのマントの裾すそを切り裂さいた。それをさらに二つに裂いて、屈かがみ込んでディディウスの足を取る。


「え、あわ、何？」


「足真っ赤」


　ディディウスはサンダルしか履はいていなかったから、さらされた素す肌はだは下した生ばえで幾いくつも裂れつ傷しようを負い、晩ばん秋しゆうの冷たい大気で真っ赤になっていた。


　ダークロアはその足に、サンダルの上からきつめに革を巻いていく。最後に紐ひもで縛しばって固こ定ていした。


「……あの」


「ほれ、左は自分でやっておけ」


　さっき裂かれた革の残りを渡わたされて、ディディウスは手元とダークロアとを見み比くらべた。


「あ、ありがと……」


　口の中でもごもごと呟くと、ダークロアは白い歯を見せて悪戯いたずらっぽく笑ってみせた。


「おまえはいいけど、メイヴェーラが痛かったらかわいそうだしねー」


　ダークロアはちょっと撫ぶ然ぜんとした顔のディディウスを軽く小こ突づくと、できるだけ登のぼりやすいなだらかなところを選んで、谷を登り始めた。


　ディディウスは、置いていかれないように、急いで足に革を巻いて、紐で縛った。紐が余あまったので、ついでに長くて鬱うつ陶とうしい髪かみを首の後ろできっちりまとめた。目で見ないで紐を結ぶのは慣れないディディウスには大変だったが、歩きながらなんとかこなした。


　足あし下もとにはヒースが群ぐん生せいしていたが、足に巻いた革のおかげで気にならない。


「…………」


　ディディウスは足下を見て、歩いてきた方向を見て、それからダークロアを追った。


　ダークロアを信用したのではない。夕ゆう闇やみが迫せまっていることが明らかだったのに、自分には灯りがなかったからだ。











　夕暮れは過ぎ去り、すぐに青い宵よい闇やみが訪おとずれた。


　ディディウスの目の前には、ダークロアの真っ黒いマントがあった。長いマントはしばしば枝に引っかかりそうになって、それでも本当に引っかかって身動きがとれなくなることはない。引っかかると思ったら、枝と枝の間をするりするりと抜ぬけていくのだ。


　歩きながら、ディディウスは先程のダークロアの言葉をじっくりと考えていた。


　正直、ダークロアの言ったことすべてを信じる気にはとてもなれなかった。話の内容というよりは、ダークロアという話し手を信用できなかった。彼は魔法使いだったから。相あい性しようも悪かった。


（俺はこいつが何者なのか、まだ本当に何も知らない。名前しか、教えてもらっていない）


　その名前だって本名かどうか怪あやしいものだ。


　ダークロアの話したことは、すべて出で任まかせなのかもしれない。自分を彼の望のぞむ地に連れ去るための言葉なのかもしれない。そのあとで、自分を政治的に利用するつもりかもしれない。誰だれか、父ちち帝ていの政せい敵てきに引き渡すつもりかもしれない――疑うたがいだせばきりがないのだ。


　けれど、黒い革の感かん触しよくが、足にあって肌はだを守ってくれている。


　それはささいなことだ。ディディウスは頭かぶりを振った。誰かに頼たよりたいという感かん傷しようを追い出し、苛いら立だちを押さえようとした。


（考えよう。どうするのが一番いいか。俺の身体は俺だけのものじゃない……帝国と皇帝にとって、どうするのが一番いいか）


　ここ数年は授業を抜け出して森で昼ひる寝ねをするのが習しゆう慣かんだったけれど、ディディウスはディディウスなりに帝国のことを、そして父のことを愛あいしていた。自分がのうのうと食べ物にも着る物にも不自由なく生きていられるのはどうしてだか、きちんと知っていた。


　ディディウスは目の前を行く黒いマントを見て、左右の〈小さき人〉たちを見た。


　知らない森。


　知らない道……。


　しかも、夜。木この下した闇やみはディディウスの思った以上に深く濃こく、物もの音おとがするたびに身みを竦すくませてそちらを見てしまう。ダークロアが持っている松明たいまつもこの広こう大だいな夜の闇の中では頼りない。この中を灯りも持たずに歩くなど自じ殺さつ行こう為いだ。


（一人で逃にげたら確実に迷うな。誰かいないのか？　狩人かりうどとか……ああ、でもさっきから全然人間の気け配はいとかないぞ。でもこれ、一応人の通る道っぽいし……村とかないのかな？）


　注意深く周囲に視線を走らせるディディウスを、左右の〈小さき人〉たちは不思議そうに見ている。


「なんか怖こわい顔しているね」


「ね。どうかしたのかい？」


　ディディウスは立ち止まった。通り過ぎた木のうろに、何か不思議なものが見えたのだ。


　一歩戻って見てみると、うろの中に小さな祭さい壇だんがあって、林りん檎ごが供そなえられていた。林檎の傍かたわらには古びて退たい色しよくした旗はたがさしてあり、葉を落とした木々の間から射さし込む月光が、赤い林檎を白っぽく見せている。林檎は何かに食われた跡あとがあったが、まだそれほど腐くさってはいない。


　やっぱり、この辺りに人がいるのだ。ディディウスは確信した。


　ダークロアが、立ち止まったディディウスに気づいて振り返った。


「何して……ああ、それか。この近くの村で、神を祀まつっている祠ほこらだよ」


「村……」


「そう。こういう供え物は、大たい抵てい鳥かリスが食ってくけどね。この森は昔〈四季の神々〉が支し配はいしていたんだ。死んだか眠りについたかして彼らが消えてしまった今でも、村人はこうやって捧ささげものを忘れていないってわけさ」


「ふん……」


　できるだけ平へい常じよう心しんを保たもって、ディディウスは相あい槌づちを打った。村人の迷めい信しん（とディディウスが思っているもの）になど、興味はなかった。ただ、胸の中で喜びの声を上げていた。


（人がいるんじゃねえか！）


　その心の声には気づかずに、ダークロアは言った。


「結けつ構こう色々伝説あるよ。一つ話してやろうか？」


「ん？　あ、ああ」


　ディディウスはいつどうやって抜け出そうかとばかり考えていて、上うわの空そらで返事をした。


「……昔、この地に一人の美しい娘むすめがいた。その娘は病やまいに冒おかされていて、次の寒い冬が来たら命はないだろうと言われた。娘を愛していた男は、眠っていた四季の神々を起こし、冬が来ないようにしてもらおうとした」


　言いながら、ダークロアは背中を向けて、また歩きだした。松明は足下だけを照らす。満月に近い月が銀色の光を落とし、枝にとまった梟ふくろうの目を輝かがやかせた。


「まずは夏の神。男は頼たのんだ。どうかあなたの熱い息い吹ぶきでこの娘のために暖あたたかい夏をくださいと。夏の神は答えた。私にはそれはできない。だって今は秋だもの、秋の神に頼むんだよ。


　次は秋の神。男は頼んだ。どうかあなたの広い心でもって、この娘のために穏おだやかな秋がいつまでも続くようにしてくださいと。秋の神は答えた。私にはそれはできない。だってもうすぐ冬が来るもの、冬の神に頼むんだよ」


〈小さき人〉たちは、鼻をふんふんと鳴らしながら、ディディウスの横を身み軽がるに歩いていく。


「……それってたらい回しにされてるだけなんじゃねえの？」


　ディディウスの呟つぶやきに、ダークロアは頷うなずく。


「ま、ね。でも男は諦あきらめなかった。今度は冬の神。娘の体調はどんどん悪くなっていた。男は一いつ生しよう懸けん命めい頼んだ。どうかあなたの凍いてつく視線を、この娘の上には注そそがないでください。どうかこの娘のために、あなたの季節が来るのをとどめてください。冬の神は答えた。私にはそれはできない。秋の次に冬が来なかったら季節のない時期ができてしまう。春の神ならば、私の凍てつく寒さから、その娘を守ってあげられるかもしれない。春の神に頼むんだよ」


　ディディウスの頭上で、枝が騒さわいだ。梟が動いたのかとも思ったが、風のせいだったのかもしれない。風が梢こずえを吹き抜け近づいてくる音も聞こえる。


「ところが、男が春の神を捜している間に、冬が来て、娘は死んでしまった。男は嘆なげき悲しんだ。本当は、男はそうなってしまう前に、娘をもっと暖かい南の地方に連つれていきたかったんだ。でも、娘はその土地を離はなれたがらなかった。娘は土地の妖よう精せいたちに愛されていたからだ。土地に根ざした彼らが娘と離れるのをいやがり、娘も彼らと離れるのをいやがった。男は怒いかり狂くるい、娘を留とどまらせた妖精たちの多くを殺した。


　男が娘を看み取とったのが、さっきおまえのいた〈涙の城〉だと言われている」


　自分のいた城、と言われて、ディディウスは少しだけ興味が湧わいた。だが、〈涙の城〉について深く尋たずねる前に、話どころではなくなった。


　ディディウスの耳に歌声が入ってきたのだ。


　女性の声だ。高く低く、歌はディディウスの知らない言葉で風に乗って運ばれてくる。


　ディディウスは耳を澄すました。


　声は――右手。南西の方から聞こえてくる。


　ディディウスはそのとき、その声の持ち主がダークロア以上に危き険けんな人物ではないのか、などということは考えなかった。ただ、きびすを返して駆かけた。


（他の人間！）


　これを逃のがしたら、次はもう最後まで誰にも会えないかもしれない。そう思った。


「あ。こぞーどうした!?」


「どーし……うああああああああ!?」


〈小さき人〉たちの問といかけは、ディディウスに襟えり首くびを摑つかまれた辺りから悲ひ鳴めいに変わった。


「どうした!?　何か……」


　振り向くダークロアの顔がん面めんに、ディディウスの放った〈小さき人〉たちが張りついた。


「むごー!?」


「「「きゃあきゃきゃきゃきゃ！」」」


　いきなり放ほうり投げられた恐きよう怖ふの余あまり、〈小さき人〉たちはダークロアの顔に張りついたまま離れようとしない。ダークロアがその〈小さき人〉たちを引き剝はがそうと苦く戦せんしている間に、ディディウスは道から外はずれて逃げた。


　後方で怒ど鳴なり声が聞こえる。足あし下もとは見えない。何度も転んだ。顔に湿しめった落ち葉が張りつき、チュニカの隙すき間まから這はい入いってくる虫があった。頰ほおと肘ひじをすりむく。それらすべてを無む視しして、ディディウスは駆けた。


　歌声はまだ聞こえる。少し近くなった。


（もう少し……あっ）


　足に何か衝しよう撃げきを受けたと思ったら、その直後に身体からだが空中に投げだされた。


　木の根にけつまずいたのだ。


「!!」


　着ちやく地ちの衝しよう撃げきを少しでも軽くしようと、ディディウスは空中で身体を丸めた。だが――


（地面がないっ!?）


　ディディウスが躓つまずいた木の根から先に地面はなく、急な崖がけになっていた。


「あ………あああああああ!!」


　だん。と岩いわ肌はだに一度背中を打った。そこで、ディディウスは気を失った。











　――ディディ、生きてる？


　心配そうな女の子の声だった。


　ああ、そういえばさっきもこの声で起こされたっけ。


　ディディウスはうっすらと目を開けた。それまで森の木々に遮さえぎられていた星空が、なんの障しよう害がいもなく広がっていた。


　――ディディ、生きてるのね。ああそっか、生きてるから痛いのか。


　言われて気がついたが、確かに身体があちこち痛かった。


　ディディウスはその場に痛む半はん身しんを起こした。


　月の光を頼たよりに見回すと、周囲は広い谷底だった。辺りに転がる岩は巨きよ人じんのように大きく、その間を流れる細いせせらぎは、月光を反はん射しやして銀色の糸のように見えた。ディディウスの目には、月下のそれが、本物の巨人と、その流した涙のように見えた。


「……なんで、俺が痛いって……わかるの」


　――だってメイとディディは感覚繫つながっているもの。ディディが痛いと思ったら、メイも痛いの。ね、生きてるのね。すごいね。よかったね。


「……すごいって、何がすご……げ」


　頭上を見上げたディディウスは、固かたまった。


　崖の先せん端たんが、月の光を浴あびて白く輝いている。


　谷底からその天てつ辺ぺんまでは、かなりの距きよ離りがあった。帝てい都とにある神しん殿でんの天てん井じようよりまだ高い。


　さらに、尻しりの下にあるのは冷たい岩の感かん触しよくだ。あの高さからこの岩の上に落ちて、大たいしたけがもなく生きているなど、奇き跡せきだ。崖のどこかで一度木か何かに引っかかったのだろうかとも思ったが、崖は切り立った岩肌を露ろ出しゆつしていて、それらしい出っぱりは見えない。


「……よく生きてたな、俺」


　――ね、よかったね！


　少女のような明るい声が、鼓こ膜まくを震ふるわすことなく、頭に直接聞こえてくる――ディディウスはその異常さに気づいて、ぎょっとした。だがこのような状じよう況きようは、前にもあったような気もする。そう、ついさっき――。


「……おまえ誰だれ」


　――メイはメイだよ。肉体がなくなっちゃったからディディの身体に居い候そうろうしてるのー、よろしくね。


「あ、よ、よろしく……」


　言ってから、あらためて言葉の意味を考える。


（居候？）


「ってことはもしかして、眠っている俺のことを守ってたとかって……おまえのこと？」


　ディディウスが一年半もの間意い識しきがなかったのに生きていられたのは、誰かがディディウスを生かそうとしたからだ、とダークロアは言っていた。その誰かが、ディディウスの中にいるメイヴェーラという名の少女――


　メイヴェーラは答えた。


　――そうよ。えっへん、偉えらい？


　ディディウスは、ちょっと面めん食くらった。ダークロアから自分のことを守ってくれた少女がいると聞いて、きっと幻げん想そう的てきな雰ふん囲い気きと神しん秘ぴ的な力を持った女の子なんだと勝手に思っていたのだが、どうも方向性が違ちがったらしい。


「……えーと、偉い偉い」


　適てき当とうに拍はく手しゆもしてやると、メイヴェーラは本気で嬉うれしそうな声を上げた。


　――えへへぇ。


「…………」


　いや何もそんな自じ慢まんげに照てれなくても、と思ったのとほぼ同時に、誇ほこらしげな、くすぐったいような感覚がディディウスの胸に湧わいた。


（……ん？　ああそうか、これ俺のじゃないんだ）


　ディディウスは、先程メイヴェーラが言っていた「感覚が繫つながっている」という言葉を思い出した。メイヴェーラの感情が、ディディウスにまで伝わっているのだ。


（ヘー……そういえば意い思しの疎そ通つうもきちんとできてるし。変なの……って、それどころじゃなかったんだ）


　こんな谷底でほのぼのと和なごむよりも先に、ディディウスにはメイヴェーラに質しつ問もんすべきことが山のようにあった。


　一年半もの間、自分はどこでどういう状態にあったのか、それはなぜなのか、メイヴェーラはそれにどう関かかわってくるのか――


　たくさんありすぎて、何から訊きけばいいのかよくわからなくなった。だから、思いついたことから訊くことにした。


「……さっき、肉体がなくなったとか……言ってた、よな？」


　――うん、そうだよ。ディディを守ったときに滅ほろんじゃったー。


「…………………え!?」


　ディディウスは、固まった。


　――どうかしたの、ディディ？


「おまえ……俺のせいで死んだの？」


　――えーと……ディディのせいってわけじゃないよ。それに死んだって言っても、メイの場合は魂たましいの器うつわになる肉体があれば、なんとか地上に留とどまることができるし。


「……つまり、そのために俺の肉体が必要……ってことか？」


　――そう。魂だけの状態だと、どうしても海の向こうに引きずられてしまうの。本当は死んだら、魂は海の果てにある海かい界かいに行かなくちゃいけないから……でも、メイはまだ地上に残ってしなくちゃいけないことがあるの。


「しなくちゃいけないこと？」


　――うん。大切な人とした約束があるのよ。


　その声だけは、なぜだかとても大人おとなびて聞こえた。


　柔やわらかい、慈いつくしむような響きがあって、ディディウスにも、メイヴェーラが本当にその約束を大切にしているのだとわかった。聞いているこちらが恥はずかしくなってしまうくらい、きっとその約束の相手のことが好きなのだ。


　ディディウスは、自分を守ってくれたというこの少女のために、何かしたくなった。そのまっすぐで一いつ生しよう懸けん命めいな思いが、なんだか眩まぶしかった。そんなふうに照れもせずに言えるものを、ディディウスは今は持っていなかったから。昔は持っていたけれど、もう土をかぶせて埋うめてしまっていた。心のずっと奥おく底そこに。


　――そういうわけで、これからもディディの中にいたいの。いい？


　メイヴェーラの言葉に、ディディウスはあまり深く考えず頷うなずいていた。


「えっと……いいよ」


　――ほんと？　ありがとう！


　喜びが、はじけた。


　メイヴェーラの感情がもろに伝つたわってきて、ディディウスの胸までわくわくと沸わき立った。


　自分が何か感じたり思ったりしても、メイヴェーラに伝わってしまう。それはなんだか絶対いやな気もするが、どうでもいいことのような気もする。


　気になってどうしてもいやになったら、そのときのことはそのとき考えよう。ディディウスはそう思った。


　――ディディ、これからもよろしくね～！


「あ、ああ……いや、でも約束とやらを果たすまでだぞ？　いったいどんな約束なんだ？　あ、それに、どうしてさっきから俺のことディディって呼ぶんだ？」


　ディディウスのことをディディと呼ぶ人間も、いることはいる。しかしどう考えても、このメイヴェーラとは接せつ点てんがないように思えるのだ。


　メイヴェーラがその問いに答える前に、ディディウスの耳に、高い声が入ってきた。


「ぼうや、何さっきから独ひとり言ごと言っているの？」


　それは、ディディウスがダークロアのところから逃にげだすきっかけになった、あの歌声と同じ声だった。ディディウスは周囲を見回した。姿すがたは見えない――


　いや。いた。


「――ち、小さい」


　小こ柄がらなディディウスにそう言わせるほど、声の持ち主は小さかった。もう小柄などという大きさではない。


　掌てのひらに乗ってしまうほど小さい女性が一人、岩いわ肌はだの出でっ張ぱりに腰こしを下ろしていた。目線は、ほぼディディウスと同じだ。


「あら。ぼうやだって充じゆう分ぶん小さいわよ」


　闇やみ夜よに透すける桃もも色いろの髪かみと、同じ色の瞳ひとみを持った美女だった。肌はだもほんのり桃色がかり、頰ほおなどは本物の桃のようで、においすら漂ただよってきそうだった。目はやや垂たれがちで、柔やわらかい、優やさしそうな印いん象しようがあった。


　彼女は桃のような甘い笑えみを浮うかべて言った。


「ぼうやがあの高さから落ちて生きているのは、私の力よ。その私に向かって、礼れいを言う前に『小さい』とはずいぶんな態たい度どね。あのまま見み殺ごろしにしてやればよかったかしら」


　ディディウスは、ぽけっと美女の顔に見入っていた。今日は確かに不思議なことだらけだが、また不思議なことが一つ起こってしまった。


　美女の背中には、蜻蛉とんぼのような空の色を映うつす羽が生はえていた。


「はい、お礼は？」


「あ、え、ありがとう……ございます」


　わけがわからないまま、ディディウスは礼を言った。


「よくできました」


　美女は背中の羽を羽はばたかせて、ふわりと空中に浮いた。ディディウスの顔のすぐそばまで寄よってきて、その周囲を飛び回る。


「それで？　ぼうやはどうしてこんなところに？　足あし下もとも見えないくらい急いでいたようだけれど、何をそんなに焦あせっていたのかしら」


「あ。俺、あなたの声が聞こえて、それで誰だれか人がいるなら助けてもらえないかと」


　ディディウスは、飛び回る美女の姿をちらちらと目で追った。美女の着ている衣ころもはこの季節にしては薄うすっぺらく丈たけも短い。そんなに凝ぎよう視ししちゃだめだ、とは思うのだが、ついつい視線は奪うばわれてしまう。


「助けてもらう？」


「は、はい。あのですね、俺、帝てい都とに戻りたいんです。ミュドラネ帝国の帝都。どうやって行ったらいいか、わかりませんか？」


　帝都、と聞いて、美女はディディウスの鼻の前で空中に静せい止しした。


　美女の顔には表情はなかった。彼女はすぐには答えず、ディディウスをじっと見み据すえていた。


　ディディウスの頭の中にメイヴェーラの声が響ひびいた。


　――あれ？　そういえば、ダークロアどこ？


（えっ。置いてきたけど……）


　置いてきたと言うよりは、逃げてきたのだが。


　メイヴェーラは、ディディウスの胸きよう中ちゆうでの答えをしっかり聞き取って、叫さけんだ。


　――ええええ、置いてきたの!?　やだやだ、メイはダークロアと一いつ緒しよにいたいー！


（言葉にしなくても通つうじちゃうのかよっ、ああああ、もうとにかくだ、あんな怪あやしい魔法使いなんか信用できるかって――）


　――ダークロアどこ？　ダークロアはぁ？


　メイヴェーラの声はディディウスの頭の中に心細げに響き、胸にはじわりと痛みが広がった。


　ディディウスは自分のものではない感情に狼狽うろたえ、チュニカの胸むな元もとをきゅ、と摑つかんだ。


　胸が、苦しい。息ができなくなる。


　――だ、だーくろあ、どこぉ？


　声が。


　震ふるえる声が、切せつなく胸を締しめ付ける。


（ほんとに寂さびしいんだ）


　引きずられて、こっちまで泣きそうになってくる。


（お、おい、泣きやめって。な？）


　ディディウスはそう呼びかけるが、メイヴェーラはちっとも癒いやされない。


　――またメイはひとりぽっちになっちゃうの？　誰も名前を呼んでくれない時間が続くの？　いやだよう。出会ったと思ったら、こんなにすぐお別わかれなのぉ？　そんなのもういやぁ。


　訥とつ々とつと痛みを訴うつたえる声は、細く、小さく、放ほうっておこうと思えばそうもできるはずなのに、どうしても意識を捕とらえて離はなさない。


　ダークロアのところに戻りさえすれば、メイヴェーラは満足するかもしれない。けれど、ダークロアはディディウスを傷つけるかもしれない存在だ。肉体を共きよう有ゆうしている以上、その害はメイヴェーラにだって及およぶ。


　それに、ディディウスにだって大切なものがあるのだ。


　微かすかな痛みとともに、父の顔が胸に浮かぶ。


　頼たよりなさげな、老ろう皇こう帝てい。


　一年半の間、自分が行方ゆくえ知しれずであったことを、父はどう受け止めているのか。何者かに連れ去られ、もう殺されてしまったと思い諦あきらめたのか、それともまだ生きていると信じて八はつ方ぽう手を尽つくして探してくれているのか。


　早く帰って元気な顔を見せたい――ディディウスは心からそう思う。


（ああ、でも）


　ディディウスは、皇おう子じなのだ。


　ディディウスは目を閉とじてもう一度考えた。皇子だったら、どうしたらいい？　ミュドラネ帝国の皇子として、何をするのが一番いい？


（急いで父上のところに戻ること？……いいや）


　何かあると、ディディウスはもう気づいていた。それはたぶん自分の身体からだに浮かんだ痣あざに関かかわることだろう。


　ディディウスはマントをそっとめくり、右手首から、肘ひじまで続く白い痣を見た。


（神様とか、魔法使いとか、そういう不思議な存在が関わっている。おっさんの言葉を全部信じたわけじゃないけど、もしこのまま戻って、俺のせいで帝国が騒そう動どうに巻き込まれたら）


　その可能性はないとは言えない。なぜならすでに魔法使いとあの不思議な琴こと弾ひきとが、自分を巡めぐって争あらそったではないか、同じことが帝都で起こらないとは言えない。


（このままじゃ帰れない）


　ディディウスは目を閉じた。父のことを思った。情なさけない笑い方をする、情けない皇帝。若いころは北方の戦場を駆かけたこともあったらしいが、ディディウスは父の青年時代を遥はるかに過ぎてから生まれた。ディディウスが知っている父はあくまで老ろう年ねんを迎むかえた皇帝だった。


　早く帰って、安心させたい。だが、ディディウスが今すべきことは、自分に降りかかった問題を解決することなのだ。


　ディディウスは胸の中でそっと謝あやまった。


（ごめん。必ず戻るから、だからそれまで元気で待っていてくれ）


「帝都へ？」


　顔を上げると、美女がそう確かく認にんしてきた。ディディウスは首を振ふった。


「いえ……やっぱりいいです。まだ、帰れないので……」


　美女はしばしディディウスを見つめ、それから頷うなずいた。


「いいわ。私の名はフィ。羽はね妖よう精せいという種しゆ族ぞくの最後の生き残りで、ぼうやを導みちびく定さだめめにあるの」


「……え」


「ところで、私のばか弟で子しはどこかしら？」


　フィ、と名乗った美女はついと飛び上がると、螺ら旋せんを描えがきながら上じよう昇しようした。


「ちょっとダークロア、どこにいるの」


　張り上げた声は谷底によく響き、崖がけの上まで届いた。それに答えて、やがて崖の上から人間の頭が覗のぞいた。松たい明まつが、男の精せい悍かんな顔を照らし出す。


　ダークロアは上昇してきた美女に気づくと、うわ、と顔をしかめた。


「空そら耳みみかと思ったらやっぱり師し匠しようでしたか。なんでこんなところに？」


「散歩に出てたらぼうやが崖から落ちるところに行きあったの。あんたが目を離したせいでぼうやが死ぬところだったわよ。あんたも加か齢れいと一緒に進歩の止まった男ね。どんくさいわ」


　フィは、柔にゆう和わな笑みを浮かべつつそう言った。ダークロアも笑顔で返した。


「いやあ、師匠もますます縮ちぢまれて。そのうち蠅はえと間ま違ちがえて潰つぶしちまいそうですよ」


　あははははは――と師し弟ていは優しく微笑ほほえみ合った。声さえ聞こえなければ、お互たがいの健康を祝しゆくしているかのように見えた。


　ディディウスは頭上から漏もれ聞こえる声に、なんとなく師弟関係を読み取った。


　結局――。


　ダークロアは魔法で谷底まで降りてきて、ディディウスの傷の手て当あてをしてくれた。


　松明は、薪たきぎのつけ木となった。炎ほのおは赤く黄色く燃え上がり、熱ねつ気きがディディウスの頰ほおを打った。煙けむりは白く長く夜空に伸のびていったが、途と中ちゆうから急に消えていた。夜の闇やみに紛まぎれたのではなくて、魔法で隠かくしているのだとフィは言った。追っ手がかかっているだろうからと。


　水が岩に当たって渦うずを巻く、軽かろやかな音が聞こえていた。今は水量が少ないが、周囲の岩に残る水の跡あとなどから、春には今の三倍ほどの水が流れるのだろうと推すい測そくできた。


「ま、打ち身だけだし。どこも折れてないし。自じ業ごう自じ得とくだから放っておきたいけど、でもメイヴェーラいるし。あー、男の手当なんぞつまらんなあ。あ、どうせならメイヴェーラ出てこないか？　おまえじゃなくて」


　ダークロアはディディウスの打ち身に薬やく草そうを塗ぬり込みながら、延えん々えんと文もん句くを垂たれていた。岩と岩の間にこびりついていた枯かれた苔こけをつついて、聞こえないふりを決め込んでいたディディウスが、ふと顔を上げた。


「……出てくる？」


「ああそう――って聞いてないか？　おまえが気き失っている間に、メイヴェーラが肉体動かしたりしてたぞ。おまえが目覚めてすぐ怠だるそうにしてたのも、そのとき風を起こして疲つかれたからじゃないかと思うけど」


　ディディウスは、打ち身の痛みだけではなく顔を歪ゆがませた。


（あー、なるほどね。そういうことか……）


　メイヴェーラとダークロアがどこで親したしくなったのか不思議だったが、ようやく理り解かいできた。


（おい、メイ）


　――う。ディディ怒おこる？　怒る？


（あー、怒らない。怒らないけどさ。一応、一言断ことわってからにしてくれ、そういうことは）


　――うん、わかった。えへ。


　ディディウスは重おも苦くるしいため息をついた。自分の意思に反はんして身体を動かされるなど気持ち悪いことこの上ないが、メイヴェーラが自分を守ってくれたという話を聞くと、そうきついことも言えないのだ。


（あ、そういえばまだ聞いてなかったな、詳くわしい話……）


　だが今日はもう疲れ切っていた。歩いたし転んだし落ちたのだ。考えるのも億おつ劫くうで、ディディウスはメイヴェーラにすべてを投げ出すことにした。


「今、俺の中でちょっとうるさく騒さわいでいるのがいるから、それと替かわる。ちゃんと面めん倒どう見ておいてくれ」


「はあ？」


　ディディウスは心の中で、メイ、と呼びかけた。


（いいぞ）


　――ほんと!?　ありがとディディー！


（俺の身体なんだからあんまり変なことすんなよっ）


　ディディウスは心配そうに顔を歪めて、それから目を閉じ、眠るように意識をそっと奥おくに押しやった。


　メイヴェーラのわくわくと弾はずむ心が、ディディウスの心と交こう差さして、『外側』に出た。


　メイヴェーラはダークロアの首に飛びついた。ダークロアは背中を背はい後ごの大岩に思いきりぶつけた。


「うぎゃあっ!?」


「わーいダークロア、また会えてよかったよぉ！」


「おまえね、いきなり何を……っ」


「ダークロアぁ、メイだよう、寂さびしかったよう」


　ダークロアの話など一言も聞かず、メイヴェーラは頰ほおをダークロアの胸に擦こすりつけた。


　身体の中で、ディディウスは悲鳴を上げる。


　――このばか、ひっつくなー！　俺の身体なんだから変なことしないって言っただろー!?


「えー、これくらいいいじゃないの、ねー、ダークロア？」


「え、いいって何が？」


　ディディウスの声が聞こえなかったダークロアはそんな言葉を返したが、メイヴェーラは気にせず首にしがみつき、その手をなかなか離そうとしなかった。


「うぐ、首を絞しめるなって」


　ダークロアはそれでも一応、メイヴェーラの頭を撫なでてやった。


　メイヴェーラは、誇ほこらしげに微笑ほほえんだ。


　その笑顔を見て、ダークロアも思わず相そう好ごうを崩くずす。


「あー、可愛かわいいんだよな、ちくしょー。しかも強いし。なあ、メイヴェーラは、どうして風を起こしたりする力を持っているんだ？」


　メイヴェーラはダークロアの膝ひざの上に座すわり、相変わらず首にしがみついたまま答えた。


「んー？　それはぁ、メイが西にし風かぜを司つかさどる地上の女め神がみだからなのー」





　めがみ。





　ディディウスの思考は停てい止しし、頭の中は真っ白になった。


　――めめめめめめがみ!?　女神っておまえがあ!?


　だが、ダークロアはさほど驚おどろきを表おもてに出さず、ふうん、と頷うなずいた。


「ヘー、そー、女神……」


　ダークロアの使し役えきする大たい気きの妖精が、足あし下もとにも及およばなかった。ディディウスの肉体の時を止めたとも言っていた。神、という選せん択たく肢しは実のところダークロアの予想範はん囲いの内うちではあった。


　一方、ディディウスはメイヴェーラの中で悲鳴じみた声を上げていた。


　――おまえみたいなのが女神なんて噓うそだろ!?　だ、だいたいダークロアは地上の神々は封ふう印いんされているんだって言ってたぞ！


　メイヴェーラはダークロアの胸に頰を寄せた。他人の体温は温かくて、寄りかかっても支ささえてもらえるのはとてもしあわせなことだった。メイヴェーラはそのことをよく知っていた。知っていたけれど、今まではできなかった。だから、今存ぞん分ぶんにやっているのだ。


「んー、されてたよ。封印されてた肉体が滅ほろびたから自由になったの」


　――え、えええええ!?　じゃあ、め、メイヴェーラ女神さま……？


　メイヴェーラは「ムッ」と眉まゆをひそめた。


「いいもん今まで通りでっ、なんで言こと葉ば遣づかいとか変えちゃうのよ～」


　――そ、そう？


「そう！」


　――そっか。えっと……力ってさっき言ってたけど、風起こせるのか？


「うん。時間の流れを司るから、ディディの肉体の時間もずっと止めてたの。あ、あとねえ、その前にディディの髪だけ伸のばしたのもメイの力なんだよ。伸ばしたらきっと可愛いだろうなあーと思ってたけど、やっぱりすごく可愛いのー！」


　誉ほめてもらえると思って、メイヴェーラはダークロアからちょっと身体からだを離し、自じ慢まんげに腰こしに手を当て胸を張った。


　――何っ、おまえがやったのかこれ！


　だが、ディディウスは本気で怒ど鳴なった。相手は自分を助けてくれた女の子、と遠えん慮りよしていた気持ちも、今の「可愛いのー！」という発はつ言げんで消し飛んでしまった。


　――ちょっと怖こわかったんだぞ、目が覚めたらいきなり髪伸びてて！　これも何かわけがあると思ってたのに単たんにメイの我わが儘ままかよっ！


「え、でも可愛いかと……」


　――可愛くてもだめー！


「う………………」


　ディディウスは、興こう奮ふんのあまり強く怒鳴りすぎたことに気づいた。だがもう遅おそい。


　メイヴェーラの頰が震ふるえ、その目から、大おお粒つぶの涙がこぼれ落ちた。


　端はたで聞いていたダークロアにはディディウスがなんと言ったのかはわからなかった。が、メイヴェーラの状じよう況きようから簡かん単たんに察さつすることができた。


「………泣かしたな、皇おう子じ」


「泣かしたわねえ」


　メイヴェーラの頭の上に腰を下ろして呟つぶやくのは、フィだ。


　少し離れたところでようすを見ていた〈小さき人〉たちも、心配そうにわらわらと寄ってきた。メイヴェーラの顔を覗のぞき込み、痛いたましそうな顔で言う。


「「「ああ、かわいそうにねえメイヴェーラ」」」


　――って俺が悪わる者ものってどういうことだよっ！


　ディディウスは、思いきり怒鳴った。そのせいで、またメイヴェーラはすんすんと泣き出してしまった。





　　◇◆◇





　雲を抜けた先は、凍いてつく青空だった。地上に生きる者には垣かい間ま見みることすら許ゆるされない、青せい玉ぎよくよりなお輝く青空だ。


　雲うん海かいに、淡たん紅こう色しよくの花か崗こう岩がんを積つみ重かさねて造られた、四阿あずまやが建っていた。


　その周囲に、花園が広がっている。咲いているのは、すべて同じ種類の花だった。


　霞かすみのようにけぶる、紅色。


　小さな五枚の花か弁べんからなる小さな花が、幾いく万まん本ぼんも風に揺ゆられて咲さいている。


　視界の果はてまで続く、赤い花の原はら。永遠に咲き続ける天の花。


　それを眺ながめ渡わたして、エイルセイルは日につ光こう浴よくをしている猫ねこのように目を細めた。


「美しいねえ、ミューシカ」


「あら。お褒ほめに与あずかり光こう栄えいですわ」


「……いや、勿もち論ろん君のことじゃないんだけど」


　エイルセイルは華きや奢しやな金の長なが椅い子すに寝そべり、肘ひじ掛かけに腕をかけ、その腕の上に顎あごを載のせていた。四阿にはその長椅子しか物がなかった。四よ隅すみに柱はしらがある以外は、視界を遮さえぎる物もない。


　ミューシカは長椅子の傍かたわらに立っていた。


「存ぞんじ上げておりますわ。ちょっとからかっただけですから」


「そう……？」


　優やさしい線を描えがく眉を上げて、エイルセイルはミューシカを見た。


「それで、逃にがしたそうだね、あの皇子さま」


「ええ。逃がしてしまいました」


「まあ、下僕たちがまだそばについているはずだから、別にいいけど。わざと？」


「あら。なぜですの」


「なんとなくだけど。君は僕ぼくのお願いを聞くの、あまり乗り気ではないようだから」


「いいえ。あなたはわたくしの上じよう司し。天空において、上からの命令は絶対ですから」


「その割わりには文句たらたらだったじゃないかあ」


　エイルセイルは、拗すねたように肘掛けの細さい工くを指でつついた。ミューシカはしれっと答えた。


「何しろ、一年半も天空にいないと思ったら、あんなところで遊んでいた方のご命令ですから」


　エイルセイルは、一年と半年前に天空から忽こつ然ぜんと姿を消した。そしてほんの数日前に、あの城でディディウスというミュドラネ帝てい国こくの皇子の寝ね顔がおに見とれているところをミューシカが発見したのだ。


　そのときエイルセイルは、「天空に戻もどるけど、その前にしなくてはならないことがある、そのためにしばらくの間この城に誰だれも入ってこられないようにしてくれ」と言ったのだ。溜たまっていた仕事をこなしてほしいミューシカはそれに渋しぶ々しぶ応じた。


　で、かつての戦せん友ゆうダークロアと一戦交まじえることになったのだ。


「悪いとは思っているよぉ」


　エイルセイルは相変わらず細工をつついていた。ミューシカは目を細めて訊きいた。


「悪いと思っていらっしゃるなら教えてください。大地が滅びるってなんですの？」


「大地が？　なんのことだい？」


　エイルセイルはミューシカを仰あおぎ見た。何も知らない少年のような顔だった。


　相変わらずとぼけてますねえ、とミューシカは胸中で思った。


　とにかく腹はらを読めない神なのだ。このどこかおどおどとした笑顔のまま、喧けん嘩かを吹っかけてきた地上の神々を腰こしが立たなくなるほどぶちのめしたという伝でん説せつも残っている。一時期地上の神々からは、天空最強最悪の男、と呼ばれていたこともあったらしい。あるいは、「あいつに比くらべたら腹を空すかした獅し子しの方がよほど優やさしい」とも。


「あなたが皇子に何をなさったのか教えてくださいません？　なぜ皇子を帝都から離れたあんなところに連れてきて……」


　言いかけたとき、ひゅん、と――風が、ミューシカの首筋を切きり裂さいた。


「…………」


　ミューシカの目の前に、エイルセイルの姿はなかった。空からの長椅子があるばかりだ。そして、大おお鎌がまの刃はがミューシカの喉のどをかき斬きる寸すん前ぜんで止められ、その柄えを両手で持ったエイルセイルが、ミューシカの背後に立っていた。


　いつエイルセイルが背後に回ったのか、ミューシカにはまったくわからなかった。


「忘れたのかい？　僕は霧きりの神。さっき君が見ていた長椅子の上の僕はただの霧だよ」


「……それは、気づきませんで」


「そう。ま、どれがほんとの僕かなんて僕自身にもよくわからないんだけど。


　ねえミューシカ、どこまで知っているの？」


　ひゅん、とまた一つ音がして、鎌かまの刃はミューシカから離れた。背後を振り向くがそこにすでにエイルセイルはおらず、もう一度長椅子を見ると、そこに先程までと変わらぬようすで横たわっている。


　その右手には大鎌の柄が握にぎられ、その左手は気け怠だるそうに頰ほお杖づえをついている。


「ま。言わなくてもわかるけどね。僕が司つかさどるのは霧。つまり目に見えないもの。心や噓うそも、隠かくそうとすればするほど僕の目にははっきりとわかる。昔から困こまったものだったよ……他人の汚きたない心なんか見たくもないのに見えてしまって。


　……君は悩なやんでいるね。僕と戦うかどうか」


　かつてミューシカはエイルセイルに戦いを挑いどんで、こてんぱんにのされたことがあった。とにかく強かった、だからミューシカはこの男の下につくことを受け入れたのだ。


「……あなたの目的は」


「休きゆう息そくと復ふく讐しゆう」


　ミューシカが動いた。手の中に琴ことが現れる。だが、ふ……と、またエイルセイルの姿が霧となって搔かき消きえた。ミューシカは咄とつ嗟さにその場から飛んで逃のがれ、次の瞬しゆん間かん、それまでミューシカの立っていた床ゆかが、まっぷたつに裂けた。


　真しん空くうの刃は四阿あずまやの床と天てん井じようと柱のすべてを切り口も鮮あざやかに二つに斬きった。白はく刃じんはなおも数回煌きらめき、倒とう壊かいしていく四阿をさらに千もの欠片かけらに断り裂いた。


　ミューシカは、その崩くずれ去った四阿の外に立っていた。頰ほおからは血が流れていた。エイルセイルは四阿の残ざん骸がいを挟はさんで向かい側に立ち、面おも白しろそうに訊きいた。


「ミューシカ、上司にたてつくの？」


「はい、残念ながら。休息というのはよくわかりませんけれど、復讐なんて個人的な目的のために戦友と戦う……のはともかく、殺し合う気はありませんもの」


　ミューシカは緊きん張ちようを高めながら答えた。頰から口の端はしに垂たれてきた血を、舌で舐なめ取る。


「戦友ってあの、魔ま法ほう使つかいのことかい？　ああ、わかったよ。でもじゃあさよならってわけにはいかないんだ。だって君がそのことを言いふらしたら困るんだよ」


「ははあ。つまり、口くち封ふうじをすると？」


「そう。ごめんね」


　エイルセイルはミューシカがいつもするよりは本当にすまなさそうに、眉まゆを寄せた。そして、先程四阿を粉こな々ごなにした鎌を、もう一度振るった。


　真っ赤な花弁が引きちぎられて、真っ青な空に飛び散った。





　エイルセイルは霧の神。


　天王の右みぎ腕うでとも言える存在であった。












三章　羽はね妖よう精せいの家







　ちちうえ。


　どうしてそんなことを言うのですか？


　ちちうえは僕のことを嫌きらいになってしまったのですか？


　僕が悪い子だからですか？


　だから、そんなことを言うのですか？


　皇こう帝ていになってはいけないって。











　びく、と大きく一つ痙けい攣れんして、ディディウスは目を覚ました。


（違ちがう）


　自分のことを嫌いになったからとか、そんなものではなかった。





　元げん老ろう院いんと皇帝の力関係は微び妙みような均きん衡こうの上にあった。


　実じつ質しつ的てきな独どく裁さい者しやである皇帝と、共きよう和わ制せいの象しよう徴ちようである元老院。皇帝といえども元老院を無視することはできず、元老院と皇帝の対立は時に内ない乱らんすら生んだ。


　次の皇帝に誰だれを据すえるかということも、必ずしも皇帝の意いのままになるというわけではなかった。過去に皇帝の力が強く、世せ襲しゆうによる帝位継けい承しようが続いた時期もあったが、原げん則そくとしては皇帝もまた元老院議員から選せん出しゆつされるものであったし、皇帝になるには元老院の承しよう認にんが必要だった。だから、決して世襲だけが帝位継承の形ではなかった。


　元老院が、あるとき一人の男を皇帝位に就つけた。


　理由は幾いくつかある。人じん脈みやくと政治的センスの他ほかに元老院が重じゆう視ししたのは、彼が老ろう齢れいでありながら子がいないという点だった。


　元老院内部では、彼の次の候こう補ほはすでに決まっていた。有ゆう能のうで家いえ柄がらも申もうし分ぶんないが、ただ少し若すぎた。老皇帝に求められたのは、うまく次に繫つなげるための接つぎ木きの役やく割わりだった。


　老皇帝自身も、自らの役割を知っていた。役割に徹てつすることが、帝国の安定のためでもあった。


　しかし、子が生まれてしまった。ディディウスである。


　父ちち帝ていは元老院との対立を避さけるために、ディディウスを帝位継承者から外はずした。


　ただ、息子を皇帝にしないという父帝の決けつ断だんは少しだけ遅おそかった。政治的には間に合うタイミングでも、ディディウスが事実を苦しまずに受け入れるには、遅きに過すぎた。あと十年早かったら、最初からそう言われていたら、ずいぶん楽らくだったろうに。


　ディディウスが大だい体たいの事実関係に気づいたのは十を一つ過ぎたころだった。皇帝になるなと言われたのが十のときだったから、まる一年間は悩なやみ続けた。


　自分はいけない子だったのだろうか。


　だから父上に嫌われてしまったのだろうか。


　悩みは現状の認にん識しきとともに氷ひよう解かいしていった。ただ、わかったらわかったですべてがあほらしくなった。自分の一年間の懊おう悩のうもその前の努ど力りよくも。皇帝になれない第一皇おう子じという、おかしな自分の地位も。


　そういうわけで、ディディウスは少しだけひねくれた。


　言葉が粗そ暴ぼうになって、授業をさぼった。その程てい度どしかできなくて、でも結局根っこのところでは帝国も父も好きで、自分が甘あまったれた子どもだということも、わかっていた。


　それでも、素す直なおにはなれなかった。





　　◇◆◇





　小さいけれど透すき通った湧わき水を湛たたえた、泉。春には水すい仙せんの花がその周まわりを取り囲かこんで咲くそうだが、今は年とし経へた柳やなぎとハンノキの幹みきだけが目につく。水面では落ちた葉が浮き沈みを繰くり返している。泉の水は地下を通って谷川に流れ込んでいるという。


　その泉を東に見下ろす位い置ちに、可愛かわいらしい小さな木もく造ぞうの家が一いつ軒けん、建っていた。斜ななめに造られた屋根には、よく整ととのえられた藁わらが葺ふいてある。小屋の西側は開ひらけていて、なだらかな下りの斜しや面めんが広がっており、残る三さん方ぽうはブナやミズナラの森に囲まれている。小屋の周囲はディディウスが歩いてきた森の中と同どう様よう、すべて枯かれ葉はに埋うもれ、葉が屋根にも落ちている。


　ディディウスがダークロアの師し匠しようフィから、痣あざと〈種たね〉に関かかわる話を聞いたのは、前日、フィの家に着ついてすぐのことだった。











「そういうわけで、〈種〉が暴あばれ出したときのためにと、一部の地上の神々は眠ねむりについた。たぶん、その――メイヴェーラ様という、ぼうやの中にいる女神様もね。他の神々は、地上に残ったから滅ほろんでしまった、と言われているわ」


　そう言ってフィは傍かたわらの鉢はち植うえの花から蜜みつを啜すすった。頰ほおについた花か粉ふんをぺろりと舐なめる。


　フィの家は二部屋に分かれていた。そのうちの広い方の部屋には、北の壁かべのそばに炉ろが切られていて、明かり取りの窓まどのある南の隅すみの方に低い卓たくが一つ置いてあった。東の壁には奥の部屋への出入り口があって、外に通じる扉とびらは西だ。炉には火が入っていて、煙けむり出だしの穴があるにもかかわらずディディウスには煙けむたかったが、おかげで室内は暖あたたかく明るかった。床は土ど間まで壁は木が剝むき出しだったが、壁にかけられ床に敷しかれた毛け織おり物ものと毛皮のおかげで、ずいぶん過ごしやすく造られていた。


　フィはその低い卓上に置かれた鉢植えにもたれていた。卓や家はフィに見合う大きさではなくて、普ふ通つうの人間が使いやすい大きさだ。


（……なんで家か具ぐとか小さくないんだろ）


　ディディウスが胸中で呟つぶやいた独ひとり言ごとに、メイヴェーラが答えた。


　――昔はフィもおおきかったんじゃない？


（なんで縮ちぢむんだよ――じゃなくて、おまえ今のフィさんの話聞いてたか？）


　ディディウスは銀色の狼おおかみの毛皮の上に膝ひざを折おって座り、ダークロアはその斜め後ろであぐらをかいている。〈小さき人〉たちは三人で揃そろってディディウスの横に足を崩くずして座っていた。


　――聞いてたよ。じゃあ、地上の神々の封ふう印いんは自分でやったものなの？


（フィさんはそう言っているけど……）


　――うーん、どうして封印されたかは、確かにメイも覚えてないの。


　メイヴェーラは、もしも肉体があったら、首を捻ひねっていただろうという調子で言った。


「あの……どうしてあなたはそれを知っているんですか？　その、俺の中のメイは忘れてしまっていると言いますけど」


　フィは小首を傾かしげた。桃もも色いろの髪かみも頰も思わず触ふれたくなるほど柔やわらかそうで、微笑ほほえまれたらとろけてしまいそうな美女なのに、実際に微笑ほほえむのはろくなときではないというのはどういうことだろうか、とディディウスはこっそり思った。


「言い伝つたえられてたのよ、私たちの一族に。私たち羽妖精はそのときのために〈種〉の監かん視しを地上の神々から頼たのまれていたの。でも、まあ、その羽妖精も私一人になっちゃったけれど。


　順を追って話すわ。今から、そう、一年半前、私が今まで監視を続けていた〈種〉の居い所どころが、急にわからなくなってしまったの。一年半前というと、地上ではちょっとした……異い変へんが起こっていてね」


「異変？」


　ディディウスが聞き返した。自分が連れ去られる前後のことだが、日ひ照でりだの大雨だの政せい変へんだの、大きな異変があった記き憶おくはない。となると、連れ去られたあとのことだろうか。


「……やっぱ、俺が寝てた間に帝国になんかあったんじゃ……」


　フィは曖あい昧まいに首を振ふった。表情が、少しだけ硬かたかった。


「別に政治的な話じゃないわ。むしろ魔ま法ほう的てきな話で、ちょっとばたばたしていたのよ。だから、見失ってしまったのね。で、ずっと探していたのだけれど、ほんの数日前、いやなにおいを嗅かぎ取ったの。活動を再さい開かいした〈滅ほろびの女神〉のにおいだってことは、すぐにわかった。私たちはそのために大たい気きに慣なれ親したしんできた一族だったから。私が見失っていた間に、誰かが〈滅びの女神〉を解かい放ほうし、ぼうやの中に埋うめ込んで、発はつ芽がさせてしまったのね。そのにおいは森の中、存ぞん外がい近いところから漂ただよってきた。それで、不ふ肖しようの弟で子しを呼びに行かせたってわけ。


　まあ、そしたらそのばか弟子がみごとにぼうやを死なせかけたんだけど」


　そう言って、冷たい目でダークロアを見やる。ダークロアは引きつったような笑えみを張り付けて、低い声で言った。


「……やっとここまで皇おう子じ届けたらそれですか」


「文句ある？　だいたい私が行くって言ってたのに、あんたがむりやり自分で行ったんでしょ」


「いやー、そりゃあ年寄りにこんな大事なこと任まかせておけませんから」


「年寄り？　ふぅん、大きな口をたたく割わりには、その大切な皇子死なせかけてるんだからあんたもほんと呆あきれ果てた無む能のうね。それで……なんだったかしら。そう、〈種〉ね。とにかく私はそうやってあなたを見つけたの、ぼうや。ぼうやの中にいるメイヴェーラという女神様は、どうして〈種〉のことを覚えていないのかしら？　訊きいてみてもらえる？」


（だってさ、メイ。なにかわかるか？）


　ディディウスが問いかけると、メイヴェーラはしばらく考え込んでから答えた。


　――うーん。あのね、なんか、封印とかのことを考えると、頭がぼーっとしてくるの。まるで霧きりがかかったみたいに。


　ディディウスはよくわからなかったので、そのまま伝えた。


「……霧がかかったようにぼうっとして、思い出せないそうですけど」


「霧、ね」


　考え深げに、フィは口の中で繰くり返した。


　それまで黙だまっていた〈小さき人〉たちが、声を揃そろえて言った。


「「「あんたはこぞうをここへ連れてきて、それからどうすんの？」」」


「私はただ、確かく認にんしたかっただけよ。この子の中に本当に〈芽め〉があるのか」


「「「それで、確認したら、どうだったの？」」」


　言いながら、彼らはディディウスの両りよう肩かたと頭の上によじ登のぼった。


「「「ほら、こぞうも気になっているんだろ？　どうしてさっさと訊かないんだよ」」」


　ディディウスは撫ぶ然ぜんとした顔でそっぽを向いた。ダークロアがディディウスの頭の上の〈小さき人〉をつまみ上げて、子どもにするように、めっ、と長い鼻はな面づらを睨にらみつけて言った。


「あんまりうるさく言うもんじゃないよ」


　つまみ上げられた〈小さき人〉は、短い手足をばたばたさせて長い鼻を鳴らした。


「なんだよ別にいいじゃないか。こぞうはなんで訊かないんだ？　怖こわいのか？」


「俺は別に怖くなんかねえよ！」


　ディディウスは卓を掌てのひらで叩たたいて、ダークロアの手の中の〈小さき人〉を睨みつけた。


　――でも、ディディ、メイはなんだかちょっと怖いよ？


　立ち上がりかけたディディウスを、メイヴェーラの言葉が止める。


　――だってね、メイはディディの中にいるでしょう。それでね、ちょっとわかるの。他ほかにも何か、いるんだって。


「…………」


　――一年半ぶりに起きたときね、ちょっと変な感じがしたの。最初はディディの意い識しきだと思ったんだけどね、でも違ちがうの。別の生き物の気け配はいだったの。ディディ以外の何かがいる気配。それがね、なんだか怖かったの。すべてを――喰くらい尽つくすような、そんな感じがしたの。


　フィは無表情にディディウスを見つめて、断だん言げんした。


「間ま違ちがいないわ。ぼうやの身体からだには〈種〉が植え付けられて、芽め吹ぶいてしまったわ。痣あざもそのせいね」


「それって……どうなるんですか？　なんで俺なんですかっ」


　ディディウスは、イタチの死体のことを思い出した。吐はき気けがした。


「どうなるかはうちのばか弟子が説明したでしょ？　モドキは命を吸すうけど、本物は違う。魂たましいを食べるの。特に苦しんだ魂がお好このみと聞くわ。魂をなくした身体は傷を負おっていなくても死んでしまう。そして誰だれからも忘れ去られる。それから、あとの質問の答えは、私も知らない」


「じゃあ俺どうしたらいいんですかっ、どうやったら俺助かるって言うんですか！」


〈種〉の話など噓うそだと思いたかった。それでも、痣が増ふえるたびに味わうあの痛みが、異常な事じ態たいを夢ではなく現実なのだと証しよう明めいしていた。あの痛みは尋じん常じようではない。あれは〈滅びの女神〉の変じた〈蔦つた〉が這はい回り、ディディウスの魂を喰らっている痛みなのだ。


　フィは落ち着き払はらって言った。


「今考えているわ」


　その冷れい静せいさが、ディディウスをさらに苛いら立だたせた。


　フィは裸足はだしで卓たくの上を歩き、腰こしに手を当て、ディディウスの前に立った。植物の繊せん維いを織おって作った花びらのように薄うすい衣ころもに、腕うでと腿ももが透すけていた。


（こんなに小さいのに生きてる。妖よう精せいだって？）


（……気き味みが悪い……！）


　ディディウスは自分の身体に増ぞう殖しよくしていく痣あざも、このフィも、両方怖かった。そんな自分を認みとめたくなくて、ディディウスは怖いのではないと思いこもうとした。恐きよう怖ふを怒いかりにすり替かえて、怒ど鳴なってごまかした。


「今？　今にも俺死にそうなんでしょうっ！」


　フィは頭かぶりを振る。


「ぼうやが諦あきらめなければ、今すぐどうなるというものじゃないわ。ぼうやの魂も抵てい抗こうしているし、私たちも方法を探しているところなの」


「ダークロアやあなたを頭あたまっから信じることができたらそりゃいいでしょうけどねっ！」


「信じなさい」


　フィは、口元に微び笑しようを浮かべた。軽けい蔑べつするように。


「それとも、一人でなんでもできるつもり？」








　そうして、夜が明けて、ディディウスはその家での一回目の朝を迎むかえた。








　白い痣。


　蔦のように手首を一ひと巡めぐりして、それは手の甲こうにまで届いている。今はもう、チュニカの中まで。そのうち左半身にも達たつするだろう。


　小さな明かり取りの窓から投げかけられる朝の陽光は明るくて、微かすかな埃ほこりがきらきらと白く光っては宙ちゆうに上がり、地に落ちていく。


「なあにしてんの」


　声をかけられるまで、ディディウスは自分にあてがわれた寝ね床どこの上でじっと手首を見つめていた。


「……え？」


　顔を上げると、ダークロアは断ことわりもせずにディディウスの横に腰かけてきた。寝床は手て触ざわりの良い羊よう毛もうを重ねていた。羊毛は白く柔やわらかく清せい潔けつだった。


「……ああ、いや。あの……俺の中に、〈蔦〉があるんだよな」


「らしいね。うちの師し匠しよう、あれで噓はつかない人だから」


　二ふた間まに分かれたうちの、奥の小部屋の方である。


　ダークロアはぼうっと部屋の中を見て、ちょっと寒いかな、と呟つぶやいた。


「そういえば、今時期だったっけなあ、寝起きに布ふ団とん出るのいやになるの。ここら辺へん寒いから。おまえ平気？」


「ああ……ちょっと寒い、かな」


　ダークロアは立ち上がると、寝しん台だいの横に置いてある櫃ひつの前で屈かがみ込んだ。


　埃の積もった櫃の蓋ふたに手をかけて、開ける。中には幾いく枚まいかの布が畳たたんで入っていたが、その中の一枚に目をつけて、櫃の中から引っ張り出す。


「ほら、この辺でも着とけ。古いけど大きさは合ってるだろ」


　放ほうり投げられたそれを受け取って、ディディウスは恐おそる恐る広げてみた。


　虫むし除よけの香こう草そうのにおいがしたが、かび臭くさくはない。糸もほつれていない。


　若草色に染そめ上げられた、マントだった。


　羊毛で温あたたかそうだった。羽は織おってみると、丈たけもぴったりだ。


「……ありがとう」


　裾すそが少しすり切れている。撫なでてみると、そこだけつるりとした感かん触しよくがあった。


「俺様のお古ふるだけどね」


　言いながら、ダークロアは小さな黒い鉄の留とめ具ぐを取り出し、ディディウスの右みぎ肩かたのところでマントを留めてくれた。


「……ここで、子ども時代を？」


「そう。この近くに村があって、まあ、一応そこが故こ郷きようみたいなものかな」


　ダークロアは頰ほほの辺りを搔かいた。珍めずらしく照てれているようで、それを隠かくすように、咳せき払ばらいを一つした。ディディウスは照れるダークロアを見て、やっと笑えみをこぼした。


「ちっ……とにかく風か邪ぜ引くんじゃねえぞ」


　ディディウスは頷うなずき、羊毛を撫なでた。


「……気をつける。ここは寒いな。よく生きていけるもんだ」


「寒いところでも暑いところでも、人はどこでだってどうにか生きていけるんだよ」


「……そういうものなのか」


「当たり前だろ。帝てい都とより暑いところで生きている人間だって大おお勢ぜいいるさ。人間は逞たくましい……身体はちっぽけなのにな」


「ちっぽけ？」


「ちっぽけだろ。魚みたいに泳げねえし、鳥のように飛べもしない。鹿しかみたいに走れないし、山や羊ぎのように山を登ることもできない。勿もち論ろん、獅し子しのようには強くない」


　ディディウスは瞬まばたきした。


「それでもどうとでも生きていける。根を張っても風に吹ふかれても。俺様は後こう者しやかな。あちこち行った。まあ、いろんなところがあって、いろんなやつらがいたよ。水を巡めぐって争あらそわなくちゃならないところだってあるし、一ひと握にぎりの麦むぎを巡って殺し合うやつらだっている。でも、帝都からこんなに離はなれていても、おまえは生きているじゃねえか。寒い寒いって凍こごえながらな」


「…………そっか」


　ディディウスは、納なつ得とくしたような、していないような、曖あい昧まいな返事をした。


　帝都から遥はるか離れてしまった。確かに寒くても暑くても人は生きていけるかもしれない、それでも自分のいるべき場所は他のどこでもない、あの都市なのだと、ディディウスはそう思った。風に吹かれて自由に気ままに生きていくことができる者もいるかもしれない――このダークロアのように。けれど、ディディウスは風に吹かれて彷徨さまようよりも、どこか一つの場所に根を下ろして生きる方がぴったりくる。それにダークロアも、このフィの家や故郷の村という、『根っこ』があるからふらふらできるのではないかとも思う。


「あの……ここから帝都まで歩いて二ヵ月かかるってほんとか？」


　ダークロアは、顎あごに手を当て考えながら答えた。


「んー、まあ、歩けばそれくらいかかるかな」


「位置は？　帝国とその周辺なら、地理はだいたいわかるんだけど」


「グラグス山脈の西部……ああ、じゃああとで地図持ってきてやるよ」


「うん、頼たのむ」


　もう一度、ディディウスはほんの少しだけ笑った。口元と目元を和なごませた、ごく穏おだやかな笑みだった。ダークロアはそれを見て一度瞬きをして、それからディディウスの頰ほおを引っ張った。


「いだっ、にゃにするんだよっ」


「いやー、笑えるのになあと思って」


「はあ!?」


　ディディウスはダークロアの手を剝はがした。


　ダークロアは剝がされた手をぷらぷらと手首のところで振ふりながら言った。


「だっておまえ仏ぶつ頂ちよう面づらばっかりしてただろ。てっきりそういう体たい質しつなのかと」


「どういう体質だよっ！　こんなわけわかんねえ状じよう況きようでへらへら笑える方がおかしいだろっ」


「そりゃそうだけど。それにしても口悪いねえ皇おう子じなのに」


「いいんだよ俺は口悪くてっ！」


「ああ……そうか、おまえ」


　ダークロアは口ごもり、「しまった」という顔をした。


　ディディウスは横を向いて、口の中でぶちぶちと言った。


「……そうだよ。てめーも知ってんだろ、帝国で、第一皇子が帝てい位い継けい承しようから外はずされたって」


「んー、まあねえ。何、だからぐれたの？」


「ぐれたわけじゃねえよ。別に皇帝になりたかったわけじゃねえしっ」


「ふぅん？　なりたくなかったの？」


「当たり前だろ、面めん倒どうで堅かた苦くるしくて責任だけは重い仕事、誰が率そつ先せんしてやるかよっ」


「なりたがる人は多いけど」


「俺はなりたくなんかなかったんだよ、だからいいんだ、皇帝なんか――」


　べし、と。


　ダークロアはディディウスの後こう頭とう部ぶを叩たたいた。


　ディディウスは衝しよう撃げきで頭を垂たれたが、叩かれた後頭部を押さえてすぐに顔を上げた。


　涙なみだを目の端はしに溜ためてじいっとダークロアを睨にらみつける。ダークロアは言った。


「ひねくれ者。箱はこ入いりの上にひねくれ皇子かよ。あーガキはいやだねえ、これだから……」


「痛い……」


　ディディウスの声が思ったよりも高いことに気づいて、ダークロアの顔は蒼そう白はくになった。


「ま、まさかおまえ……」


　ディディウス――ではなくメイヴェーラは、声を出すために肺はいまで溜まるよう、息を吸った。


「痛いっ、ダークロアのばかあああああ！」


　――やめろったらメイ！


　ディディウスの声がメイヴェーラの頭の中で響ひびいた――が、メイヴェーラは言うことを聞かなかった。


　メイヴェーラの前まえ髪がみとマントと戸と口ぐちの垂れ布が風に煽あおられてはためく。ダークロアは風に吹き飛ばされないように、飛んできたものにぶつからないように、床ゆかに伏ふせた。


「もう知らないぃいい！」


　メイヴェーラの癇かん癪しやくが、爆ばく発はつした。











　元もとのように衣服を収めた櫃ひつに蓋ふたをして、ダークロアはその蓋の上に腰こしを下ろした。隣となりの部屋にはさほど被ひ害がいはなかったが、この部屋はメイヴェーラの風の直接の害がいを受けた。ひっくり返った櫃を元の位置に戻し、寝ね床どこをきちんと整えるのは、ダークロアがしなければならなかった――メイヴェーラは癇癪をおさめはしたが、まだ壁かべの方を向いてダークロアと視線をあわせないようにしている。


　メイヴェーラは、揃そろえた膝ひざを胸の前で抱かかえ込んで座すわっていた。横から見ても、頰が膨ふくれているのはよくわかった。ダークロアは重い腰を上げて、その傍かたわらに座った。背中を壁にくっつけて、メイヴェーラが顔を向けている壁とは反対の部屋側を見て、足を伸のばす。


「まだ拗すねてるのか？」


「……ぶぅ」


「ごめんな。感覚共きよう有ゆうしてたんだっけな」


　メイヴェーラは、横目でダークロアをちらりと見た。ダークロアは首の後ろを搔かいた。


「ディディウスとどういうときに入れ替かわるんだ？」


　それがわからないとまたディディウスだと思ってメイヴェーラをどやしつけそうだったので、ダークロアはそう訊きいた。メイヴェーラは、ちょっと考えた。


「うーん……メイとディディのうち、身体からだ動かしてる方がいいよって言ったら、中にいる方が出てこられるよ。あとは、身体動かしている方が気を失ったりかな……なんか、昨日頭に物が当たって入れ替わったでしょ、それ以来頭に衝しよう撃げきがあると結けつ構こう簡単に入れ替われるみたい」


　なるほどね、と言いながら、ダークロアは忘れないようにしっかり記き憶おくに刻きざみつけた。用よう心じんせねば命が幾いくつあっても足りないし、そもそもあの癇癪がなかったとしても、メイヴェーラをどやしつけるつもりなどダークロアにはまったくない。


「メイヴェーラは、ディディウス以外の他ほかの人の身体には乗のり移うつれるのか？」


「……どうかな？　思し考こうの形けい態たいが似ているならなんとかなると思うけど、ちょっと難むずしいかな。ディディも最初は抵てい抗こうあったんだけど、昨日……ここにいてもいいよって言われたときから、なんだか不思議なくらい楽になった。メイのことを……ディディが認みとめてくれたからなのね」


「メイも、ディディウスの身体がいいのか？」


「ん？　えへへ、そうだね、ディディはなんかこうー……居い心地ごこちがいいのね」


　メイヴェーラは、照れたように頭を搔いた。けれどその笑顔は急に消えて、メイヴェーラは俯うつむいた。丸まる太たを組んだ壁を、猫ねこのようにかりかりと引っ搔く。


「あのね、ダークロア。〈種〉って……どうしたら、やっつけられるのかなあ」


「うーん……地上の神々がどうやっても滅ほろぼせなかったっていうからなあ」


「……このままだと……」


　メイヴェーラの声が小さくなってしまったので、ダークロアはその顔を覗のぞき込んだ。


　メイヴェーラの指が、壁を引っ搔くのをやめた。横顔は憂うれいを帯おびて、今までのメイヴェーラよりもディディウスよりも、ずっと年上に見えた。


「……大だい丈じよう夫ぶ」


　ダークロアがメイヴェーラの髪を撫なで、メイヴェーラは顔を上げた。


　不安そうに揺ゆれる瞳ひとみを見つめて、ダークロアは言った。


「俺様と、師し匠しようが、絶対死なせやしない。皇子も、メイヴェーラも、きっと守る」


「でも、このままだと……魂たましいを食べられて、存在自体が消しよう滅めつしてしまうんでしょう？　そしたらどうなってしまうの？　他人の記憶からも忘れ去られてしまうんじゃないの？」


「大丈夫。その前に、何か解かい決けつ方法を考える。ええと……今、ディディウス起きてるのか？」


「うん。替かわる？」


　ダークロアは首を横に振った。


「いや。そのままでいい。聞こえるんだろ？　ディディウス、よく聞け。


　いいな、諦あきらめるな。絶ぜつ望ぼうして、戦うことを諦めたら、全部終わってしまうからな。おまえの魂も、おまえの気づかないうちに、きちんと戦っているんだ。おまえが諦めない限かぎり、絶望しない限り、おまえは負けない。ほんとだ。〈滅びの女め神がみ〉が最もつとも好むのは、絶望という感情だったそうだ。どうしても……辛つらくなったら、助けてって叫さけべ。そしたら、そばにいれば、俺様か、師匠かが助ける。〈蔦つた〉の成長を一いつ時とき遅おくらせるだけなら、たぶんできる」


「……ディディ、聞いてる？」


　――聞いてる。わかったって言っておけよ。


　ぶっきらぼうな台詞せりふを、メイヴェーラはダークロアにそのまま伝えた。


　それを聞いて、ダークロアは肩かたを竦すくめた。


「皇子様は、素直じゃないから不安なんだよねえ」


「ね」


　メイヴェーラはダークロアにすり寄って、目を細め、囁ささやくように言った。


「ディディはね、頼たよるの苦にが手てなんだよ」


　ダークロアは、猫にするようにその喉のどを撫でてやった。メイヴェーラはくすぐったいのか、くすくすと笑った。


「誰だれかに助けてって言ったり、お願いって言ったり、苦手なんだよ。何か辛いことあっても、必ず一人でなんとかしようとするの」


（皇こう帝ていになるなって言われたときも、一人で森に来て泣いてたものね）


　メイヴェーラは、ディディウスにだけ聞こえるように、心の中で囁いた。


　――え？　おまえどうしてそれ知って……。


　森の奥、誰も知らない秘ひ密みつの場所で、確かにそんなこともした。泣いて、叫んで、怒ど鳴なって、思いの丈たけをすべてぶちまけた。でも、どうしてそれをメイヴェーラが知っている？


　メイヴェーラはディディウスの疑ぎ問もんに答えず、続けて言った。


「辛いって言うのも、助けてって言うのも、全然恥はずかしいことじゃないのにね」


　ダークロアはただ苦く笑しようした。


「だってね、メイは、誰の力も借かりず、自分一人で生きてると思うのは……ちょっとおかしなことだと思うの。メイは風を司つかさどるし、他の子たちもそれぞれいろんなものを司る……妖よう精せいもそうなんでしょ。みんなで世界を支ささえている……助け合いながら、それでも別々に生きている。互たがいに寄よっかかりながら、それでも立っている場所はそれぞれ違ちがうの。ディディは、それを知らないのね。ううん、知ってても……認めたくないのね、きっと」


　それは、自分が何でもできるわけではないと、認めることだから。


　メイヴェーラは髪をまとめていた紐ひもを解ほどいて、ダークロアを見上げた。


「でも、メイのことを受うけ入いれてくれたんだから、きっとそのうちこの世界も受け入れてくれると思うの……ね、結むすんだ方が可愛い？　そのままの方が可愛かわいい？」


「あー。どっちも可愛いぞ」


「やーん、ほんとっ？」


　ディディウスが「このばか親子っ」だのと思いきり毒どくづいていたが、メイヴェーラは完かん璧ぺきに無視して、ダークロアの胸に額ひたいを軽くぶつけた。


「メイは知っているよ。誰かによっかかってるとすごく気持ちいいよ。安心できるの」


　メイヴェーラは、猫のように伸びをして、ダークロアの首に腕を回し、その胸にもたれた。


「んー。なんか眠くなってきたぁ」


　メイヴェーラは瞼まぶたを閉とじた。ダークロアはメイヴェーラの腕から力が抜ぬけて倒たおれてしまう前に、その身体を支ささえてやった。


　すると、支えに出した腕をいきなり振ふり払はらわれた。


「あら？」


　ダークロアはメイヴェーラの表情が大変穏おだやかならざるものに変わっていることを見て取って、ああ、と納なつ得とくした。


「メイヴェーラが寝たから、ディディウス皇子のお目覚め？」


「そうだよっ、触さわるな！」


　ディディウスは立ち上がって身み構がまえた。


「触るわけねえだろ。メイヴェーラじゃないのに」


「あのな、たとえメイヴェーラが動かしていようが、これはお・れ・の、身体なのっ、男の身体にべタベタ触るなよっ」


「だって中身がメイヴェーラのときはちゃんと扱あつかってあげないとかわいそうじゃないの」


「ちゃんと？　べたべたするのがおまえ流りゆう『ちゃんと』なのか!?」


「あったりまえー。ま、いいや、メイヴェーラ寝ちゃったし俺様散歩でも行ってきますわ」


　そう言って、ダークロアは立ち上がった。ローブについていた埃ほこりを叩はたいて落とす。ディディウスは奥の間まに続く、戸口の垂れ布を指さして怒鳴った。


「さっさと行け！　そして二度と戻ってくんな！」


「……ここいつからおまえのうちになったの？」


「いいから行けー!!」


　ダークロアはディディウスよりも年下の少年がするように、べえと舌したを出して、垂れ布を潜くぐった。入れ違いで、〈小さき人〉たちが入ってきた。ダークロアがいたことにびっくりして、悲鳴を上げる。


「あれ？　なんでそんな驚くの？」


　ダークロアに言われて、三人の〈小さき人〉たちは慌あわてて首を横に振った。猪い首くびというだけあって、その首は短い。


「そ、そう？」


「そんなことないよっ」


「そうそう、そんなことないよっ」


　ダークロアは腰こしを曲まげて三人の顔か一つ一つ眺ながめて、ぼそりと呟つぶいた。


「顔色悪いぞ」


「「「えっ」」」


〈小さき人〉たちはびくうっと身を竦すくませた。ダークロアがけらけら笑う。


「なんてな。おまえらの獣じゆう毛もうに覆おおわれた顔じゃ顔色も何もわかんねえよ」


「「「う……だ、騙だましたなっ」」」


「かまかけただけだよ。で、何やらかしたんだ。盗ぬすみ食ぐいでもしたのか？」


　ダークロアが鼻をひくつかせる。ディディウスもつられて一人の〈小さき人〉の服を摑つかんで鼻を近づけてみた。ふわりとかおるものがあった。


「なんか甘あまいにおいが……」


「これ師匠の林りん檎ごの蜂はち蜜みつ漬づけだな」


「「「あ」」」


　と、三人衆が顔を見合わせる。


　三人一いつ斉せいに、土ど下げ座ざした。


「ああああ、黙だまっててくれようっ」


「ほら、おなか空すいててー」


「で、いいにおいがしたもんだからっ」


「あー、はいはい、黙っておくから」


　自じ身しんの子ども時代を思い出しでもしたのか、ダークロアは妙みように神しん妙みような顔で頷うなずいて、三人を立たせてやった。


「んじゃ、悪さは見つからないようにしろよ」


　言い残して、垂れ布を上げて出ていく。ぱさりと落ちた布の、縁ふち飾かざりの朱しゆ色いろがディディウスの目に残った。一本一本の糸を大切に紡つむいで織おった、美しい布だった。この近くの村の者が織ってくれたのだという。フィは小さくて、糸いと車ぐるまも織おり機きも魔ま法ほうなしでは動かせなかったから。フィは村の者のために簡単な魔法を使ったり薬草を作ったり、必要なときには知ち恵えを与あたえたりしてきた。そして村人はそれに感かん謝しやの気持ちとほんの少しの畏い怖ふ、それに贈おくり物と小屋の修しゆう繕ぜんなどの労ろう働どうで応こたえてくれていた。


　外に続く扉とびらが開いて、閉じる音がした。足音が聞こえなくなってから、ディディウスは視線を〈小さき人〉たちに合わせて、声を潜ひそめて言った。


「砂糖漬け……うまかった？」


「「「へ？」」」


「俺、朝から何も食べてないし」


「「「……おいしかったよ」」」


「じゃ、食おうっと」


　ディディウスは立ち上がって、隣となりの部屋に行った。きょろきょろと部屋を見回す。


〈小さき人〉たちが、北側の壁かべに沿そって置かれた壺つぼの一つを指す。


「「「あれだよ」」」


　それらの壺の中身の多くも、村人が何かの礼れいにと持ってきたものだと聞いていた。フィ自身は果か実じつや花の蜜みつしか食べないが、時折来るダークロアや客人のために日ひ持もちちするものが常じよう備びされていた。そうでなくとも今は冬を前にして、保存のきくものが集められていた。


　ディディウスは腹の具ぐ合あいを考えた。林檎の蜂蜜漬けはおいしくとも、もう少ししっかりしたものが食べたいように感じた。


「他は？　肉とかパンとか豆とかないの？」


「「「うーんと、こっちの鍋なべに昨日の残りが」」」


　と言って、〈小さき人〉たちはまた揃そろって卓たくの上に置かれた鍋を指さす。


　ディディウスは銅どう製せいの鍋の木き蓋ぶたを開けてみた。ディディウスの顔ほどの大きさの深ふか鍋なべで、中には昨夜も食べた塩漬け肉のスープが入っていた。


　ディディウスは手で摘つまんで、肉だけ一口食べた。冷さめて脂あぶら身みは固まっていたが、一晩経たったぶん味が染しみていておいしい。ほどよい塩しお気けに反応して唾だ液えきが出てきて、ディディウスはもう一口摘んで食べた。


〈小さき人〉たちは、鍋の中身が気になるのか、長い鼻をひくひくと動かしている。


「あ、食う？」


「「「いや、えーと……そうじゃなくて、実はこぞうに伝でん言ごんがあるんだ」」」


〈小さき人〉たちは三方からディディウスを囲んで、首を曲げてその顔を見上げた。


「「「あんたの運命を知りたければ、あたしらについておいで」」」


「……どういう意味だ？　伝言って誰だれからの……」


「「「あんたの運命って言ったら、あれに決まっているだろう」」」


　そこで〈小さき人〉たちは声を落とした。


「「「〈種〉だよ。〈種〉があんたを呼んでいる。あたしらについてきなよ。〈種〉に会わせてやるからさ」」」


「〈種〉に……会う……？　俺は……で、でもちょっと待てよ、〈種〉ってのは俺の中にあるものなんだろう？　それに会いに行くって、どういう……」


〈小さき人〉たちは、ディディウスの言葉が終わる前に、外に続く扉に向かって駆かけ出していた。その中の一人が、途と中ちゆうで立ち止まって、振り返って言った。


「おいでったら！　あたしらは伝言頼たのまれただけなんだから、詳くわしいことは知らないよ。ねえ、自分で何かしないのかい？　あの魔法使いと羽はね妖よう精せいに頼たより切っちゃうの？　今のあんた、あいつらに振り回されているようなもんじゃないか」


　そして、〈小さき人〉たちは駆けていってしまった。残されたディディウスは身に纏まとったマントのあわせをぎゅっと摑つかみ、戸口を見た。


（頼り切って……振り回されている？）


　そんなことはない、と言おうとした。けれど、ディディウスが自分では自分のために何もできずにいる現げん状じようは変わらなかった。ただ、ぼうっと死を待つだけ――


　悩なやむその間にも、足音は遠ざかる。


「ああ、くそ、考えるのはあとでもできる、今は追うぞ、メイ……って、寝てるのか」


　――むにゃ？　あれ、ディディどうかしたの？


「なんでもねえよ」


　ディディウスは〈小さき人〉たちを追って走り出した。





　　◇◆◇





「師匠」


　空には秋の終わりらしい爽さわやかな青空が広がり、空気は澄すんでいた。


　ダークロアの足あし下もとで、霜しもの降りた雑ざつ草そうがくしゃりと音を立てて潰つぶれた。


　ダークロアが斜しや面めんを降りて谷底に辿たどり着くと、フィは谷底に転がる大きな岩の一つに座り、風のにおいを嗅かいでいた。


　北は崖がけで、ダークロアが下ってきた南は、崖が崩くずれて斜面になっている。フィの住む小屋は、この谷底を南の斜面から登って、しばらく歩いたところにある。


　遠い昔、東西に流れる大きな川が大地を削けずって造った谷である。その川も今は水量を減へらし、細いせせらぎとなってしまった。春の増量のときでさえ、かつての豊ほう富ふな水量には遠い。


　下流に当たる西の方に、幾いく筋すじか炊すい事じの煙けむりが見えた。森の向こうの村で、朝食の準じゆん備びが始まったのだ。谷川は森を裂さいて続き、やがて流れは穏おだやかになり、南北に迫せまる谷もなだらかになる。その辺りに、村はあった。フィの小屋からは半日ほどだろうか。


「また、小さくなりましたねえ」


　ダークロアはフィを眺ながめ、胸の前で腕を組くんだ。


　フィはダークロアを見て、その後ろに広がる秋の空と森と草原を見て、呟つぶやいた。


「私はね、出だし惜おしみしないことにしたの」


　フィの一族、羽妖精は、大気と水を操あやつり炎ほのおを生み出すことができたが、その力を使うたびに身体からだが小さくなってしまうのだ。ダークロアが子どものころには、フィは人間と同じだけの身長があった。


「だからって、師し匠しようの場合使いすぎですよ。炊事洗せん濯たく、なんでもかんでも力使うでしょ」


「だって面めん倒どうくさいんだもの。あの家掃そう除じするのだって大変なのよ」


　フィは拗すねたように視線を逸そらした。


「いいのよ、私は。そういうふうに生きるって決めたんだから。もう我が慢まんしないって。精せい一いつ杯ぱい生きるって」


　羽妖精の寿じゆ命みようは人間のそれよりも遥はるかかに長い。そばに人間がいてその成長を見ているうちに、フィは長い時を一人で生きる自分に、つくづく愛あい想そが尽つきたのだと言う。


　それ以来、すっかり魔法を使うことに制せい限げんを設もうけなくなった。


　川風に乗ってフィは飛び、ダークロアの目の前を通り過ぎ、空中でくるくると回った。風に遊ばれる綿わた毛げのように。


　ダークロアは、さっきまでフィが座っていた岩に腰を下ろした。


「見てるこっちはそれなりに辛つらいものがありますよ？」


「それはお互たがいさまよ」


　フィはダークロアの頭の上に寝ね転ころがると、両りよう肘ひじをついて、その掌てのひらの上に顎あごを載のせて言った。


「あんたの生き方を端はたで見てると腹が立って仕方ないわ」


「そこまで言いますか」


「言うわ。あんたは投げやりすぎるのよ、いろんなことに……話を変えましょう、どうせまた平へい行こう線せんだもの」


　わかりました、と同どう意いを返して、ダークロアは言った。


「資料漁あさっているうちに見つけたんですけど、過去に〈滅ほろびの女め神がみ〉との契けい約やくに成功した人間がいたらしいですよ。でもそいつには特とく殊しゆな性せい質しつがあったらしくて――――師匠？」


　フィはダークロアの頭の上から飛び立った。


　ダークロアは――頭上を見上げて、岩から飛び降り、身み構がまえた。


　青い空の彼方かなた、一点の黒い染しみがあった。それはどんどん大きくなり、最終的に巨きよ大だいなイヌワシの姿となった。


　普ふ通つうの種しゆのゆうに三倍の大きさがありそうなイヌワシは、一声鋭するどく鳴くと、ダークロアとフィのすぐそばに降り立った。風に煽あおられて、砂さ礫れきと枯かれ葉はがからからと飛ぶ。


　その背中に乗せられているものを見て、ダークロアは目を見開く。


「ミューシカ!?」


　イヌワシの背にもたれていたミューシカは、弱々しく頭を持ち上げた。血だらけで、髪もいつもの葡ぶ萄どう酒しゆ色いろの輝かがやきを失っている。ダークロアは迷まよわず駆け寄った。


「おいっ、誰にやられた！」


「……わたくしは、大だい丈じよう夫ぶ……それよりも、皇子を」


　ダークロアの手を借かりて、ミューシカはイヌワシから降りた。ミューシカが何なに事ごとか呟つぶやくと、イヌワシは強きよう靭じんな筋肉に支えられた翼つばさを羽ばたかせ、また大空高くに舞まい上がった。


　ミューシカは一人で立ち上がろうとしてよろめき、膝ひざをついた。その傍かたわらにダークロアがしゃがみ込む。


「皇子がどうしたって？」


「エイルセイルの下僕が……まだそばについていると……聞きました」


　血が、灰色の岩の上にはたはたと落ちた。


「〈小さき人〉のことか？　あいつらは主あるじから逃げて……」


「呪のろいによって彼らは縛しばられているんです。エイルセイルの命令が下くだれば裏うら切ぎります！」


　ミューシカは顔を上げて、強い調子で言った。途と端たんに咳せき込こんで、胸を押さえる。白いチュニカに血が滲にじんでいた。ダークロアが手を貸かそうとするのを拒こばんで、ミューシカは言った。


「わたくしはこれでも神、この程度はすぐ治なおります。いいからあなたは早く！」


「こちらは私が面めん倒どう見ておくわ。あんたは行きなさい」


　フィに言われて、ダークロアは頷うなずいた。けれど、彼はもう最悪の事じ態たいを予感していた。


〈小さき人〉たちの動どう揺よう――それに気づいていながら見み抜ぬけなかった自分に舌打ちをして、駆け出した。











「ディディウス、メイヴェーラ！」


　ダークロアが扉を開けたときには、人ひと影かげはすでになかった。












四章　氷の森で真実を







　ディディウスは足を滑すべらせて、そばに生はえていた灌かん木ぼくにしがみついた。


　小屋からは、もうずいぶん歩いた。ずっと登のぼりで、足下はじめじめ湿しめっていて、滑りやすかった。膝ひざが痛かった。


　ディディウスは立ち止まったついでに、呼吸を整ととのえた。振り向くと、空と、自分が歩いてきた地上のようすがよく見えた。


　森の海が延えん々えんと続いていた。すでに葉の落ちた落らく葉よう樹じゆの中に、ぼつぼつと黒い常じよう緑りよう樹じゆの固かたまりが見える。その森を縫ぬうように谷間があって、その近くにフィの小屋があるのだが、今はもうよくわからなかった。微かすかに、谷間の方できらきら輝かがやくものが見えて、水が流れているのだとわかった。


　太陽の位置は高くなっていたが、気温は上がらない。噴ふき出していた汗あせを拭ふいて、風に備そなえてマントで身体を包つつんだ。


　ディディウスが登っているのは、岩がちで、まばらに灌木の生えた丘おかだった。その天てつ辺ぺんに〈種たね〉が待っているのだと〈小さき人〉たちが言ったのだ。


　メイヴェーラが、不安そうに言う。


　――ディディ～、ダークロアに黙だまって来ちゃったけど、ほんとにいいの～？


「なんでいちいちおっさんに一言言わなくちゃならないんだよ」


　なぜか少しむっとして、ディディウスは答える。


「何、おまえ戻もどりたいの？」


　――うーん。ちょっと。だって、なんだかおかしいんだもん。


「おかしいって何が」


　――……妖よう精せいさんたち、口数減へったし。


　ディディウスは、横目で〈小さき人〉たちを眺ながめた。彼らはディディウスの左右と後ろを歩いている。俯うつむき加か減げんで、あまり元気がないように見える。


「……おまえらどーしたの」


「「「えっ」」」


　三人揃そろって、顔を上げる。


　そして、三人揃って、首を振ふる。


「「「い、いやいや、なんでもないったらなんでもないよ」」」


「……ふーん」


　ディディウスは立ち止まって、曲まげていた腰を伸のばした。


〈小さき人〉たちも止まって、鼻をひくひくと動かしながら、ディディウスの一いつ挙きよ手しゆ一いつ役とう足そくに見み入いっている。


「あのさ」


　ディディウスは耳の穴あなに指を入れて搔かきながら、おもむろに訊きいた。


「何か、隠かくしてるだろ」


「「「ええええええええええええ!?」」」


　思いきり絶ぜつ叫きようしてから、彼らはてんでに首を振って答えた。


「そんなこと！」


「そんなことないよ！」


「ああああああるわけないじゃないか！」


　哀あわれになって、ディディウスは優やさしく言ってやった。


「……そこまで動どう揺ようしなくていいからね」


「「「と、とにかく！　あたしらはあんたを騙だまして主あるじのところに連つれていこうなんてしてないからねっ」」」


「……………………ああ、そう。


　まー、落ち着いて。わかったから。おまえらだって好きでしたわけじゃないんだろ？　で、主って？　あの、おまえらに呪のろいをかけた主？　そいつが命めい令れいしてきたのか？」


〈小さき人〉たちは涙なみだ目めでディディウスを見上げ、


「「「う」」」


　うわあああああん、と泣き出した。


「あたしらだって」


「騙したくなんかなかったんだ、でも、呪いのせいで～」


「言うこと聞くしかなかったんだよ、ごめんよごめんよ、許ゆるしておくれよ～！」


　ディディウスは頭を搔いて座すわり込むと、泣き叫ぶ〈小さき人〉たちの頭をむりやり一いつ遍ぺんに三つとも抱かかえた。


〈小さき人〉たちは大きな目にたくさんの涙を溜ためて、口を歪ゆがませて泣いた。


「今朝、林りん檎ごを持ち出してこっそり外で食べてたら、主の鳥がやってきたんだ、小さくて綺き麗れいなのにぎゃーぎゃーうるさいカワセミだよ。そいつがね、あたしらに命令を伝つたえたんだ」


「こぞうを連つれだせって。したくなかったけど、でも抵てい抗こうできないんだー」


「できないんだようっ、きゅうって、心しん臓ぞうが締しめつけられるみたいに痛くなっちゃうんだぁ！」


　ディディウスは、〈小さき人〉たちを強く抱だき寄せた。獣けものくさいにおいがしたけれど、温あたたかかった。ディディウスは、命令になんか従したがいたくないと言っていた、彼らの言葉を思い出した。誰だれだって、誰かの奴ど隷れいになんかなりたくない。自分の意思を超こえて他人に振り回されるのはいやなんだ――そう思った。だからディディウスは、自分にできるだけの優しい声で、言ってやった。


「いいから。もういいから、な？」


「「「ひ～ん、えぐうぐ」」」


　ディディウスのチュニカとマントに塩しお辛からい染しみを作って、やっと〈小さき人〉たちは顔を上げた。


「も、泣くな。ん？」


「「「う、うん」」」


「俺を連れていかないと、おまえらが大変な目に遭あってしまうんだよな」


「「「……うん」」」


「じゃあ、行こう」


　風が吹き抜ぬけて、足あし下もとに積つもった落ち葉をざわめかせた。〈小さき人〉たちは首を捻ひねってディディウスの顔を見つめた。


「「「え……？」」」


「行こう、おまえたちの主のところへ」


　ディディウスは勇ゆう気きづけるように笑って、立ち上がった。土を払はらって、また笑う。今度はもっと明るく。


「あーあ、おまえらの泣いたあとひどいな。鼻水までつけただろ」


「「「あの、でも行くって……あたしらあんたを騙してたんだよ！　〈種〉が呼んでるってのも、そう言えって言われたから言っただけだし」」」


「だって、俺が行かないとおまえらが困こまるんだろ？」


　それなら行くのが当たり前、というふうに、ディディウスは言った。じわ、とまた涙の滲にじみ始めた〈小さき人〉たちを見て、あ、と慌あわてる。


「あ、待て、泣くな。えーと、それにほら、おまえらの主って、あの城の主だろ？　今回のことって全部あいつが黒くろ幕まくっぽいじゃねえか、だから、そいつに会って話を聞かなくちゃ、と思ってさ。な、別におまえらのためってわけじゃないし」


「「「本当かい？　ありがとう！　そうだ、もし、主が何かあんたを傷つけようとしたら、あたしらできるだけ頑がん張ばってあんたを守るよ！」」」


「え……大だい丈じよう夫ぶか？」


　あったりまえさ、と言って、〈小さき人〉たちは胸を叩たたいた。だがそのうちの一人が、猪いのししの顔を傾かたむけて、おや、と声を上げた。


「あれ？　でも、主のところへ行くなら、一度戻ってあの魔ま法ほう使つかいに一いつ緒しよに来てもらってもいいじゃないか、なんで今一人で行くって言うんだい？」


　ディディウスは困こまって、視線を逸そらした。


「なぜって……」


　自分の右の手首に視線を落とした。白い痣あざ。


（なんでだろう。あの魔法使いが嫌きらいだから？　なんか違ちがう。ただ、俺は……）


　戻って、ダークロアに事じ情じようを話して、それで結局だめだと言われたら？　だいたい、ダークロアやフィにわざわざ伺うかがいを立てなくてはいけないなんて、そんな決まりはない。


（何もできないなんて、そんなことない）


　ディディウスの胸には、しこりが残っていた。朝、ディディウスを誘さそい出すときに〈小さき人〉が何なに気げなく口にした言葉が、ひどく気になった。





『頼たより切っちゃうの？』





　すべてを得え体たいの知れない者たちに任まかせて、自分の命も運命も、何もかも預あずけてしまうなんてできるはずがない。彼らに――他人に頼って、振り回されるのはいやだった。それに、どうしても確かめたいこともあった。


　――ディディ、あのね、一度戻ってもいいと思うよ？　それでダークロアにも相そう談だんしてみよう、ね？


　メイヴェーラの、ダークロアを信しん頼らいしきったような口調が、ディディウスにさらに決けつ意いを固めさせた。


　ディディウスは唇くちびるを引き結むすび、首を横に振った。











　上り坂は終しゆう盤ばんにさしかかったところで特に急になっていて、ディディウスは両手両足を使って登らなくてはならなかった。斜しや面めんに生えていた灌かん木ぼくの幹みきを足あし場ばにして、冷たい岩に指をかけて、身体からだを持ち上げた。


　そして、頂ちよう上じように辿たどり着ついた。


「……え？」


　やった、と思う前に、視し界かいの光景に驚おどろきの声を上げた。


　一面の白。


　わかったのはそれだけだ。あまりにも真っ白でわけがわからず、ディディウスはひとまず〈小さき人〉たちに手伝ってもらって、身体を完全に平ひらたいところに上げてから、周囲をもう一度よく見た。


　白い。


　空も地面も区く別べつがつかないくらいに白い空間だった。慌てて、今自分が登ってきた斜面の方を見る。そちらはきちんと岩があってところどころに茂しげみや灌木が見えた。地面には赤や黄色や茶色の葉が積つもり、灌木の上に広がる空は高く青い。


　もう一度、視線を前に戻す。


　白い。


「わぷっ!?」


　顔に吹き付けてきた風は、恐おそろしいほど冷たく、その風まで白かった。


　ようやく、ディディウスは気づいた。


　白いのは、いわゆる、雪だ。


「ゆ、き……」


　生まれて初めて見る雪を顔から払はらい落として、ディディウスは立ち上がった。


　寒い。


　筋肉が休きゆう息そくを求めていると感じたが、寒くてそれどころではない。剝むき出しの頰ほおが、額ひたいが、鼻が、首くび筋すじが、手が、痛い。鼻の奥がキンとする。


　寒さを追い出してマントをきつく身体に巻き付け、ゆっくりと雪の上を歩いた。斜面に近い辺りはあまり積もっていなかったが、それでも足首の辺りまで埋うまった。革かわを巻いているのに、冷れい気きが染しみ込んでくる。


　見み渡わたす限りの、雪せつ原げんだった。


　ただ、奇き妙みようなことに、太さも長さもまちまちの柱はしらが何本も立っている。一番近くの柱をよく見て、ディディウスはそれが柱ではなくて木の幹であるということを知った。


　叩たたいてみたが、節ふしくれ立った表ひよう皮ひは石のように硬かたく、コンコンという音がした。まるで木が氷の中に閉とじこめられてしまったようだった。


（氷の……森……）


　雪が首筋から入り込み、ディディウスは悲鳴を上げた。


「お……おい、おまえらの主が待っているのって、ここか？　どうしてここだけこんなふうなんだ？　下はまだこんなに寒くないぞ」


〈小さき人〉たちは、ぷるぷると身を震ふるわせて、毛皮に載のった雪を払った。けれど雪は次から次へと降り積もり、背せ丈たけの低い彼らは埋まってしまいそうだった。


「「「ここは一年中こうだよ」」」


「どういうことだ？」


　ディディウスがその疑問を呟つぶやくのとほぼ同時に、目の前に一人の男が現れた。


　白装しよう束ぞくを纏まとった、細ほそ面おもての美男。


　最初からいたけれど白さに紛まぎれて気づかなかったのか、それともたった今現れたのか――どちらもありうることだ、とディディウスは思った。


「ご、ごめんね、わざわざここまで来てもらって。寒いよね」


　おどおどと、本当に申もうし訳わけなさそうに、エイルセイルは謝あやまった。


「……なぜ、あんたは俺をここに呼び寄よせた？」


「え？　ええと、そうだね、それは僕がどうして君をあの城に閉じこめておこうとしたかってことにも関係しているんだけど。あのときも、僕は言ったよね？」


　エイルセイルは恥はずかしそうに視線を脇わきに逸そらした。


「僕の目的は、君の魂たましいを滅ぼすことだって。それは結果的に大地を滅ぼすことにもなるんだけど――ああ、またこんなこと言ってばかみたいって思われるかもしれないね……」


「〈種〉を利用するんだろ？」


「あれ？」


　エイルセイルは、逸らしていた視線をディディウスの顔に戻した。


「なんだ、知ってたの？」


「大地を守ろうとしている妖よう精せいと魔法使いがいて、そいつらに聞いた。あんたは、そいつらが守っていた〈種〉を盗ぬすみ出して、俺に植うえ付けたんだろ？　どうしてあんたはそこまでして俺を滅ぼしたいと思っているんだ？　それと……もう一つ、聞きたいことがあるんだ」


「うん、何を？」


「帝てい国こくが、どうしたんだ？　あんたはあのとき何を言おうとしたんだ？　それに、〈種〉に会わせてやるっていうのは……俺を連れ出すためのただの噓うそか？　それとも何か意味が……」


「……少し歩こうよ」


　エイルセイルは言って、ディディウスの返事を待たずに歩きだした。雪の上を、滑すべるように進む。足が埋まらない。


「ああ、そうだ、忘れてた。はい、これで大丈夫」


「大丈夫って何が――ぅあっ」


　ディディウスの身体は雪の上に浮ういた。足の裏うらには柔やわらかな感かん触しよくがあるのに、飛び跳はねても沈しずまない。


「じゃ、行こうか」


　エイルセイルは微笑ほほえみ、氷に閉ざされた梢こずえに視線を彷徨さまよわせながらふらふらと歩きだした。


　――ディディ、待って。


　メイヴェーラが、あとについて行こうとするディディウスを止めた。


　――ついていっちゃだめでしょ、だってあの人ディディを滅ぼすのが目的だって言っていたじゃないっ！


（でも、帝都のことについて知りたいんだよ俺は！　当とう事じ者しやは俺なのに、俺が決めてどうしていけないんだよ！　大丈夫だ、あいつが俺を殺すつもりなら、最初にやっているだろっ）


　――ディディ！


「どうしたの、ディディウス君」


　エイルセイルはなかなか来ないディディウスを振ふり返り、言った。


「来ないの？　僕は君の知りたいことについて教えられると思うよ？」


「……なんでもか」


「う、うーん、そう言われるとちょっと不安だけど、たぶんなんでも……そう、たとえば、君はあの子たちにこう聞いたね、ここはどうしてこんなに寒いのかって」


　エイルセイルは木々を見上げた。


「ここはね、昔むかしは地上の神々の庭にわだった。ところが、地上の神々は滅びてしまって、それ以来、こんなふうにいつも雪が荒あれ狂くるうようになったんだ。神々と一いつ緒しよに、彼らの庭も滅びてしまったんだよ。地上の神々は、地上を見み捨すててしまったんだ」


　エイルセイルは、ふう、とため息をついて、かわいそうにと呟つぶやいた。その言葉に、メイヴェーラは力の限り反はん発ぱつした。


　――滅びてないし、見捨ててない！　メイはここにいるもの、メイも、他ほかのみんなも滅びてないもの！　〈種〉をなんとかするんだもん！　ねえディディ、戻ろう、それでどうやったら〈種〉のこと解決できるのか、ダークロアやメイと一緒に考えよう？　この人はだめ、絶対だめよ。


（どうしておまえに命令されなくちゃいけないんだよ！）


　――命令じゃないわ！


　エイルセイルは歩きだし、ディディウスは結局そのあとを追った。


「一年半ほど前、帝都に、ううん、帝国に何が起こったのか、教えてあげるよ」


　ディディウスは帝都と帝国という言葉に反はん応のうして、立ち止まった。エイルセイルもその場に立ち止まり、ディディウスを振り返った。


「酸さんの波なみ、というものが、帝都を襲おそった」


　さんのなみ。初めて聞く言葉に反応できずにいると、エイルセイルはそれに気づいて説せつ明めいした。


「酸というのが何かわかるかい？　ものを焼く水だよ。その水は本来海の向こうの世界……海かい界かいにあるものだったんだけれど、地上に現れて帝国の南部を覆おおった。勿もち論ろん、帝都もね。酸の波は一年……そう、去年の初夏から一年と少しの間地上に居い座すわって、それから海の向こうに引いていった」





（…………あれ？）





　今、何かとてもおかしなことを言われた気がして、ディディウスは頭の中でその言葉をもう一度反はん芻すうしてみた。


　モノヲ焼ク水。


　ものを焼く水。


　どっと汗あせが噴ふき出た。


「君は今君の中にいる西にし風かぜの女め神がみに助けられて、一いち命めいをとりとめた。女神の体内で、君は時を止められて眠り続けた。ところが君を守っていた女神の肉体も、酸に耐たえきれずすぐに壊こわれてしまってね、君もあぶなかった。僕は、そこを助けたんだ。君の肌はだを酸が焼く前に、あの城に君を飛ばした。その女神も一緒に来てしまったようだけれど。


　僕は君を捜さがしていた。どうしてかわかるかい？」


（わかるわけがない。待ってくれ、そうじゃない、俺のことじゃなくて聞きたいことがあるんだ）


「僕は君に死なれては困るんだ。今度こそ僕が滅ほろぼしてあげるから。ただ死んでしまったのでは、また転てん生せいしてしまうかもしれないからね。だから生かしてあげたんだ」


（そんなことは頼たのんでない、待て。違う、そうじゃなくて帝都のことを。なに？　酸？）


　ディディウスはだんだん気持ちが悪くなってきた。寒さにやられてしまったのかもしれない。風か邪ぜを引いたときのように頭が重くて痛い。そういえば風邪のときは、必ず父は寝しん室しつに見み舞まいに来てくれた。どんなに忙いそがしくても。


「僕は〈種〉を盗ぬすんで、君の身体からだに植え付けた。〈種〉は発はつ芽がして、君の中で大きくなっている。やがてもっと大きくなり、君の魂たましいを食べてしまうだろう。そしたら、君は永えい遠えんにこの世から消える……」


　そういうとき、寝しん台だいのそばの椅い子すに座って、父はじっとディディウスの顔を見ていた。照れて、もう大だい丈じよう夫ぶですから、と言うと、いいや、暇ひまだからもう少し見ているよと見え透すいた噓うそを言った。皇こう帝ていが暇なんて、そんなことはあり得えな――


「そうそう、大切なことを言い忘れていた。君のお父さんね」


　追つい想そうは一いつ瞬しゆんで消し飛んだ。ディディウスはこんなに寒いのに汗を搔かいていることを不思議に思いながら、エイルセイルを瞬まばたきもできずに見ていた。


「死んだよ。酸の波にのまれて。帝都も君のいた別べつ荘そうも焼けてしまったからね、当たり前だけど」


　風が、ごう、と吹き抜ぬけた。頰ほおに雪が当たって張りついた。


　ディディウスは言い切った。


「噓だ」


「噓じゃない」


　エイルセイルは、懐ふところに手を入れて、黒っぽいものを引き出した。


　エイルセイルは、それをディディウスに放ほうった。ディディウスは受け止めた。


　受け止めた衝しよう撃げきで、それはすぐに砕くだけて、粉こな々ごなになった――けれど、それが何であったのか、一瞬しか間ま近ぢかには見なかったディディウスにも理解できた。


　それは、真っ黒に焦こげた人間の肘ひじから先の部分だった。


　そして、ディディウスの掌てのひらには、白い骨ほねと黒い肉の欠片かけらに混まじって、人体の一部ではないものが残った。


　黒ずんだ指ゆび輪わ。


　恐おそる恐おそる、ディディウスはそれを擦こすってみた。金色の輝かがやきが現れた。金色の土ど台だいに、何かがはめこんであった。


　小さな文字と、絵の刻きざみ込まれた親指の爪つめほどの大きさの石だ。


　印いん鑑かんだ。


　ミュドラネ帝てい国こく皇帝の、印鑑だ。となれば、当然それを身に着つけているのは皇帝本人。


　ディディウスは指輪を握にぎり締しめた。見ていなくていいように。


「酸の波なみ間まに漂ただよっていた死体から拾ひろったんだ。あれ、どうかしたのかい？　顔色が悪いね」


　よくわからない、吐はき気けがあった。


　――ディディ？　ディディ！


（うるせ）


　ディディウスはその場に蹲うずくまり、胸を押さえた。エイルセイルが術を解といたらしく、足が雪に埋うまった。


　幼おさない自分の声が、急に甦よみがえった。





　ちちうえ、いつかぼくはちちうえみたいにりっぱなこうていになります。みててくださいね。





　そう、自分は皇帝になりたかった。父ちち帝ていのような思いやりのある皇帝に。どうして皇帝になりたかった？


　理由は簡かん単たんだ。吐き気がするほど簡単で、なのに知らないふりをしていた。





　父上に、認められたかった。





　幼い自分が、頭の中で駆かけまわる。





　ちちうえ、ちちうえ。





　ちちうえ。ディディウスはちちうえがだいすきですよ――……





「……るな」





　ディディウスは呟つぶやいた。呟きは叫さけびとなった。


「ふざけるなぁあああああ！」


　胸の中が空からっぽで、寒い。


　それは絶望と名のつくものだった。


「〈滅びの女神〉はね、苦く痛つうに満みちた魂が大好きなんだよ。そう、たとえば絶望とか。それに絶望は〈滅びの女神〉を勇気づけ、君からは〈滅びの女神〉に抵てい抗こうする力を奪うばってしまう。どうかなって思ってたけど、ほんとにうまくいったね。


　ああ……〈種〉が君を呼んでいるっていうのは、つまりこういうことなんだ。〈滅びの女神〉が、君を求めて呼んでいる。早く絶望しろ、全部喰くわせろってね。ね、噓はついていない」


　後半は、ディディウスには聞こえていなかった。


　白い痣あざが、一いつ気きにディディウスの肌を覆おおった。


　痣は、右の肘ひじから伸のびて、右の肩かた、胸、そして左半身をも包み込んだ。


　ディディウスは、また聴ちよう覚かくも視覚も味覚も嗅きゆう覚かくも触しよつ覚かくもすべて奪われて、ただ〈滅びの女神〉の与あたえる苦痛だけを感じた。右の手首から発した痛みは、雷かみなりのように身体を駆け抜けた。〈滅びの女神〉の変へんじた〈蔦つた〉は、ディディウスの全身を駆け巡めぐった。


　そして。





　――ディディぃいいい！





　その声とともに、全身を巡っていた〈蔦〉が、急に手首のところまで押し戻された。


　ディディウスに五ご感かんが戻ってきた。


　最初に戻ったのは、音だった。


「何が……起こったの？」


　エイルセイルの、呆ぼう然ぜんとした声が聞こえる。


　次に戻ったのは触覚だった。膝ひざまで埋まった雪の冷たさと右手首の熱さが、対たい照しよう的てきだった。


（あつ、い）


　ディディウスは右手を見た。その手首の痣から、雪のように真っ白く、髪かみのように細長いものが、しゅるしゅると吐き出されていた。それは、純白の〈蔦〉だった。


　吐き出された〈蔦〉は長い虫のように空中をのたうち、雪面に潜もぐり雪を搔かき上げた。ディディウスの方に戻ると見せて、また方向を変えて暴あばれる。





　――逃にげて。





　声はディディウスの頭の中に直接響いたが、今までよりも遠くから聞こえてきた気がした。


「……メイ？」


〈蔦〉がまたディディウスの方に向かいかけ、その肌に触ふれる直前で止まり、大きく痙けい攣れんする。まるで、そこに二つの意い志しがあるようだった。


　二つの意志。〈滅ほろびの女神〉とメイヴェーラと。


「まさかメイ、おまえ……！」


　メイヴェーラは、〈滅びの女神〉の肉体に乗のり移うつって、その攻こう撃げきを押さえようとしていた。


　ディディウスは〈蔦〉とそれに乗り移ったメイヴェーラに近づこうとして、背後から引ひき留とめられた。足にくっつき、背中にくっついているのは、〈小さき人〉たちだ。


「「「早く逃げるんだよ、こぞう！」」」


「でもっ！」


〈蔦〉が天に向かって伸び上がり、それからまた落ちて、雪の中に潜り込む。





　――早く逃げて、メイが押さえてるからっ!!





　メイヴェーラの絶ぜつ叫きようが、風となって周囲の雪を吹き散らす。


　その雪が、エイルセイルからディディウスの姿を隠かくす。エイルセイルは舌打ちした――彼にしては珍めずしく。


「〈滅びの女神〉よ、遊ぶなっ！」


〈蔦〉は、まるでその一いつ喝かつが聞こえたように一瞬だけ動きを止めた。そして――





　――きゃあああああああああ!!





〈蔦〉が銀色の光を放はなった。光は〈蔦〉から弾はじき出されるように分ぶん離りした。


〈蔦〉から離はなれた光は〈蔦〉とディディウスとのちょうど中間を漂ただよい、明めい滅めつを繰くり返しながらどんどん縮ちぢんでいった。光の中に人間の輪りん郭かくがぼんやりと見えた。光は徐じよ々じよに薄うすくなり、それにつれて女性の姿がはっきりと見えてきた。


　女性は、雪に触れることもなく、その身体からだは宙に浮いていた。


　結ゆい上げて花を飾かざった長い髪に、長い睫まつげ。ふっくらとした頰ほおに、秀ひいでた額ひたい。


　その肌はだから放つ銀色の光のせいで細さい部ぶはよくわからないが、可愛かわいらしい顔だちだとディディウスは思った。年は、おそらくは十代後半。


　女性は、ちょっとだけ悲しそうに微笑ほほえんで、それからディディウスの頭に直接『声』を送り込んだ。


　――逃げて、ディディ！


　その声は確かにディディウスの知っている声だった。同時に、〈蔦〉が女性の――メイヴェーラの身体に襲おそいかかった。白い〈蔦〉に覆おおい隠されて、メイヴェーラの銀色の光はあっという間まに見えなくなった。〈蔦〉はまるでとぐろを巻いた大だい蛇じやのように雪の上に居い座すわった。


　メイヴェーラは、その〈蔦〉でできた小こ山やまの下だ。


「メイ！」


　ディディウスは雪を蹴けって、走りだそうとした。けれど。


「「「こぞう、逃げるんだよ」」」


　ディディウスの背中を引いて止めたのは〈小さき人〉たちだ。


「うるせえ！　メイヴェーラが！」


「「「ここにいたって、こぞうには何もできない！」」」


「いやだ、放せ！」


「「「こぞうには助けられない、こぞうにできるのは別のことだ！」」」


　そんなことはわかっている、自分は無む力りよくで何もできず、助けられなければ生きてもいけない。この状じよう況きようで何もできない。ダークロアやフィに何も言わずに一人でこんなところまで来て、一人で収しゆう拾しゆうがつかなくなってメイヴェーラに助けられた。ダークロアたちに一言も相談しなかった、それは自分が無力だということを認めたくなかったからだ。


「そんなことはわかってる!!」


　ディディウスは怒ど鳴なった。ディディウスの感情は自分自身に向かっていたが、〈小さき人〉たちは雷かみなりに怯おびえるように身を竦すくませた。


　蛇へびが鎌かま首くびをもたげて次の獲え物ものを探すように、〈蔦〉の先せん端たんが持ち上がった。


「ちびたち」


　落ち着いた声は、エイルセイルのものだ。ディディウスと〈小さき人〉たちが揃そろって振り返ると、彼は弱り切ったような笑みを浮かべて立っていた。


「その辺にしておこうよ。僕は皇子の魂を食わせたいんだ。それに、〈滅びの女神〉も彼のことをおいしそうって言ってたし。さあディディウス君、おいで。君が来るなら、この地上の女神は解かい放ほうしてあげるよ、ね？」


「「「こぞう逃げて！　早く!!」」」


〈小さき人〉たちが、ディディウスの背中を押した。ディディウスは雪の中に埋うまった。顔がひりひりと痛んだ。掌てのひらから指輪が転ころがり落ちた。


「「「こぞう逃げて！　そしてみんなで考えて、どうやったら助けられるのか、どうやったらエイルセイルをやっつけられるのか！」」」


「!?」


　瞬まばたく間もなく、ディディウスは〈小さき人〉たちに押されて、氷の森から転げ落ちた。





　　◇◆◇





　目を開けると、とびきりの美女が、鼻の頭に座っていた。


　蜻蛉とんぼの羽が、白いすじ雲の流れる青空を映うつしている。


　吸い込んだ鼻び腔こうを満みたすのは、緑の腐ふ臭しゆう。冷たい雪はどこにも見えない。


　美女は、背中に生えた羽で飛び立つと、誰かに向かって呼びかけた。


「目覚めたわよ」


　おう、と返事が聞こえた。次に顔を覗のぞきこんできたのは、黒い髪に黒い瞳ひとみの男だ。


（……誰だれだっけ）


　意識がまだはっきりしない。ぼんやりと見つめているうちに、思い出した。


　これはダークロアと、フィだ。


　ディディウスは飛び起きようとして、ダークロアに肩かたを押さえられた。ついで痛みが走る。


「あぐっ」


　腕も腰も背中も痛い。一瞬息もできなかった。ディディウスは目だけでダークロアを見た。ダークロアは頷うなずいた。


「まだ動くな」


「ダ…クロア」


「喋しやべるな」


「ダークロア聞いてくれ、大変なんだ」


「黙だまれ！　勝手に抜ぬけ出してその挙あげ句くこれだぞ！　箱入り皇子が一人で解決できると思っていたのか！」


　厳きびしい顔でディディウスを叱しかりつけるダークロアの後頭部を、フィが蹴けった。


「痛いたっ、ちょっと師し匠しよう！」


「心配していたのならね、そのまま伝えればいいのよ」


「いやあのですね、だからっていちいち殴なぐる蹴るはやめてくださいって」


「ごめんなさいね、ぼうや。こんなばか弟で子しで。それで、大切なことって？　あなたが抜け出して私たちに散さん々ざん手て間まをかけさせた、その埋め合わせをしてくれるような重じゆう要ような情報かしら？」


「……師匠、それは俺のよりたちの悪いいじめ方だと思いますが」


「あら、子どもにはこれくらい言わないとわからないわよ」


「なんでもいいんです、俺のことは、もうばかでいいです、実じつ際さい救いようのないばかなんですから」


　ディディウスの言葉に、フィは鷹おう揚ように頷うなずいた。


「当然ね」


　ディディウスは起き上がることはまだできなくて、背中に枯かれた草と湿しめった落ち葉を感じながら言った。


「お願いです、メイを助けてください。俺を庇かばって、〈蔦つた〉に捕つかまってしまったんです」


　痛みに時とき折おり言葉を詰つまらせながらも、ディディウスは氷の森であったことを話した。












五章　ほんとうは







「……話は、わかった」


　ディディウスから一ひと通とおりの話を聞き、ダークロアはそう言った。


　ディディウスが〈小さき人〉たちに呼び出されて、エイルセイルに会いに行ったこと。帝てい都との崩ほう壊かいを知って、ディディウスが絶ぜつ望ぼうし、その隙すきをついて〈蔦つた〉が生せい長ちようしたこと。メイヴェーラがディディウスを守るために、〈蔦〉に乗り移り、〈蔦〉をディディウスの体たい外がいに押し出したこと。


　ディディウスがそのメイヴェーラを置いて、逃にげてきたこと。


「お願いだからっ、お願いだから早くあいつを助けにいってくれっ」


　ディディウスは焦あせって叫さけんだ。話をする間にダークロアが傷の手て当あてをしてくれて、ディディウスは今は二ふた股またに分かれた木の根ね本もとに背を預あずけ、両足を前に投げ出していた。その身体からだからは、痣あざが完全に消えていた。〈蔦〉がすべて体外に出てしまったからだ。


　話を聞いて、すでにフィは小屋に戻もどっていた。用意をすると言っていた。


「……幸い骨こつ折せつはなかったな。それでも、ここまで歩いて来られたのは奇き跡せきだ」


「ここまで？」


　ディディウスは目を上げて、ダークロアの顔と周しゆう囲いの景色を見た。


　森の中だった。


　ディディウスがもたれかかっているのは、お化ばけが天に向かって百もある手を伸のばしたような風ふう体ていのブナだ。落ち葉で覆おおわれた大地は柔やわらかい。木々の間から、銀色の光が見える。小さな泉が、陽光を映うつして輝かがやいているのだ。その周まわりに生えるのは柳やなぎとハンノキ――


　泉に、見覚えがあった。


「ここって……」


「そう。あと少し歩けば師し匠しようの家が見える。頑がん張ばったな」


　ディディウスは、坂を転ころがり落ちてからのことをぼんやりとしか覚えていなかった。道を辿たどることと、痛い、寒い、ということの他ほかは、何も考えられなかった。


「それだけ、メイヴェーラを助けたいってことなんだろうな」


「俺……」


　ダークロアはにやりと笑って、ディディウスの鼻の頭を指で弾はじいた。


「だけど、今は自分の身体のことを考えろ」


「で、でも俺」


「一度、師匠の家に戻るぞ。話はそれからだ」


「だめだ、今すぐ行こうダークロア、メイが待ってるんだ！　メイだっておまえにすげーなついてただろ、心配じゃないのかよ！」


「心配？　人間が女神の身みの安全を心配するのか？」


「そうだよ悪いか！」


　ディディウスは激げつ昂こうしていたが、ダークロアは感情を乱みだすこともなく言った。


「……色いろ々いろ考えがある。いいから、一度戻ろう。どっちみち、女神が手も足も出なかったんだ、人間がまともに相手できるはずがない」


　ディディウスは顔を真っ赤にしてダークロアを睨にらみつけた。


「おっさん!!」


「なんだよガキ」


　ディディウスが、ダークロアに飛びかかった。


「おい……っ」


　もみ合ったのはわずかの間で、ディディウスはすぐに殴なぐられて、地面に転がった。


「何す……おい、おまえっ」


　ディディウスの手の中には、一本の杖つえがあった。


　ディディウスは尻しり餅もちをついたまま、キッとダークロアを見上げ、杖を身体の後ろに隠かくした。


　ダークロアは呆あきれ返って右手で顔を覆おおった。


「ほんっっとガキだね。返しなさいっての」


「いやだっ」


　ダークロアがディディウスの胸むな倉ぐらを摑つかんだ。ディディウスは杖を両りよう腕うででがっちりと抱かかえ込んで、目を閉とじて叫んだ。


「いやだったらいやだ！　絶対に俺は助けに行くんだ!!」


　ダークロアはため息をつき、胸倉を摑んでいた手を放はなした。ディディウスは反はん応のうがないことに気づいて、そっと目を開けて顔を上げた。


　ダークロアが、満まん面めんの笑顔で立っていた。


　次の瞬間、頑がん丈じようなブーツを履はいた足が、ディディウスの腹ふく部ぶに入った。


「っ!?」


　腹の中のすべての空気を吐はき出して、ディディウスは落ち葉の中で身をよじった。ダークロアは左手で落ちた杖を拾ひろうと、右腕でディディウスの胴どう体たいを抱え、肩の上に荷に物もつのように載のせた。ディディウスの顔がダークロアの背中に当たる。


「……お、おっさん……っ！」


「あー、はいはい黙だまってね、うるせえから」


　ディディウスは身体を捻ひねって抵てい抗こうしようとしたが、その鼻先、目のすぐそばを高こう速そくで掠かすめるものがあって、咄とつ嗟さに目を閉じた。


　そっと目を開くと、それはもう目の前にはいなかった。ただ、手を伸ばせば触ふれられそうな距きよ離りのところにある、小枝の先にとまっていた。


　暗い青せい緑りよく色しよくと明るい空色の翼つばさ、赤茶色の腹、紅こう玉ぎよくを削けずって作ったような嘴くちばしと脚あし。


　それこそ宝ほう石せき細ざい工くのように美しい、一羽のカワセミだった。


　カワセミはその嘴を開けて、甲かん高だかい声で鳴いた。


「伝言ヲアゲルヨ」


　ダークロアは肩に担かついでいたディディウスの身体を腕に抱え直し、その身体を地に下ろして背後に庇かばった。一瞬の対たい応おうだった。


「伝言ダヨ。戻ッテキタラ、オマエノ女神ハ解放シテヤロウ」


「消えろ」


　ダークロアが低い声で言った。カワセミは羽ばたいた。


「伝エタヨ！　戻ッテオイデ、期限ハ明日！　来ナクテモ、〈蔦〉ハ大地ヲ覆おおイ尽つクスヨ。滅ほろブノガ明日カ一年後カノ違ちがイダヨ！　逃ゲ場ナンテ、ナインダカラネ！」


　カワセミはそう言い残し、青い空に飛び去った。


　ディディウスはカワセミの翼が見えなくなるまで、じっと睨にらみ続けていた。カワセミが飛び去ったのは、氷の森のある方向だった。


　そしてその空の下に広がる光景は、今朝までとは違っていた。


「……え？」


　ディディウスは、何度も瞬まばたきをした。それでも梢こずえの向こうに見える光景が変わることはなかった。


　森の木が消えていた。


　木と木の間かん隔かくが、やけに広かった。倒たおれたのかとも思ったが、そうではなかった。根本から消えていた。木は奥へ、東へ行くほどまばらになっていた。


　静かだった。鳥の声も聞こえない。ただ、風が木のうろを吹ふき抜ぬけていくもの寂さびしい音だけが、ひっそりと響ひびいた。


　橙だいだい色いろに色づいた陽光に照てらされて、静かに、森は失われつつあった。


「なんだ、これ……」


　独ひとり言ごとのような問いに、ダークロアが答えた。


「〈滅びの女神〉のせいだ。〈蔦つた〉が木や獣けものや虫の魂たましいを吸すって暴あばれているんだ」


「なんでっ!?　だって俺の身体の中にいたときは、こんなにすごくなかったじゃないか！」


「おまえを喰くって力をつけたのさ」


　ディディウスは、昨日までの森を思い出そうとして――記き憶おくが抜けていることに気づいた。


　自分が歩んだ道みち順じゆんや、あの丘おかの上で何があったかはわかる。なのに、その道どう中ちゆうで何を見てどう思ったか、そこがわからなかった。木々がどんなふうに生はえていて、落ち葉がどんなふうに積つみ重かさなっていて、どんな獣や虫を見たか、見上げた空を飛んでいった鳥の翼は何色か――


　忘れてしまった。


　それが〈滅び〉の力だと、ディディウスは気づいた。あの森を覚えている者は、もう誰だれもいない。ディディウスは必死で何か一つでも思い出そうとした。そして、木の根本にひっそりと生えていた、幼おさない木のことを思い出した。ひょろりと細く、高さは〈小さき人〉の背せ丈たけくらいだった。まだ覚えている。ならばまだ減んではいないのだ。けれど、いつその記き憶おくすら消えてしまうかわからない。忘れてしまったら、それは〈減びの女神〉に食われたということなのだ。


　ディディウスはハッとしてダークロアの顔を見た。


「フィの家の方は……」


「まだ無事だが、いずれやられるだろう。発はつ生せい源げんに近いところから、じわじわと影えい響きようが出てきているんだ。今は……戻ろう。対たい策さくを考えなくちゃ、無む駄だ死じにするだけだ」


　ディディウスは黙り込んだ。そして、拳こぶしを握にぎり締しめた。











　フィの家に着くなり、ディディウスは奥の部屋の寝ね床どこの上に投げ出された。


「あぅっ……」


「痛いのは暴れるからだぞ」


「蹴けったのはおっさんだろ！」


　ディディウスは怒ど鳴なった。そうするとそれがまた傷に響ひびいた。


「……蹴ったの？　ああ、これね。まあ確かに蹴れば痛いわよね」


　ディディウスの腹の横に屈かがみ込み、傷の具ぐ合あいを見ながらフィは言った。


「あら、でも一応加か減げんはしてるのね」


「あのですねー、師し匠しよう俺様のことなんだと思っているんですか？　子ども相手のけが人相手で、本気でびしばし蹴ったり殴なぐったりするわけないでしょう」


「そうですかぁ？」


　やけに間ま延のびした声が、間あいだに入った。


　一度聞いたら忘れられない裏声は、一度会ったきりのディディウスも覚えていた。


「あ、あれ？　あんた、ダークロアと喧けん嘩かしてたのになんでここに……」


　ミューシカは、葡ぶ萄どう酒しゆ色いろの唇くちびるを艶つやっぽく微笑ほほえませて、こんにちは、と言った。


「手ぇ組むことになったんだよ。こいつのこともあるから、一度戻ろうって言ったの」


「…………あ。ごめん、さっきは」


　ディディウスは取り乱していた自分を思い出して、謝あやまった。ダークロアは皮ひ肉にくっぽく笑って、ディディウスの包ほう帯たいを巻き直した。


「よし、じゃあ作戦会議といこう」


　ダークロアは横たわるディディウスの傍かたわらに腰こしを下ろして、あぐらをかいた。


　寝床のそばの窓から外の光が射さし込み、部屋はぼんやりと明るい。ダークロアとミューシカという背の高い人物が二人もいると、狭せまい部屋がより一いつ層そう狭く感じられた。ミューシカは寝床が設しつらえてある方とは反対側の壁かべ、戸口のそばに寄よりかかって立ち、フィは櫃ひつの上に腰を下ろしていた。


「まず、情報のすりあわせからだ。師匠、話しておいてくれましたか」


「ええ。ぼうやがエイルセイルに会って、そのあと何があったのかも」


「よし、じゃあそこまではいいな、ミューシカ」


　ミューシカが、ええ、と頷うなずくのを確かく認にんして、ダークロアはディディウスに視線を移した。


「それでだ。ミューシカは天空神だ」


「て、……てんくう……しん？」


　天空、地上、海界。世界はこの三つに分かれている。天空は父の腕にたとえられ、そこに住すまう神々は、命を与あたえ、刈かり取る力を振ふるうと言われている。


　ディディウスが視線を向けると、ミューシカは手を挙あげてひらひらと指を動かしてみせた。ディディウスが天空神なるものに対たいして想像していたような、恐おそろしげな雰ふん囲い気きはない。


　ダークロアが続けた。


「そう。神の一ひと柱はしらなんだ。ミューシカが俺様と争あらそっていたのは、ある神の命令だったから。その神っていうのが、おまえの前に姿を現あらわしたエイルセイルだ」


「あいつが……」


「霧きりの神。天空の神々をまとめる、天王の副ふく官かんです」


　そう言ったのは、ミューシカだった。


「わたくしはエイルセイル様の企たくらみを知って、ダークロアさんたちに警けい告こくに来たのです。そこへ、ちょうどあなたが抜け出したと聞いて……ダークロアさんとフィさんが捜さがしに行く間、もし戻ったらということで、ここで待たい機きしていたんですけれど」


「そういうわけだ。で、これからのことだな」


　ダークロアは、ディディウスの黄色い髪をつんと引っ張った。


「まずはおまえのことだ。おまえがまた〈種〉の近くに行けば、今度こそのみ込まれてしまうかもしれない。俺様としてはそんな危険は冒おかしたくないんだが――」


「絶対行く」


　ダークロアの顔を見上げて、硬かたい表情でディディウスは言った。ダークロアやフィが何を言っても、まず聞き入れそうにない。


　だめだと言ってもあとをついてきそうな少年に、ダークロアは呆あきれたように、けれどその無む謀ぼうを愛いとおしむように苦く笑しようした。


「ま、いいさ。ただしおまえの役やく目めは生き残ることだ」


「私は反対ね」


「師匠」


「この子が来ても何の意味もないじゃない。ただ、向こうに餌えさを与あたえるだけになるわ。そもそも、〈滅びの女神〉にどうやって対たい抗こうするか、まだ決めてもいないのよ」


「それについてはこれから話し合いましょう。皇子なら放ほうっておいてもついてくるんですし、俺たちであいつを退たい治じできなかったら結局皇子の身だって危あぶないんですから、同じでしょう」


　フィは口を噤つぐんだ。納なつ得とくしているふうではなかったが、ディディウスが想そう定てい外がいの状じよう況きようで現れるよりは、最初から作戦に組み込まれている方がいいと判はん断だんしたのだろう。


「……じゃあ、そちらの天空神はどこまで関かかわるつもり？」


　フィはミューシカに視線を向けて言った。ミューシカはさっきから姿し勢せいを変えず、首だけを傾かたむけて、はい、と返事をした。


「そうですねえ、〈種〉のお話は先さき程ほど伺うかがいました。わたくしには、まだ今ひとつエイルセイル様の意い図とがわかりません。彼は世界を滅ぼすつもりなのでしょうか？　それはいったいなぜ？」


　ミューシカは考え込むように細いおとがいに手を当てて、呟つぶやいた。瞼まぶたは半なかば伏ふせられて、視線は部屋の隅すみを見み据すえる。


「その答えを見つけたいのです。それに、彼と戦える機会があるのなら逃のがしたくはありません」


　言葉の後半で、ミューシカは微笑ほほえんだ。楽しみで仕し方かたがない、といった顔だった。フィは、不ふ快かいそうに眉まゆ根ねを寄せた。


　ダークロアとフィ、それにミューシカは、詳くわしい話を詰つめ始めた。


　戦力外のディディウスは、力なく羊よう毛もうに顔を埋うずめて、頭上でかわされる会話を、ぼうっと聞いていた。


（メイ……）


　初めて見たメイヴェーラの顔は、悲しそうに笑っていた。


　なぜだかやたらと切せつなくて、胸で何かが暴あばれていて、動どう悸きがして――


　ディディウスは、色々な思いか一いつ緒しよくたにのみ込んだ。けれどため息だけは漏もれてしまって、それがまたどうしようもなく寂さびしかった。


（……俺ばかだよな）


（役立たずで、ばかで、気だけ急せいて）


　ディディウスは皇こう帝ていになりたかった、その思いを押し隠かくそうとして、できなくて、中ちゆう途と半はん端ぱに反はん発ぱつしていた。そんなことをする暇ひまがあったら、もっとちゃんと父帝と向き合っていればよかったのに。


　自分自身のプライドや意い地じや保ほ身しんが、こんなにも自分を振り回していた。


　手て遅おくれになってやっと気づいた。でも、まだ間に合うものもある。


（メイヴェーラ、今度だけは、俺、間ま違ちがわないようにしたいんだ）











　作戦会議は日が沈しずみ、さらにしばらく続いた。結局その夜はフィの家に泊とまることになった。


　ディディウスは、夜中にこっそり起き上がった。メイヴェーラのことを考えると、とても眠ねむれなかった。


（寒い……）


　吐はく息は白い。日中よりかなり気温は下がっている。


　寝床の足あし下もとに畳たたんで置いてあったマントを取り羽は織おった。


　部屋には灯あかりはなく、窓まども閉ざされ、星明かりの類たぐいも入らない。ただ、隣りん室しつから漏もれ入いる光で、戸口にかけられた垂たれ布ぬのの縁ふち飾かざりが浮き上がって見えた。


　ディディウスは、寝床の羊毛の上に座り、膝ひざを抱かかえて丸くなった。部屋には他に人ひと影かげは見えない。フィもあまり家では眠らないらしい。それではなぜこの家に住んでいるのかというと、時たま帰ってくるダークロアを迎むかえるためだという。


（……俺にはもう帰る場所もないし、迎えてくれる人もいない）


　寄よる辺べがない――それは〈蔦つた〉を宿やどして死に震ふるえていた今まで以上に不安なことだった。風に吹ふかれて彷徨さまよっても人は生きていける、とダークロアは言った。けれど、ディディウスはやはり一つのところに根を張る方が自分に合っていると思った。


　なのに。


（父上）


　溢あふれてこぼれ落ちそうになる思い出を、拳こぶしを握にぎって胸の中に押し込んだ。


　寒さにマントの前をあわせたとき、さっと、戸口から光が射し込んだ。


　ディディウスは眩まぶしさに腕で目を庇かばって、それから恐おそる恐る腕を下ろした。


「なんだ、起きてたのか。……少し話さないか？」


　戸口の布を巻き上げたダークロアの背後から、暖かみのある空気が入ってくる。


「あ、えっと」


　ディディウスが言いい訳わけじみたことを呟つぶやいていると、ダークロアは戸口の布を下げて、また隣室に戻ってしまった。ディディウスは二呼吸ほど悩なやんでから、立ち上がって隣となりの部屋に入った。


　炉ろに火が入っていた。それが部屋を照らす灯りで、部屋を包む温ぬくもりともなった。


「ほら」


　炉の近くに白と銀の入り混まじった毛皮を運んで、ダークロアはディディウスに声をかけた。


　ディディウスはおずおずと進み出て、その毛皮の上に座った。


　ダークロアは、自分のために敷しいた、赤と黒に染められた毛け織おり物ものの上に座った。卓たくの上に置いてあった、まだ中身の入ったままの杯さかずきを手に取り、掌てのひらで弄もてあそんでいる。杯の中身は果実を発はつ酵こうさせて造つくった酒に、蜜みつを混ぜたものだった。


「……傷は痛むか」


　先に口を開いたのはダークロアだった。ディディウスは顔を上げ、卓のそばに座るダークロアの顔を見ようとした。けれど炉の火は光と同時に濃こい影かげも作っていて、よくわからなかった。


「ああ、うん、でもない……ミューシカさん、は？」


「ミューシカって呼び捨てでいいと思うぞ。あいつは眠りの感覚が違うみたいだから、ついでに色々準じゆん備びしてもらいに行った。結けつ構こう大だい規き模ぼな儀ぎ式しきするしね」


「……なんとか、できるのか？」


「んー。どうだろう」


　ダークロアの言葉で、ディディウスにも、ことが成せい功こうする可能性は低いのだということはわかった。


「……もっと準備する時間があれば、なんとかなったとか？」


「ん？　ああ、もしかして気にしてんのか。おまえがメイヴェーラを助けたいからって、俺たちが明日戦うこと。いいんだよ、どうせ守らなくちゃいけないものあるし」


「……守らなくちゃいけないもの？」


「知り合いのたくさんいる村が、すぐそこにあるもんだから、それ放ほうり出して行くわけにもいかないし。一応、村の方にはもしものときは逃にげろってことは伝えておいてあるけど」


　ディディウスは俯うつむいた。ディディウスに、守るべき場所はもうなかった。


　その暗い雰ふん囲い気きを察したのか、ダークロアが明るく言った。


「しっかしおまえもわかりやすいやつだよなー」


　ディディウスは慌あわてて顔を上げた。


「え、何が？」


「メイヴェーラのこと好きなんだろ？」


「………………………は？」


　ディディウスの頭が真っ白になって、それから顔が真っ赤になった。


「な、なななな」


「赤くなっちゃってー」


「な、なんでそうなるんだよ、俺はただあいつが俺を庇かばってくれたからっ」


「別に変な意味の好きなんて言ってないだろ。なんでそんなに慌ててんだよ」


　ディディウスは耳まで真っ赤になってから、唾つばをごくんと飲み込んで、俯うつむいた。無意味に毛皮を撫なでてみたりする。


「好き、というか……なんか、こう、放っておけないって感じは……あるんだけど」


「お、認みとめた」


　嬉うれしそうに、ダークロアが身を乗り出してディディウスの顔を覗のぞき込んだ。ディディウスは毛皮の毛を引っ張り、時折抜ぬきながら、ぼそぼそと言った。


「いや、俺、なんかあんまり変なふうに否ひ定ていしない方がいいのかなって思ってきたから。俺がメイヴェーラを助けたいのは事実なんだし」


「へえ？」


　ディディウスは手を毛皮から離はなし、膝の上で握った。


「俺、本当は自分がどうしたいのかってことを、ずうっと見ないふりしてた。それは、俺が振ふり回されてきたからなんだ。周囲の状じよう況きようや……何より、自分自身に。俺は……」


　その次に言おうとした言葉を、ディディウスは一いつ旦たんのみ込んだ。


　でも、ここでのみ込んでしまったら、自分の中でもそれを否定してしまいそうな気がした。


「本当は、皇帝になりたかったんだ」


　しかし、ディディウスがむりに皇帝になろうとすれば、元げん老ろう院いんが黙だまってはいなかっただろう。ディディウスの父は迷まよっていたのだ、息むす子こをどう育てるべきか。愛する息子を皇帝にという思いはあったに違いない、しかしもしそうすれば元老院との関係はどうなる？　結局父が決けつ断だんを下くだす前に周囲の世せ襲しゆうを支し持じする派は閥ばつの者たちが動き、ディディウスを次期皇帝に仕し立たてようとした。元老院はその動きを警けい戒かいしていた――父は、息子が生まれて十年経たって、決断した。


　そして言ったのだ、皇帝になるなと。


「仕方ないって言って諦あきらめたけど、でももし俺が本当に皇帝になりたいのなら、周囲になんて言われても皇帝になろうとすればよかったんだ。帝国に何が起こっても自分がうまくやってやるくらいの気持ちで。でも、諦めた。


　……それは、周まわりのせいじゃない、俺自身のせいだ。諦めさせられたんじゃない、俺が自分で諦めたんだ」


　ディディウスは俯いた。膝の上の握り締しめた拳を、ただ睨にらみつけていた。


「今は、メイヴェーラを助けたい。それだけは、諦めたくない。今度こそは」


　それが済すんだらどうするのかはまだわからない。でも、今はひとまず、そこから、もう一度始めようと思った。


　ダークロアは、座ったままそばまで寄よってきたが、俯いたディディウスをどうすることもできず、結局酒を飲んでいた。


　時はゆっくりと流れた。ちびりちびりと飲んでいたダークロアが、一杯目の杯を空からにして、二杯目を注ついだ。ディディウスは、顔を伏ふせたまま言った。


「ダークロア」


「あ？」


「黙って、いたんだろ」


　ダークロアは杯を傾かたむけ、一口呷あおった。


「帝都のこと。知らないわけないじゃないか」


「……そうだな」


「父上……死んだんだな」


「……すまなかった。その……なかなか言えなかったんだ」


　ダークロアは杯の中身を飲み干ほした。苦にがい味がした。


「なんで謝あやまるんだよ」


「……責せき任にん感かんじてんだよ。俺様が……うまく、おまえに伝えていられたら、あそこで〈滅ほろび〉が暴あばれることもなかったか、ってな」


　ディディウスは、やっと顔を上げた。その頰ほおが濡ぬれていなかったので、ひとまずダークロアは安あん堵どした。ディディウスは泣き顔を見られたくないだろうと思っていたからだ。


「……おっさんでも、そんなふうに……落ち込むこと、あんの？」


「俺様でもってどういうことよ」


「だって…いつも、自信たっぷりで」


「……あのねえ」


　ダークロアは、軽く――ほんの軽く、ディディウスの頭を小こ突づいた。


「能力に見合った自信と、過あやまちを過ちと受け止めないのとは、全ぜん然ぜん違うの」


「……そっか」


「そう」


　ディディウスは不思議そうにダークロアを見つめていた。ダークロアはなんだかむずがゆくなった。ダークロアは外がい見けんよりも多くの年を重ねてきたが、子どもを持ったことはなかった。だが、もし何か――そういう存在がいたら、こういうふうに自分を見上げたのだろうかと思った。幼かった自分が、フィを見上げていたように。


　だから、そう思って、ふと、口にした。


「おやじさんは、優やさしかったか？」


　ダークロアのその言葉に、ふらとディディウスの視界が歪ゆがんだ。


　ディディウスは立ち上がって、小屋の外に飛びだした。


「おい――」


　ダークロアの声が、少しだけ焦あせって聞こえた。











　空には月がかかっていて、冷たい光を地上に落としていた。


　梟ふくろうの声は聞こえなかった。


　空気は身を切るように冷たくて、ディディウスはあの氷の森のことを思い出した。


　ディディウスの目は、もう潤うるんではいなかった。頰は少し濡ぬれて、風に吹ふかれると、ひんやりと冷たく感じられた。


　小屋の周囲は切り開かれていたけれど、すぐそばまで森の闇やみが広がっていた。ディディウスはそちらへは行かず、扉とびらを開けてすぐの壁かべに寄りかかっていた。


「あ、なんだ……」


　あからさまにほっとした声が、上から降ってきた。ディディウスは目だけでダークロアの姿を確かく認にんして、ちょっとむっとした声で言った。


「……森に入るほどばかじゃない」


「ああ、そうだな。さっきは悪かった……寒いだろ」


　ディディウスは、羽は織おっていたマントの襟えりのところを引き上げた。


「そうでもない。これあったかいし」


　ダークロアは苦く笑しようした。


「ああ……師し匠しようが呪じゆ文もん込こめてくれたんだよね」


「呪文？」


「ここ」


　ダークロアに言われてたぐり寄せて見ると、確かに、裾すそと襟えりに、金きん糸しの刺し繡しゆうがあった。


「これ、何かの文字なのか？」


「そ。意味は、この子がまがごとから自由でありますようにって……ああ、そうだ、おまえさ、魔ま法ほう覚えてみる気ある？」


「え？」


　ディディウスは顔を上げた。その鼻はなッ面つらを、ダークロアが弾はじく。


「いたっ、やめろよもー！」


「おまえ才さい能のうあるような気がするんだよなあ」


「……さいのう？　魔法使いの？」


「ああ。なんか、俺の契けい約やくしてる妖よう精せいとかが、おまえがそばにいるとちょっと騒そう々ぞうしくて。試ためしてみるか？」


　ダークロアは、右手に持った杖つえを前に突つき出し、すうっと深しん呼こ吸きゆうをした。


「清きよらかなる水みず辺べの母よ。ヴェルペイア。その姿すがたをひとときここに」


　ディディウスの耳に、せせらぎの音が聞こえた。


　足あし下もとの地面に、黒いものが広がる。


　水の染しみだ。


　その染みの中から、緑ろく青しようのような色合いの、細長いものが現れた。それは人の指先だった。染みからは、さらに指から掌てのひら、手首、肘ひじ、二にの腕うでまで出てくる。


　手は、握あく手しゆを求めるように開かれている。


「触ふれて」


「へ？」


　ダークロアは、もう一度言った。


「触れろよ。ヴェルペイアの手に」


　あ、ああ、と頷うなずいて、ディディウスは唾つばをごくりと飲み込んだ。そっと手を伸のばし、指先に触れる。すると曲がっていたヴェルペイアの肘が急に伸び、その手がディディウスの手を摑つかんだ。


　悲鳴を上げそうになって、けれどディディウスはのみ込んだ。


　水の流れる音のような声が聞こえた。


『ああ、落ち着くのう』


　女性の声だった。そしてディディウスを摑んでいた手は人としての形を失って、水となって地に落ちた。


「やっぱ相あい性しよういいみたいだな」


　ダークロアが水が染み込んで黒い染みになるのを見届けて、言った。


「今、なんか落ち着くって……」


「聞こえたか？　ヴェルペイアの声だよ。おまえを気に入ったらしい。妬やけるねえ」


　ダークロアは笑って、ディディウスの背中を叩たたいた。


「妖精っていうのはな、世界を支ささえているんだ。神々ほど直接力を振ふるうわけじゃないが、世界の運うん行こうを助けている。いわば、この大地そのものみたいなものなんだ。で、おまえはそういうやつらと相性がいい、これってすごいことなんだ」


　ディディウスは、先程ヴェルペイアと触れ合っていた掌をじっと見つめた。ヴェルペイアの手は冷たくて、触れているとすうっと心が落ち着いた。


　魔法なんて信じるな、インチキだまやかしだ――そう言われて、十四年育ってきた。それが、この一いつ瞬しゆんの触れ合いであっさりとどうでもいいものになってしまった。掌に残った冷たい感かん触しよくはインチキなどではないし、この穏おだやかな心ここ地ちもまやかしではない。


　なぜこんな気分になるのかわからない。それは、メイヴェーラのことを考えたときの締しめつけられるような胸の苦しさではなくて、もっと身み近じかで、あけっぴろげな喜びだった。


　命に触れている、世界に触れている――それは、なんだかとても嬉うれしくて、そしてごく普ふ通つうのことだった。日ひ溜だまりが暖あたたかくて気持ちがいい、というのと、ほとんど同じだった。


「魔法は、契けい約やくだ。自分にはできない分ぶん野やで、妖精に助けてもらう、その代わり自分にできることを妖精のためにしてやる。それは、自分が一人で生きているわけではないと認めることだ。魔法の基き本ほんは、自分が世界から影えい響きようを受けて、支えられて生きているということを認めることなんだ。


　どうだ？　習ならってみるか？」


　ディディウスは、慌あわてて頷うなずいた。


「……習ってみたい、かもしれない」


「じゃ、今からな」


「え？」


「どうせ眠れないだろ？　今晩、俺様が基き礎そだけ教えてやるよ。もしかしたら――」


「？」


　ダークロアは笑みを消した。


「もしかしたら、おまえなら〈滅ほろびの女め神がみ〉と契約を結むすべるかもしれない」


　ディディウスは無意識に自分の右手首を左手で摑つかんでいた。


「かつて、〈滅びの女神〉との契約に成功した人間がいたんだ。そいつはおまえのように妖精や地上の神々に愛される性せい質しつがあって、それゆえに〈滅びの女神〉の望む代だい償しようを差し出すことができたらしい。そいつが代償として何を差し出したか、契約のあとどうなったか詳くわしいことはわかっていないが、とにかく〈滅びの女神〉は契約によってそいつの言葉に従したがい、一定期間、滅びの力も使わなかったそうだ」


「……つまり、俺に〈滅びの女神〉と契約を結べと？」


「決めるのはおまえだ。わかっているだろうが、これはかなり分ぶの悪い賭かけだ。おまえは初しよ心しん者しや、相手は〈滅びの女神〉、しかも代償がわからない。だが、正直言って他に方法はない。ま、何かあった時は俺様を恨うらめよ」


　やっぱりこの男は大だい嫌きらいだ！　とディディウスは思った。今まで頭ごなしに命令してきたくせに、肝かん心じんなところはディディウスに決断を任まかせてしまうのだ。


「どうだ、皇子様。賭かけるのはおまえの人生、勝てば地上の安全がついてくる。乗ってみるか？」





　　◇◆◇





　メイヴェーラは微ま睡どろみの中にあった。


　懐なつかしい木の葉のざわめき、雨が幹みきを打ち、葉を打つ、その歌のような音。


　冷たい、涼すずやかな空気――蟻ありたちが幹を這はい、鳥が巣すを作る、その賑にぎわい。


（ああ）


　遠い昔メイヴェーラに施ほどこされた封ふう印いんは、メイヴェーラの肉体を森の中の数ある樹じゆ木もくの一つに変えた。


　賑やかな森の中でひっそりと過ごす日々は、それなりに幸福なものではあった。


　ただ、ずっと、同どう族ぞくに会っていなかった。それが少し、寂さびしかった。


　そんなある日、メイヴェーラは彼に出会った。


　あれは木こ漏もれ日びが地面に飛び出た根に影かげを作っていた、穏おだやかに晴れた日だった――


（ああ、違ちがう、それは朝まで）


　そう、朝まで。昼過ぎから、太陽はごろごろと唸うなる雲の向こうに隠かくれてしまって、最初の一ひと滴しずくが大地を濡ぬらしたころには、カケスたちも巣に戻もどってしまっていた。


　さえずる者もいない森の中に一人の少年が現れたのは、土ど砂しや降ぶりの夕方だった。


　人間など見るのはとてもとても久ひさしぶりで、メイヴェーラは嬉うれしさの余あまり、ちょっとだけ魂たましいと肉体を切り離してみた。樹木の姿でも会話する方法はあったけれど、少年が恐おそれてしまうかと思ったのだ。


　木に封印されてしまう前の本来の姿で、メイヴェーラは少年に話しかけた。


　――ねえ……君。


　枝の下で雨あま宿やどりをしようとして、結局葉から滴したたる雫しずくに散さん々ざん濡らされていた少年は、いきなり呼びかけられて、驚おどろいた顔で振り返った。


　綺き麗れいな、森の緑色の瞳ひとみをした少年だった。


　でも少年の口から出た言葉はメイヴェーラの知っていたどの人間の言葉でもなかった。長い時の移り変わりの間に、話されている言葉も変わってしまったのだ。そういうわけで、久しぶりの会話は身み振ぶり手て振ぶりになってしまった。


　幾いく度ども、森の木の下で会った――少年はやがて青年になった。メイヴェーラは彼から、今人間たちの間で話されている言葉を学まなび、一通り扱あつかえるようになった。


　メイヴェーラの姿はその間もずっと同じで変わらなかったけれど、彼は何も訊きかなかった。彼はいつだったか言ったことがあった。


　君のことが好きだよ、と。


　嬉しくて手を伸のばしたら、魂の状態では触れ合うこともできなくて、それがひどく切なくて、自分も彼を好きなのだということに気づいた。


　封印され、樹木に姿を変えたメイヴェーラの身体からだにもたれて、彼はよく居い眠ねむりをした。その間、メイヴェーラは枝を伸ばして、できるだけ彼が日ひ陰かげに入るようにして見守っていた。本当の身体ではないけれど、とにかく彼のそばにいて、触れ合っている。それが、なんだか幸せだった。


　青年は、あっと言う間に壮そう年ねんになった。


　忙いそがしくて顔を見せることは希まれになってしまったけれど、彼はそれでもたまにやってきては、しばらく微ま睡どろんでいった。二人の――一人と一柱の関係は、親子のそれのようなものになったけれど、メイヴェーラは幸せだった。


　ある日、彼は赤あかん坊ぼうを抱だいてやってきて、言った。


　子どもが生まれたのだと。


　メイヴェーラはその子を祝しゆく福ふくし、西風の加か護ごを与あたえた。


　ただ、その子は少しだけ、不ふ吉きつな感じがした。将しよう来らい何か、大変なことに巻き込まれてしまうように思われた。


　メイヴェーラはそのことを彼に告つげた。彼は顔を曇くもらせた。メイヴェーラは彼に何か申し訳ないことをしたような気がして、慌あわてて付け加えて言った。


　――大だい丈じよう夫ぶ、メイが守ってあげるから。何かよくないことが起こっても、メイがこの子を守ってあげる。


　そう、約束したのだ。


（ああ――）


　それから七度白い花が咲さいたある日、メイヴェーラが祝福を与えた赤あか子ごが、少年になってやってきた。


（ああ、よく似ていたね、あの夏の森の瞳ひとみが――）


　メイヴェーラは少年の前に姿を現さなかった。出会って、また少年の父親のように、年を取って、いつか別れがくるのが、少し怖こわかったから。少年は偶ぐう然ぜんなのか、それとも父親に教えられたのか、メイヴェーラの木の下を、昼ひる寝ねの場所に定さだめた。


　それからまた、幾いく度ども季節が巡めぐり変わった。


　そうして、あの、焼ける水が襲おそってきたのだ。











　メイヴェーラは目を開けて、一時の微ま睡どろみから覚めた。


　頰ほおが濡れていた。魂たましいになっても、涙なみだは流れるのだと、メイヴェーラはもうずいぶん昔から知っていた。ディディウスの父が少年とか青年とかだった昔、メイヴェーラは魂の状態でも涙が出るのだと知ったのだ。そのときのことはよく覚えている。泣き顔を見せるのが恥はずかしくて顔を伏ふせたら、彼は触ふれられないのに手を伸のばしてきて、ちょうど涙を拭ぬぐうように指を動かしたのだ。


　彼はもう死んでいる――メイヴェーラはそれを神ゆえの力で知っていた。それでも、やっぱりメイヴェーラは彼のことがとてもとても好きだった。


　メイヴェーラを取り巻いていた〈蔦つた〉は、椀わんを伏せたように半球状に絡からまりあって、檻おりとなって、落ち着いた。


　メイヴェーラは魂だから物ぶつ質しつである〈蔦〉を通り抜ぬけられるはずだったが、そうすると魂を吸い取られてしまう。肉体がなければ、物質に影えい響きようを与える魔ま法ほうは使えない。どうにもできず、メイヴェーラは檻おりの中で蹲うずくまっていた。


　凍こおりついた木々の間のやや広い空間に、その檻はあった。周囲は一面の雪に埋うめ尽つくされている。凍りついた木々の銀色の肌はだにも、純白の〈蔦〉にも、雪は降り積つもっていった。


　メイヴェーラの魂は傷ついていた。衣ころもが裂さけ、血が流れていた。魂の傷が回かい復ふくするには、神といえど長い時が必要だった。


　魂を傷つけ、その力を奪うばったものは、今メイヴェーラを取り巻いている檻であり、檻の近くに立っている、エイルセイルだった。


「目が覚めたかい？　ひどいことしてごめんね」


　エイルセイルは本当にすまなさそうな、泣きだしそうな顔でそう言った。


「君は皇おう子じを呼び寄せるための餌えさだから、大切に扱あつかいたかったんだけど……あんまり暴あばれるものだから、本当にごめんね。僕は霧きりの神、エイルセイル。君を取り巻いているのは、〈滅ほろびの女神〉だよ。今は〈蔦〉の形を取っているけどね、一応話は通じるよ。気まぐれらしくてあまり聞いてくれないけれど」


　――……滅びのにおいがする。


　メイヴェーラは自分を囲かこっている〈蔦〉から、異い様ようなにおいを嗅かぎ取っていた。ディディウスの身体の痣あざからも、同じにおいがした。


「あれ？　思い出してしまったの？　おかしいな、地上の神々と大地が持っていた〈種〉に関する記き憶おくは何もかも僕の霧が覆おおい隠かくしてしまったはずだったんだけど――」


　――記憶はなくても、いやなにおいだってことはわかるわ。


「へえ。そういうものなんだ」


　――そういう……ものよ。教えて、あなたの目的は……何？


「ディディウス君の魂と、地上を滅ぼすこと」


　――それはあなたが天空の神だから、地上を憎にくんで……？


「それも、ないわけじゃないよ」


　――なら……。


　他にも理由があるの、と訊きこうとしたが、瞼まぶたの重さに耐たえきれず、ふう……と長いため息をついて、メイヴェーラは目を閉じた。


　メイヴェーラはさざ波を聞いていた。


（ああ……海が）


　海が、死者の行くべきところが、メイヴェーラを呼んでいた。


　波なみ音おとを拒こばむように、メイヴェーラは両耳を両手で塞ふさいだ。


（行けないよ。もう一度会いたいんだもん……ダークロアに、ディディに……）


　それでも波音は絶たえず聞こえてきて、メイヴェーラを母なる海に誘いざなった。ふと、海界の神々も死んだら海に帰るのかしら、と考えた。


　本来ならば、一年半前、海界に行くべきだったのだ。けれど、メイヴェーラはそれを拒んだ。よほど強く念ねんじなければ、神でも簡かん単たんに海界に引っ張られてしまう。メイヴェーラは強く願った。夢む中ちゆうでディディウスの体内に潜もぐり込み、それでやっと乗りきったのだ。


　ディディウスという肉体を失って、メイヴェーラはまた海界に引っ張られていた。意い志しを強く持っていなければ、すぐさま飛んでいってしまいそうだった。魂はほんの一ひと瞬まばたきの間に海界へ行くことができる。それだけは、この〈蔦つた〉でできた檻おりによっても邪じや魔まされることはないはずだ。


（飛んでいってもいいかもしれない……）


　もう、メイヴェーラはディディウスを守ったのだから。


　小さな呼び声に、メイヴェーラはそっと目を開けた。


　籠かごの向こうに、泣きだしそうな顔の――いや、実じつ際さい泣いている、三人の〈小さき人〉たちがいた。


「大丈夫。ね……？」


　メイヴェーラは優やさししく微笑ほほえんだ。












六章　目覚めの風







　ディディウスはあまり眠ねむくはなかった。不ふ思し議ぎと意い識しきが高こう揚ようして、昨夜ほとんど眠らなかったのに、辛つらくはなかった。


　ミューシカが駆かけ込んできたのは、夜明けとほぼ同時だった。


　そのときダークロアとディディウスは朝食を摂とっていた。皿に残っていた豆と肉のスープを慌あわててスプーンでかき入れて、ディディウスは立ち上がった。ダークロアは荷にを肩かたに背せ負おい、フィもその肩に留とまった。フィは〈滅ほろびの女め神がみ〉と契けい約やくを結むすぶという、昨夜の話を知らない。フィはディディウスを巻き込むことに反対だからと、ダークロアがディディウスを口止めしたのだ。


　ミューシカは懐ふところから幾いくつかの包みを出すと、それをダークロアに押しつけた。用意していた魔法の品しなのようだった。


「急ぎましょう、〈蔦つた〉が……こちらに向かってきています」


「わかった」


　頷うなずいて、ダークロアは戸を開けて外に出た。ディディウスもそのあとに続く。


　小屋の外、東に広がる森を見て、ディディウスは背せ筋すじが震ふるえた。


　森はまだ小屋に近い辺りは無事だった。だが、森の奥の木々は五ご割わり方がたが消え失うせていた。


〈蔦〉が、木々の魂たましいを吸い取っているのだ。白く長く、髪かみの毛のように細い〈蔦〉が、時とき折おり大地を割わってぼこりと現れてはまた潜もぐっている。一羽の鳥がその〈蔦〉に捕つかまり、身体からだを貫つらぬかれて地に倒たおれた。悲ひ鳴めいを上げて翼つばさで大地を打っていたが、やがておとなしくなり、死体は落ち葉の間で砂になって崩くずれ去った。そして誰だれからも忘れ去られた。


「ディディウスさんはこっちに乗ってください」


　ミューシカに引っ張られて、ディディウスは小屋の裏うら手てに連つれていかれた。そこでは巨きよ大だいなイヌワシが羽はねを休めており、ミューシカを見ると待ちくたびれたように鳴いた。


　ミューシカはディディウスを抱だき上げて、イヌワシの背に乗せた。ミューシカ自身もその後ろに乗って、一声かけた。するとイヌワシは大きな翼を広げ、空を打ち、飛び立った。


「……っ」


　頰ほおを叩たたく風に、ディディウスは思わず目を閉とじた。それからゆっくりと開くと、ディディウスとミューシカを乗せたイヌワシの身体は、もうフィの小屋の屋根を越こえていた。


　地上のダークロアが、杖つえを持った手を振ふって、声を張り上げた。


「あとで会おう！　言ったこと忘れるな！」


「ダークロア、俺……」


　ディディウスが最後まで言い終える前に、イヌワシはもう一度力強く羽はばたき、風に乗って天高く舞まい上がった。


　額ひたいと頰を打つ風の冷たさは、澄すんだ湧わき水みずのようだった。爽さわやかで、心ここ地ちよく、それでいて冷つめたすぎて痛い。


　イヌワシは、暴あばれる〈蔦〉を遥はるか下に、風を捕とらえて、ほとんど羽ばたくこともなく滑かつ空くうしていた。


　谷に沿そって青みがかった靄もやがかかっている。高こう所しよから見ると、〈蔦〉の影えい響きようがよくわかった。平たいらな森の中に、ディディウスが登のぼった丘おかが一つだけ飛び出して見えた。その頂上は白い霧きりのようなもので包つつまれている。吹ふ雪ぶいているからそう見えるのだろう。その丘を中心として、森が消えていた。消えている地ち域いきは円えん形けいに広がっている。中心に近づくほど、木々の密みつ度どが低い。


　頭上の空はいやになるくらい青く、北と東と南は山に囲かこまれていた。風が強く、振り落とされないようしがみついているので精せい一いつ杯ぱいだ。東の山の肩を、朝あさ陽ひが金色に染そめ上げていく。黄金色は山やま並なみから、森の木々の上を優やさしく撫なで、広がっていく。太陽は、見る間に山の陰かげから完全に姿を現あらわした。光は一いつ気きに溢あふれ、大地のすべてを照てらした――そしてその間にも、ディディウスとミューシカを乗せたイヌワシは、昨日ディディウスの行った氷の森の頂上に近づいていた。


「ディディウスさん、あそこは気き流りゆうがおかしいので、この子は近づけません」


　ディディウスは前方を見み据すえたまま、頷うなずいた。


「わかった。飛び降りるんだな？」


「ええ。ただしあなたはこの子の上でわたくしたちを待って――」


「それはできない」


「は？　あ、ちょっと――」


　視し界かいが純じゆん白ぱくに染め上げられた。ミューシカの制せい止しする腕うでをすり抜ぬけて、ディディウスはイヌワシの背中から飛び降りた。


　イヌワシがぎりぎりまで降こう下かしていたのと、雪がクッションになってくれたおかげで、どこか痛めることもなく、足から着ちやく地ちできた。


　ディディウスは雪せつ原げんに立ち上がった。


　目を凝こらせば、前方に一人の男が立っている。その傍かたわらには白い〈蔦つた〉と雪に埋うもれてしまいそうな、メイヴェーラ。


「エイルセイル！」


　ディディウスは、吹雪ふぶきに負けないように声を張り上げた。


　エイルセイルはディディウスを見た。ディディウスは頰ほおに張りつく雪を無む視しして、エイルセイルの下もとに歩いていく。


「来てやったぞ、メイヴェーラを放はなせ！」


　ディディウスはあらかじめ厚あつ手でのマントを着き込こんでいたが、それでも寒さに凍こごえてしまいそうだった。頰が凍こおりつき、震ふるえて、声がうまく出ない。


　メイヴェーラは、〈蔦〉の作った檻おりの中で、ぐったりと横たわっていた。重そうに頭を上げて、ディディウスの姿すがたに気づいてハッと息をのむ。


「メイ」


　ディディウスは檻の前に屈かがみ込み、メイヴェーラと視線を合わせて言った。


「迎むかえに、来たぞ」


　――ディディ……！


　メイヴェーラは苦しそうに愛あいらしい顔を歪ゆがめ、エイルセイルは嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。


「来てくれてありがとう。それにしても本当によく似にているね」


　ディディウスは精一杯背せ筋すじを伸のばして顔を上げた。寒さゆえに身体は強こわばり、ともすれば、すぐに前まえ屈かがみになってしまいそうだった。


　エイルセイルは城で初めて会ったときと同じように、ディディウスの顔をゆっくりと眺ながめた。ディディウスはエイルセイルを睨にらみつけながら言った。


「誰に似ているって言うんだ」


「もう死んだ人だよ。似ているのは当たり前なんだけど。君の前ぜん世せは彼女なんだし」


「…………………何？」


「ま、いいさ、僕もなかなか未み練れんがましいなあ」


　恥はずかしそうに、エイルセイルは俯うつむいた。そして――


　メイヴェーラの周まわりで互たがいに絡からみ合って檻を形かたち作づくっていた〈蔦〉が一度天に向かって伸び上がり、それから一いつ斉せいにディディウスの周りに落ちてきた。


〈蔦〉はディディウスを取り囲み、メイヴェーラのときと同じような檻を作り上げようとする。


　――ディディ！


　メイヴェーラは叫さけんで、〈蔦〉と〈蔦〉との間に残っていた隙すき間まから、ディディウスのいる檻の中に飛び込んだ。隙間はその直後に伸びてきた〈蔦〉によって閉ざされた。新しくできた檻の中に、メイヴェーラとディディウスの二人が閉じ込められてしまった。


「何やってんだよ、おまえこっち来たらだめだろっ」


　――だってディディ一人じゃ何もできないじゃないっ！


「な……何もできないできないって連れん呼こするなよっ、そりゃできないけどっ」


　――だから、メイがディディを守ってあげるの。


　メイヴェーラの頰ほおが濡ぬれていることに気づいて、ディディウスは反はん論ろんをのみ込んだ。


「……おい」


　涙を拭ぬぐってやろうと指を伸ばしたら、肌はだを通り抜けた。それでようやく、ディディウスは触ふれられないのだということを思い出した。


「……えっと。その、今なら一いつ緒しよにいて〈蔦〉が邪じや魔ましてないんだし、俺の身体の中に戻もどれる……よな？」


　――……うん。


　メイヴェーラはディディウスの胸の上に両の掌てのひらを置いて、目を閉とじた。身長はちょうど同じくらいだったが、メイヴェーラの身体は雪せつ面めんから浮ういていたので、目線はメイヴェーラの方が上だった。メイヴェーラのぽってりした唇くちびるがディディウスの目の前にあった。造ぞう作さくのあでやかな繊せん細さいさが印いん象しように残った。その姿が蜃しん気き楼ろうのようにふらりと揺ゆらぎ、次の瞬しゆん間かんにはメイヴェーラの姿は銀色に輝かがやく光となった。光は瞬またたきながらディディウスの胸の中に吸い込まれていく。


　思いきり空気を吸って止めたときのような、胸がいっぱいになる感覚があって、消えた。


　そのとき、自分のものではない記き憶おくが、ディディウスの脳のう裏りに流れ込んできた。





　緑の、ざわめき。


　頰に落ちるまだらの陽光。


　微かすかな羽は音おとを立てて、顔の周まわりをめぐる羽は虫むし。


　ディディウスが、いつも授業を抜け出しては、昼ひる寝ねしていた巨きよ木ぼくの根本。


　そこに、いつものように身み軽がるな格かつ好こうのディディウスがいて、しあわせそうに寝ころんでいる。


　いつもの昼下がり。


　変化は唐とう突とつに訪おとずれた。


　最初に、風がやんだ。


　次に、突とつ如じよ成長してきた雲が、陽光を隠かくした。ディディウスの頰に落ちる木こ漏もれ日びも消える。


　鳥が、一声鳴いた。それがきっかけであるかのように、鳥たちが鳴きかわして梢こずえという梢から飛び立ち、獣けものたちが唸うなりながら藪やぶの間を駆かけ抜ぬけていく。


　ディディウスが、ぴくりと身じろぎした。


　だがその瞼まぶたが開かれる前に、腹はらに響ひびく音とともに、木々を薙なぎ倒たおして酸さんの波なみが押し寄せた。


　木が動いた。


　ディディウスが枕まくら替がわりにしていた巨木の根が、ぐにゃりとひとりでに曲がった。巨木の幹みきは左右に二つに分かれた。触しよく手しゆで獲え物ものを捕とらえて喰くらうかのように、根がディディウスの身体からだを摑つかんで、裂さけた幹の中に押し入れてしまった。


　そうして、幹は静かに閉じた。樹じゆ皮ひが閉とじ目めを覆おおい、酸の波から命を守る鎧よろいとなった。


　遅おくれて、酸の波が、その木をものみ込んだ。


　白い煙けむりが上がって、すべてが、見えなくなった。





　ディディウスは流れ込んでくる記き憶おくを受け止めるように、胸を押さえた。


「まさか、あの木が――」


　メイヴェーラは自分を守っていたと言っていた。それにメイヴェーラはなぜだか知っていたのだ、ディディウスが森の奥の木のそばで、一人泣いていたことを。


「俺を――守ってくれたんだ……」


　ありがとう、と言う前に、メイヴェーラの声が頭の中に流れ込んできた。


　――ディディのばか。


「……な」


　ディディウスは絶ぜつ句くした。


　――ディディのばか、折せつ角かくメイが助けてあげようとしてたのに、なんで戻ってくるのよ！


　メイヴェーラは本気で怒おこっていた。照てれ隠かくしの類たぐいではないと知って、ディディウスも苛いら立だちを叩たたきつけるように怒ど鳴なった。


「お……おまえ本気で俺が戻ってこないとでも思ってたのかよ！」


　――だってそれじゃあメイはなんのために身体張ってディディを逃にがしたのようっ！


「応おう援えん連つれてくるためだろっ」


　――おうえん？


　メイヴェーラが聞き返した直後、エイルセイルを葡ぶ萄どう酒しゆ色いろの槍やりが襲おそった。


　幾いく本ほんもの槍がエイルセイルの肌を裂さき雪に刺ささった。すべて、背せ丈たけの倍ばい以上もある槍で、鋭えい利りな穂ほ先さきも赤黒く光っていた。


　その一本が、エイルセイルの腹を背後から刺し貫つらぬいた。


「…………」


　エイルセイルは衝しよう撃げきに一歩前に進んでから、首を曲げて後方を振ふり向いた。


「ミューシカ」


「そういうわけで、もう一度戦ってほしいんですの」


　ミューシカは自みずからの髪かみを数本引きちぎると、髪を持った手を振った。髪はまるで凍こおりついたかのように硬かたくなり、長く太く鋭するどい、葡萄酒色の槍となる。


　エイルセイルは腹に刺さった槍を一気に引き抜き、雪の上に放ほうった。血がぱしゃぱしゃと飛んで雪を溶とかした。


　エイルセイルは、腹の傷などなかったかのように、まっすぐ背せ筋すじを伸ばして立った。


「あー……どうしよう。今度はほんとに殺ころしてしまうかもしれないよ？」


「先日は手て加か減げんなさいましたね？」


　ミューシカが手にした槍をしごいて訊きいた。葡萄酒色の虹こう彩さいは戦いを前にした興こう奮ふんを映うつしてか、熱く煌きらめいている。


「そっか……仕し方かたないね」


　エイルセイルは苦く笑しようして、ため息をついた。その吐と息いきが霧きりとなって純白の大おお鎌がまとなって、エイルセイルの手の中におさまった。


「じゃ、行くよ」


　鎌が煌めきもせず、空を薙いだ。ミューシカは飛んだ。


　メイヴェーラは、ディディウスの身体を通してミューシカを見ていた。ディディウスは檻おりの隙すき間まから飛び込んでくる雪と風に目を細ほそめながら、勇気づけるように言った。


「な、だから大だい丈じよう夫ぶだって……」


　言葉は、最後まで続かなかった。ディディウスの足首に、〈蔦つた〉が絡からんだ。


〈蔦〉は足首からすね、ふくらはぎ、膝ひざ、腿ももと這はい登のぼり、胸に達たつした。〈蔦〉の先せん端たんは手首のところで皮ひ膚ふと溶とけ合った。


　――ディディ！


「来たな。大丈夫だ、なんとかする……っ」


　ディディウスは、不ふ快かい感かんに吐はきそうになった。〈蔦〉はディディウスの皮膚と溶け合い、血と混ざり合い、身体中の血けつ管かんを駆け巡めぐる。さらにはディディウスの魂たましいに届き、根を張った。


　身体中に、再び痣あざが浮かぶ。


　皮膚の下で、肉の間で、〈蔦〉がうごめく。魂を吸きゆう収しゆうしようと這はいずり回り、ディディウスはそれを防ふせごうと意識を集中した。だが〈蔦〉はすでにディディウスと一体化していて、切り離はなせない。


　以前も味わった激げき痛つうが、再び襲おそってきた。五ご感かんを失うのも、以前と同じ。音が聞こえなくなって、目の前が真っ暗になって、痛み以外の何もわからなくなる。上下すらわからなくなる。永遠の孤こ独どくの中に一人取り残されたような不安が意い識しきを満みたし、何もかも放ほうり出したくなる。


　違ちがう、とディディウスは否定する。今自分が立っている、雪の冷たい感かん触しよくを思い出そうとする。空気を吸ったときの鼻の奥おくの痛みも、打ち身の痛みも、すべて思い出そうとする。この世に闇やみしかないように思われた感覚が次し第だいに薄うすれて、ディディウスはいつの間にか閉じていた目を見開いた。


　きちんと見える。世界は存在する。


（負けるもんかっ）


　意志は固かたい。それでも、身体からは力がどんどん抜けていく。ついにディディウスは膝をついた。


　胸の奥にじわりと憎ぞう悪おが浮かんだ。痣が憎にくかった。〈滅ほろびの女め神がみ〉が憎かった。身体を走り抜ける激痛を与あたえてくるのはこの女神で、メイヴェーラを傷つけたのも、森を消したのも、すべてこの女神なのだ。


（滅んでしまえっ、おまえなんか滅んでしまえっ！）


　ディディウスは胸の中でそう叫さけんで――そして、思い出した。


〈滅びの女神〉は、誰だれにも滅ぼせない。


〈滅びの女神〉に引きずられてしまってはだめだ。


（落ち着かなくちゃ。ダークロアの言葉を思い出して――俺はなんのためにここに来たんだ、しっかりしろ！）


　痛みはなおもディディウスを苛さいなみ続けていたが、ディディウスは声を絞しぼり出した。


「……滅ぼさない……」


　――ディディ？


　メイヴェーラが、心配そうにディディウスに訊きいた。ディディウスは繰り返した。


「俺はおまえを滅ぼさない。滅ぼすんじゃなくて、おまえと契けい約やくを結びたい。俺の言葉に従したがってくれ。代だい償しようとして、おまえの望のぞみのものを何でも与あたえる」


　不ふ意いに、低い忍しのび笑いが聞こえてきた。声は頭の中に響ひびくが、メイヴェーラのものではない。


〈滅びの女神〉だ。


　笑い声はどんどん大きくなって、終しまいにはディディウスの頭の中に嵐あらしのように轟とどろいた。


　――あはは、ははははは……昔、そんなことを言ったやつがいたな。なるほどな、またそれか。いいだろう、私は貴様の言葉に従おう。


「代償は……？」


　――〈大地に愛されし者〉よ、貴様がいつか私を打ち倒す者となることだ。


「……え？」


　――その見込みがないと見なせば、私は契約を破は棄きして貴様の魂を喰くらう。それから、貴様を見続けるために貴様の肉体にいさせてもらうぞ。


〈滅びの女神〉は一方的にそう言うと、痣を一いつ斉せいに白く輝かがやかせた。


　そして、消えた。


　身体中を這っていた〈蔦〉の感かん触しよくはもうない。ディディウスは自分の身体を見下ろした。どこにも白い痣は見えない。


　次に聞こえてきたのは、メイヴェーラの声だった。


　――ちょっとディディ、どういうこと!?　〈滅びの女神〉と契約を結ぶなんて……！


「う……だって他に方法ないんだから仕方ないだろ。それより女神はどこに……」


　ディディウスはそのとき、右手首に白い痣が残っていることに気づいた。


「……これ」


　白い蔦のような模も様ようが、手首をぐるりと一周している。


「……ここにいるのか」


　ディディウスは、痣を撫なでた。もう光は出ていない。


　顔を上げると、檻おりも消え、もう、どこにも〈蔦〉は見えなかった。大地に潜もぐって森を喰くらっていた分ぶんも、ディディウスの小さな痣の中に納おさまってしまったようだ。


　ディディウスさん――と、ミューシカの呼び声が聞こえた。


　ディディウスは、エイルセイルとミューシカの戦いに何か起こったのかと周囲を見回した。ミューシカはすぐに見つかった。大きなけがはないようだ。


「ディディウスさん、〈蔦〉はいったい……」


　ミューシカの目には、ディディウスを取り囲んでいた〈蔦〉が、突とつ然ぜん光を発はつして、消えたように見えたのだ。


「俺の中だよ。たぶんね」


「はあ？」


「俺もよくわかんないんだよ。本人がそう言ってたから、たぶん俺の中だと思う――それよりどういうことだ、エイルセイルは！」


　エイルセイルの姿は、かき消えていた。


　ミューシカは忌いま々いましげに舌打ちし、腕うでを振るって、手にしていた槍やりを消した。


「消えました。いいえ……――違います、騙だまされていたのです。今までわたくしが戦っていた相手はエイルセイル様本人ではなくて、ただの霧きりだったのです！　おそらく今いま頃ごろは……」


「大変だ……」


　ミューシカがエイルセイルを引き留とどめておき、その間にダークロアとフィが大だい規き模ぼな魔ま法ほうを準備する。その魔法でエイルセイルに対たい抗こうする。そういう筋すじ書がきだったのだ。


　ダークロアとフィは、今まったくの無む防ぼう備びだ。


　ディディウスとミューシカは顔を見合わせて、慌あわてて駆かけ出した。











　フィはほとんど覚かく悟ごを決めていた。


〈滅びの女神〉を滅ぼすことはできない。それはわかっていたから、せめて元げん凶きようであるエイルセイルに一いつ矢し報むくい、また、女神の侵しん攻こうが少しでも遅おそくなるように、できうる限かぎりのことをしようと、そう思っていた。


　それが、一族の宿しゆく命めいだったから。


　フィは樹じゆ上じようにあって、張り出した枝に腰こしを下ろし、空を見上げて歌っていた。


　その下の雪せつ面めんには、ダークロアを中心にして朱しゆ色いろの粉ふん末まつで七重の円が描えがかれていた。


　円と円の間にも特とく殊しゆな色粉で文もん様ようが描かれ、そのうちの中心から六重までは、雪が溶とけて大地に直接色粉が載のっていた。この辺りは氷の森の中でも縁ふちに位い置ちするので、雪の深さは膝ひざ程てい度どまでだ。


　残るは、最もつとも外側の円のみ。


　ダークロアの額ひたいには、ぽつぽつと汗あせが浮ういていた。ローブの首くび周まわりも湿しめっている。


　右手の杖つえを握にぎり直す。


　フィの歌声が、風の唸うなりと爆はぜる炎ほのおへと変へんずる。轟ごう々ごうと燃える炎ほのおの歌は、激しく熱い。歌声に合わせて、ダークロアは呪じゆ文もんを呟つぶやいた。


「戦せん陣じんを駆ける者、破は壊かい者しやにして再生の頭かしら」


　声とともに、ダークロアの掌てのひらが七つ目の円に触ふれ、そして一瞬にして雪が蒸じよう発はつして消える。


　雪を穿うがち、七重の円が大地に描かれた。


　フィが、歌い終えてふらりと樹上から落ちる。ダークロアはその身体からだを左手で受け止めて、そっと円の外の雪の上に横たえた。


　フィは雪の上に身を起こそうとして、さらに沈しずんでしまった。飛ぶ力ももうない。


「……巻き込みたくはなかったの」


「師匠？」


「本当は皇おう子じだけじゃなく、あんだだって巻き込みたくなかったのよ。勝ち目のない戦いなんか――」


「いいんですよ、師匠。あとは任まかせてください」


　フィはダークロアを見つめ、諦あきらめたように頷うなずいた。


「……任せたわ」


「了りよう解かい」


　ダークロアは短く答え、杖を両手に握り直した。


　目を閉じて、大地に跪ひざまずく。


　杖の一方の先が額に、一方の先が大地に当たるように地面と垂すい直ちよくに持ち、息を吸って、吐はく。


　キン、と空気が澄すんだ。


「七しち精せいの巨きよ人じんたちよ、海と空の間にある者が、海と空の間を支し配はいする者にこいねがう」


　ふううぅ………っと、円の中心から風が巻き起こった。風は渦うずを巻き、ダークロアのローブの裾すそを引きちぎる。


「大地の硬かたく動かざる限り、水の下から上に流れざる限り、我われは汝なんじ等らを……」


　唐とう突とつに、円の中にエイルセイルが現れた。あまりに突とつ然ぜんだったので、フィはダークロアに警けい告こくを発はつすることすらできなかった。


　エイルセイルの足が、ダークロアの胸を蹴けった。


「ぐぁ!?」


　ダークロアは円から弾はじき出されて、半はん身しんが雪に埋うまった。


　立ち上がろうとして、できずに膝ひざをついた。


（まずい、これは――）


　蹴られた右の胸に触ふれて、確かく信しんする。


　胸から喉のどに、熱いものがこみ上げてきた。


「がっ」


　吐はき出されたのは、雪をとかす鮮あざやかな血の赤。


　肋あばら骨ぼねが折れて、肺に刺ささったのだ。


「貴様あああああああああああ!!」


　フィが、普ふ段だんは決して出さない大声で叫さけんだ。


　フィの唇くちびるから、今はもう誰にも話されていない言葉が矢や継つぎ早ばやに繰くり出され、空気を震ふるわせ何もない空間に炎を生み出す。


　だがエイルセイルは、それを手の一ひと振ふりで消し去った。


「羽はね妖よう精せい、だね……まだ生き残っていたんだ。すごいねえ」


　飛べないフィの身体を、エイルセイルが人形を摑つかむように摑んだ。


「や……」


「折せつ角かく生き残っていたのに。ごめんね」


　少しずつ、込こめる力を強くしていく。フィはその手の中で身をよじり、小さな唇は血の混まじった泡あわで濡ぬれる。


　フィの喘あえぐ声を聞きながら、エイルセイルはほとんど表情らしい表情も浮かべずに、淡たん々たんと言った。


「僕は目に見えざるものすべてを司つかさどる、霧きりの神だよ。見えざるもの……その中には陰いん謀ぼうも含ふくまれる。隠かくそうとすればするほど、僕の目にはよく見えてしまうんだ。君たちの企たくらみも、ね」


　エイルセイルはフィの細い首を折ろうと指に力を込めた。


　だが、その背中と左足と右腕にぶつかってくるものがあって、エイルセイルはフィを取り落とした。見ると、右腕と背中、それに左足に、〈小さき人〉たちがしがみついていた。


「ちびたち。おやめ」


「「「やめないよ。痛い目に遭あわされてももうやめな――」」」


　後半は悲鳴となった。〈小さき人〉たちの体内に入り込んでいたエイルセイルの霧が、その心しん臓ぞうを握り潰つぶさんばかりに締しめつけたのだ。


「だからおやめと言ったのに」











　ディディウスとミューシカが駆けつけたとき、そこには惨さん憺たんたる光景が広がっていた。


　雪に半なかば埋もれたダークロアの口には、まだ生なま々なましく濡れたままの血がこびりつき、フィは雪中に埋うもれていた。そしてエイルセイルの足下には〈小さき人〉たちが転がっていた。


　エイルセイルは転がり呻うめく〈小さき人〉たちを見下ろして、その中の一人の腹はらを、邪じや魔まそうに蹴けった。


「てめえっっっっ！」


　ディディウスは自分でも本当にばかだとは思いながら、エイルセイルに向かって殴なぐりかかった。拳こぶしは白い掌てのひらで簡単に止められ、ディディウスの身体は放り投げられる。


　投げ出されたディディウスを、ミューシカが受け止める。


　エイルセイルは、片方の眉まゆを上げた。ミューシカはディディウスを後方に庇かばった。


「〈蔦つた〉は……ああ、そうか」


　エイルセイルは、そう言っただけだった。ディディウスを見て、すべてを理り解かいしたようだった。ミューシカは叫んだ。


「エイルセイル様！〈蔦〉はもうない、あなたの目的は果はたせないのでしょう？　諦あきらめて降こう参さんしてください！」


　エイルセイルは、若じやつ干かんくたびれたように首を振ふった。蜘く蛛もの糸の銀ぎん髪ぱつが額にかかった。


「〈蔦〉は見えないけれど、〈滅ほろびの女め神がみ〉が消えるはずがないね。ディディウス君の体内にまだ残っているはずだ。なら、邪じや魔ま者ものの君らを殺して、それから〈滅びの女神〉をせっつけばいい。ちょっと気まぐれを起こしただけだろう。ね。それだけの、話なんだよ……」


「……わたくしはそれでも構かまいませんけどね」


　ミューシカは髪を搔かき上げ、その数本を抜ぬいた。


「何しろ、あなたと戦えるのですから」


　微笑ほほえみ、ミューシカはエイルセイルの懐ふところに飛び込んだ。


　ディディウスはその間にダークロアに駆け寄っていた。息はあったし意い識しきもあった。ダークロアは足あ搔がいて、起き上がろうとしていた。その周しゆう囲いの雪は真っ赤に染まってしまっている。出血量が多すぎる。血を見て、メイヴェーラが悲鳴を上げた。


　――やだっ、やだぁっ、ダークロア！


　メイヴェーラの混こん乱らんした声が胸を衝つく。こちらまでおかしくなってしまいそうで、ディディウスは耳を塞ふさいだ。


　けれど耳を塞いでも目を閉じてもメイヴェーラの声は消えないし、ダークロアが倒たおれている現実も変わらない。


　――もういやぁあっ、霧なんか――霧なんか、全部メイが吹ふき飛ばしちゃうんだからぁ！


　ディディウスのうなじの毛が逆さか立だった。身体が熱くなって、肌に触れる風がより冷たく感じられた。


（え、何――――）


　胸に広がるのは怒いかりと憎ぞう悪お。メイヴェーラの感情だ、と気づいたが、ディディウスにはそれをどうすることもできなかった。抑おさえようとは思った。けれど、あっと言う間に、ディディウス自身の胸も真っ黒に塗ぬり潰つぶされた。


　怒りが、そのまま熱となる。熱は風の存在をよりいっそう強く感じさせ、ディディウスの意い志しを完かん璧ぺきに無視して、指先が、ひとりでに動いた。腕が持ち上がった。


　――大だいッ嫌きらい！　全部全部大ッ嫌い!!　消えてなくなっちゃえ！


　そう言ったのがメイヴェーラだったのか、それとも自分だったのか――その区く別べつすらつかぬほど、メイヴェーラの意識と、ディディウスの意識は同どう調ちようしてしまっていた。


　腕が振り下ろされ、大たい気きが動き、風が生まれた。生まれた風はメイヴェーラの感情を受けて、そのまま大きく、破は壊かい的な力を持って、吹き抜けた。


　黄色い前髪が風を受けて額を叩たたいた。積つもっていた雪が舞まい上がり、真っ白い風がディディウスから、太陽の昇のぼる方に向けて一いつ気きに世界を貫つらぬこうと――した。


　風はディディウスを中心として、周囲のあらゆるものを吹き飛ばした。視界の限かぎりの雪も、すべて吹き上げられて大地をさらした。凍こおりついた巨きよ大だいな木々が小枝のように簡単に薙なぎ倒された。


　だが、風はすぐに止やんだ。


「ばっかやろう……」


　ディディウスの首に、誰かの腕が当たっていた。ダークロアがディディウスの首に後ろから左腕を回し、立っていた。


「あー……、くそ情なさけねえ……」


　そして、ダークロアはその場にくずおれた。


　ダークロアの腕の感かん触しよくが、ディディウスを、メイヴェーラを引き戻したのだ。風はやんだ。もし止められなかったら、森の多くの木々を薙ぎ倒していただろう。それどころか、近くの村まで。風は癒いやしだけではない、破壊でもあるのだ。


　メイヴェーラは、ディディウスの頭の中で、何度もダークロアの名を呼んでいた。ディディウスはダークロアを助け起こした。ダークロアは咳せき込こんで血を吐はき、それでも厳きびしい顔でディディウスを見み据すえ、そのチュニカの胸むな倉ぐらを摑つかんで自分の方に引き寄せた。


「メイヴェーラの感情に引きずられるなっ。〈滅びの女神〉にもだ。おまえに全部かかってるんだ、気き合あい入れてけっ！


　ああもうほんと情けなくて涙出そうだよっ!!」


「ご、ごめ……」


「ばかかっ、おまえのことじゃねえよ、俺様のことだよ。こんなちまっこいガキに全部押しつけて――ああっ、くそっ」


　ダークロアは視線を逸そらし舌打ちした。ディディウスはこの男でもこんな情けなさそうな顔をするのかと、まじまじと見ていた。


「ダークロアさん、ディディウスさん、逃げてください――！」


　ミューシカの叫びが聞こえた。見ると、片かた膝ひざをついたミューシカが、必死に叫んでいた。その背中に、エイルセイルの鎌かまが振り下ろされる。葡ぶ萄どう酒しゆ色いろの髪が雪面に散ちった。まるで絹きぬに染しみ込む葡萄酒のように。


　エイルセイルの大鎌は、ミューシカの背中を斬きり裂さき、その衝しよう撃げきが生んだ見えない刃やいばは、ディディウスにまで達しようとしていた。


　ダークロアが、ディディウスの背中を押して倒した。その上を衝撃波が薙ないでいく。首の後ろで束たばねられた黄色い髪の先せん端たんが、切れて飛んでいった。ディディウスを庇かばったダークロアの肩がぱっくりと切れた。


　ディディウスが顔を上げたときには、エイルセイルは目の前にいた。


　エイルセイルの足が、再びダークロアの胸を蹴った。ダークロアは地面に倒れた。


　ディディウスはそばに落ちていた杖つえを取った。叫び声を上げて振り回したが当たるはずもなく、エイルセイルはディディウスを横よこ殴なぐりに殴って吹き飛ばした。身体が柱はしらのように硬かたい木の幹みきにぶつかり、どこかがいやな音を立てる。胃いから苦い物がこみ上げてくる。吐いた。


「……まだ立ち上がるのかい？」


　ディディウスは震ふるえながら幹にしがみついた。膝ひざが震えて立ち上がれない。


「……ぐ」


　こみ上げる物があって、また吐く。


　吐と瀉しや物ぶつに血が混じっている。


　そのディディウスの首に、鎌かまの刃が当てられる。


　鎌の刃が、くいと持ち上がって、ディディウスの顎あごを上げた。エイルセイルは鎌の柄えを持って、目の前に立っていた。


「残念だね。ここまでだよ」


　エイルセイルはディディウスに手を伸ばそうとした。だがその前に、後方を振り向いた。


　ミューシカが、立ち上がろうとしていた。


　そのミューシカをぼんやり眺ながめて、エイルセイルが辛つらそうに眉まゆ根ねを寄せて言った。


「強くなったね、ミューシカ。こんなふうに君を失うのは、すごく残念だよ」


「く……そおおおお!!」


　ミューシカは罵ののしり、地面に手をついて立とうとした。けれど血に滑すべって再び倒れる。自分の血の海に倒れるなど、とても――とても久ひさしぶりのことだった。奥おく歯ばを嚙かんで、むりやりに立ち上がった。


　エイルセイルはゆっくりとミューシカに歩み寄り、葡萄酒色の髪を一ひと房ふさ手に取った。


「まだするの？」


「まだだっ！」


　怒ど鳴なりつける調子も鋭するどい、凄すごみある声。ミューシカはいつもの柔にゆう和わな顔を捨すて去さり、闘とう志しを剝むき出だしにして葡萄酒色の槍やりを構かまえた。


「相あい変かわわらず好こう戦せん的てきだねえ」


　懐なつかしそうに、エイルセイルは目を細めた。ミューシカは槍を突き出した。エイルセイルはそれを鎌の柄で弾はじくが、その直後に槍は大剣へと姿を変じ、鎌の柄を断たち切り、エイルセイルの胴どう体たいを薙なぐ。


「――！」


　エイルセイルは次の瞬しゆん間かんには霧きりになってかき消えたが、血が周囲に飛び散っていた。


　ミューシカは乱みだれた息を整ととのえた。エイルセイルがどこに潜ひそんでいるかわからなかった。


「前に戦ったときもそうだったね」


　エイルセイルの声は、周囲の空気すべてから聞こえた。ミューシカは手を振って、竪たて琴ごとを出した。すう、と空気を吸い、つま弾びく。空気が震える。音の響ひびきが、ミューシカにエイルセイルの位置を教えてくれる――


　後ろ。


　ミューシカは咄とつ嗟さに前に飛んだが、その背中を斬きられた。エイルセイルは、鎌についた血をぺろりと舐なめた。


「強くなったね。惜おしいな、あと千年もあれば、僕くらいにはなれたかもしれないのに」


「当たり前だっ！」


　大地にミューシカの血が広がっていた。ミューシカは自じ力りきで立ち上がれなかった。背せ骨ぼねをやられていた。神ゆえに治ち癒ゆは可能だが、今この場では間に合わない。ミューシカは出血量が増ふえるのも気にせず、声を張り上げた。


「負まけッ放ぱなしで他人に仕つかえ続けるだけならば死んでいるのと同じだ！　あんたを超こえるためにあんたの軍ぐん門もんに下くだったんだ！　惜おしかろうがなんだろうが、最後に負けたらすべてが無意味だ！　千年後にはあんたくらいになるだと？　千年も時間があったら、あんたくらい軽かる々がるとのしてやるくらいでなけりゃあ割わりに合わない！」


　烈れつ火かのごとき気き性しようは、確かにミューシカのものだった。エイルセイルは感かん嘆たんの息を漏もらす。


「……さすがだね。負け犬の遠とお吠ぼえにしては、いっそ清すが々すがしいくらいだ」


　エイルセイルは大鎌の柄を握にぎり締しめた。ミューシカは瞬まばたきもせずに見ていた。睨にらみつけていた。


「でも、そろそろ……」


　言いかけたエイルセイルの身体を、炎ほのおが撃うった。


　次いで四し肢しが凍こおり、かまいたちのような風に皮ひ膚ふを切り刻きざまれる。


　エイルセイルは攻こう撃げき者しやの姿を探さがした。それは、すぐそばにいた。


　揃そろいの赤いずきんを被かぶった、三人の〈小さき人〉たち。


　そのずきんの下にあるものは、それまでの猪いのししを思わせる獣じゆう毛もうで覆おおわれた顔ではなく、白い髭ひげを蓄たくわえた老人の顔だ。手足も、よく肥こえてはいるが、確かに人間のものだ。


　彼らは、興こう奮ふんした声で、口くち々ぐちに言った。


「やっと」


「やっと思い出したよ」


「そしてやっと取り返した。これがあたしらのほんとの姿！」


「おまえたち……」


　彼らは、呆ぼう然ぜんと呟つぶやくディディウスに真っ赤な頰ほおを輝かがかせて、頷うなずく。


「「「そうさ、皇おう子じには世話になったねえ、あたしら、やっと思い出したんだ。あいつに記き憶おくも力もほんとの姿も隠かくされて、自分たちを妖よう精せいだと思ってた、でも違ちがったんだ」」」


　ディディウスの頭の中で、メイヴェーラが声を上げた。


　――あ！　そっか、さっきの風で、エイルセイルの霧が吹き飛ばされたのね。メイが〈種〉のことを忘れてしまったのも、大地がメイたち地上の神々を目覚めさせなかったのも、エイルセイルが記き憶おくを霧で覆おおい隠かくしていたせいみたいなの、だから――


（だから？）


　――霧の呪のろいが解とけたのよ。メイが、今までよりずっと強い風で、思いっきり霧を吹き飛ばそうとしたから！


　赤い頰ほおに目を隠す白い眉まゆ。好こう々こう爺やのような外がい見けんで、彼らは相変わらずのだみ声で言った。


「「「あたしらは、夏と、秋と、冬の神だったんだよ。そして、春は」」」


　黒い大地の一点に、ぽこりと小さな穴が開あいた。


「ふぁああああああああああ、よく寝た」


　春色の瞳ひとみを持った小さな老人が、大きな目をこすりながらその穴の中から顔を出した。その頭にはやっぱり赤いずきんが載のっていて、白い髭と長い眉、赤い頰を持っていた。


　彼は周囲を見回して、首を傾かしげる。


「あれ？　あれれ？　いったい何が起こっているんだい？」


「「「兄弟よ、思い出せよ、おまえがどうして眠りについたのか」」」


「眠り……あああああああ、〈滅びの種〉！　あれ？　敵てきはどいつだよ？」


「「「こいつだよ、この天てん空くう神しんが、〈滅びの女神〉にかけていた封ふう印いんを解いてしまったんだよ」」」


「な、なんだって！」


　春を司つかさどる神は、文字通り飛び跳はねて、他ほかの三人と合ごう流りゆうした。


　四季を司る四神は、揃そろって胸の前で腕を組くみ、偉えらそうにふんぞり返って言った。


「「「「ここはあたしらがお相手さ――」」」」


「なるほど、ね……」


　エイルセイルは、無表情に呟つぶやいた。焦あせったようすはない。四季の神々のうち、一柱が太たい鼓こ腹ばらを突つき出して言った。


「力を取り戻もどした上に四柱揃ったんだ、もう負けないぞ！」


「記憶も取り戻したんだね？」


　エイルセイルの問いに、四季の神々全員が頷うなずく。


「ならば、どうして僕が君たちを使し役えきしていたのか、その理由も思い出したのだろう？」


「「「………………え？」」」


　四季の神々のうち春の神を除のぞく三神が、揃って、不安げな声を上げた。その顔が、事じ実じつを思い出してどんどん蒼そう白はくになっていく。エイルセイルは鎌かまを一ひと振ふりして、血を払はらった。


「僕が彼女を連つれて君たちに頼たのんで回った。冬を遠ざけてくれと。その頼みの尽ことごとくを、君らが断ことわったんじゃないか。そして彼女は死んだ。君らが殺したんだよ。妖精と、地上の神々がね。僕は彼女を失った。僕が君らを使役していたのは、復ふく讐しゆうだよ」


　ディディウスはダークロアの語っていた伝説を思い出した。愛する少女の命を救うために、四季の神々の下もとを訪たずねた男の話。


「「「あ、あたしらは…」」」


　三神は瞬まばたきを繰くり返した。春の神が、エイルセイルと三神とを交こう互ごに見ている。


「君らの言いい訳わけを聞くつもりはないよ。それで僕の胸の空からっぽが埋うまるはずがないんだから。僕の胸の空っぽは、君らの血ち潮しおで埋めてあげるよ」


　エイルセイルは無表情に、鎌を振り上げた。


　四季の神々は叫んだ。


「「「あたしらはあの子を殺したかったわけじゃないんだ！　ただ、ただ――四季はとどめることができない。天空にいるあんたにはわからないかもしれないけれど、大地は移り変わるものなんだ、そうして命が受うけ継つがれていく！　あたしらだってあの子はなんだかいい子のように思ったけど、どうにかできるものじゃなかったんだ！」」」


　それは、ディディウスにはなんとなく理解できることだった。四季は巡めぐり、春は冬のあとにしか生まれない。時が経たつということは成長するということであり、老おいるということなのだ。


　だが、エイルセイルは頭かぶりを振った。


「仕方なかった？　だからって許ゆるせるものじゃないんだ」


　鎌が、四季の神々を撃うった。


　四季の神々の身体が宙ちゆうに飛んだ。エイルセイルは倒れた一柱の神の傍かたわらに歩み寄り、その襟えりを摑つかみ、持ち上げた。


「彼女は本当に――綺き麗れいな子だったよ。水のように透とう明めいで、静かな心の持ち主だった」


　エイルセイルは、持ち上げた四季の神に意い識しきがないのを見て取ると、面おも白しろくなさそうに放ほうり投げた。四季の神々はすべて地に倒れ、起き上がる気け配はいもない。


「君らは、そして僕は、その彼女を見殺しにした……」


　ディディウスは――その場に膝ひざをついた。四季の神々が吹き飛ばされるさまを見せつけられて、それでも立ち上がれなかった。


　――ディディ、身体からだ……やっぱ辛つらいよね。ごめんね。


「何、が……」


　――メイの力を人間の身体で使ったから。だから、こんなに――


「それは、仕方……ない、だろ」


　気がつくと、周囲は静かになっていた。微かすかに聞こえてくるのは、誰かの呻うめき声ごえ。


　エイルセイルは、ディディウスの前に片膝をついて、その顔を覗のぞき込んで言った。


「天空は、地上の命めいには直接介かい入にゆうできないんだ。しようとしても力がうまく働はたらかない。僕は彼女を救えなかった。


　……僕は彼女の魂たましいが転てん生せいすると、毎回必ず会いにいった」


　ディディウスは何もできず、ただエイルセイルを睨にらみつけ、肩で息をしていた。


「綺麗な心の、あのとき病やまいで死んでしまった彼女に会えるんじゃないかと思って。もう一度会えたら、今度こそ死なせはしない。でもね、そのたびに裏切られた。どれも彼女じゃなかった。だから僕は、そのできそこないを殺してきた」


「できそこ……」


「でも、彼らは殺しても殺しても、やっぱり生まれ変わるんだ。人間じゃないことも勿もち論ろんあった。でもそれらすべてが、まったくの別人なのに、雰ふん囲い気きだけはよく似ているんだ。最さい低ていの偽にせ物ものだよね。だから殺してきた」


「そんなことのために……っ」


　エイルセイルの言う『彼女』だった記憶などディディウスにはない。エイルセイルに殺された別の誰かであった記憶もない。


「君には『そんなこと』でも、僕には重じゆう要ようなことなんだ。君を〈滅びの女神〉に食わせて、それで魂を滅ぼそうと思ったんだ。そしたら、もう期き待たいしなくて済すむ。もう、期待して、それが裏切られるのは飽あきたんだ」


「当たり前だ、失った人に会えるわけがない――命は一回きりのものだろう！　あんたの時と彼女の時が重かさなった、その一瞬がすべてなんだろ、出会いは一度きりのものなんだ！」


　ディディウスは声を振ふり絞しぼり、怒ど鳴なった。


　エイルセイルは無表情だった。その顔に一ひと欠片かけらの感情もなかった。そんなものは存在しなかった。彼の心も、感情も、彼女を失ったときに壊こわれてしまったのだ。彼女も彼の求める彼女ではなかったが、彼も初めて彼女に出会ったときの彼ではなかった。そのことに、エイルセイルはとっくの昔に気づいていた。それでも彼女の影かげを追い求め続けていた。


「そうだよ。知っている。でも、だからどうしたって言うんだ？　ささいなことなんだよ、不可能だなんてことはね。不可能だろうが何だろうが、僕は彼女に会ってもう一度やり直さなければならなかった、そうしなければ僕の胸の空っぽは埋まらない……」


「そんなのただの逃げじゃねえか！」


　エイルセイルの表情が、わずかに動いた。頰ほおの筋肉が動いて、唇くちびるが引き結むすばれた。


「むりだってわかっててそれを追い求めるのは、彼女なしで生きてくことから逃げてるだけだろ！　あんたの胸に空いたがらんどうから逃げてるだけだろ！」


「違うよ。復讐が終われば僕の胸の空っぽは埋まる、彼女に会ってもう一度やり直せば、僕は救われる」


「結局できなかったじゃねえか！　あんたのやり方じゃああんたは一生救われない！」


「ああそうだね。だから僕はもう期待するのをやめたんだ。救われようなんて愚かだったんだ。僕はもう救われない。それでいいんだ」


「よかねえ！」


「いいんだ！　僕は彼女を見殺しにした、救えなかったんだ！　そんな僕が救われていいわけがない！」


「…………それが、あんたが自分に下した罰ばつだったのか？」


　会えない彼女を追い求め続けること。それでは彼は永遠に救われない。


　最後に彼女の魂を滅ぼすこと。そうしたら彼は絶対に救われない。


「それが……それが逃げだって言ってんだ！　あんたは救われていいんだ！　彼女をなくしてどうやって生きたらいいかわからなくなったんだろう、でもな、大切な人をなくして根なし草になっても、思い出と胸のがらんどうと両方抱えて、生きていかなくちゃいけないんだ！」


　エイルセイルは憎悪を剝むき出だしにしてディディウスを睨にらみつけていたが、一度深く息を吸って、感情を皮ひ膚ふの下にしまい込んだ。


「生きるだって？」


　エイルセイルは、寒気がするほど美しくて、残ざん酷こくな嘲ちよう笑しようを浮かべた。


「面白い、考えだね。ちょっと訊ききたいのだけれど、君はこれからどうやって生きていくつもりなんだい？　君は故郷と大切な人をなくしたね。君の言葉を借かりれば、それは『根なし草』というんだろう？　根のない君は、この戦いをもし生き残れたらどうするつもりなんだい？」


「あ……」


　力強くエイルセイルを見み据すえていたディディウスの視線が、揺ゆらいだ。


「ばかな子だね。君は僕でも救われると信じることで、自分も救われると信じたかったんだ。でもね、いいかい、僕も君も救われないんだ……一生ね」


　エイルセイルはディディウスの右手を摑つかんだ。その右手首を。


　そこには、いまだ白い痣が浮うかんでいた。


「それは〈滅ほろびの女め神がみ〉が君の体内にある証あかし。君を殺して、体内の女神を引きずり出そう。やり直せる。〈滅びの女神〉も、君が死んだらまた考え直して協力してくれるかもしれない」


　エイルセイルの右手が、ディディウスの喉のどを摑んだ。


「っ」


　空気を求めて、ディディウスは暴あばれた。喉を絞しめるエイルセイルの手を引っ搔かいた。エイルセイルは立ち上がり、ディディウスの身体を右腕一本で持ち上げ、さらに絞めた。


「生きろなんて軽々しく言わないでくれ。僕の目の前から消えてくれ――永遠に」


　そのとき。





　――助けてやろう。





　女性にしては低めの声が、頭に直接響ひびいた。


　――まだ死にたくはないだろう？　私もまだ貴様を死なせたくはない。


　突とつ然ぜん、右の手首が熱を発した。


「!?」


　ディディウスは、手首を見た。その痣を見た。


　真っ白い痣から、乳白色の煙けむりが噴ふき出していた。


　煙は小さい蛇へびのような形を取って、エイルセイルに飛びかかった。


　エイルセイルは突然の攻こう撃げきにも慌あわてず、手にしていた鎌かまを真ま横よこに薙なぎ、煙の蛇を斬きった。しかし、蛇は鎌を通り抜ぬけた。まるで鎌が空気でできているかのように。あるいは蛇の方が幻まぼろしであるかのように。


　そして、エイルセイルの真っ白い喉に嚙かみついた。


　正確には嚙みついたのではなかった。ただ、喉のど元もとから体内に潜もぐり込んだのだ。


「……？」


　エイルセイルは自分の喉元に手を当てた。蛇が通り抜けたはずなのに、痛みも何もない。穴が開あいているということもない。ただ、その直後――


　エイルセイルは、膝ひざをついた。目を見開き、身体からだは小刻みに震ふえている。


「が……っ」


　エイルセイルは、叫んだ。


「がああああああああああああ!!」


　大きく痙けい攣れんし、身体が前のめりに倒たおれた。エイルセイルの手は地面を引っ搔かき、足は土を蹴けった。エイルセイルは、叫んでいた。


「裏切るのか、女神！　なぜだ、なぜ!!　そいつの魂を喰いたいと言ったじゃないか!!」


　ディディウスは呆ぼう然ぜんとエイルセイルのようすを見ていた。


「……何が、起こって……」


　呟つぶやいても、答えはない。ふと、自分の腕に視線を落とした。


　痣が消えている。


「滅びの……っ！」


　エイルセイルの体内に潜り込んだ蛇は、〈滅びの女神〉が変じたものだったのだ。


　放ほうっておけばエイルセイルが滅びる――ディディウスは叫んでいた。


「だめだ、戻れ！」


　滅べば、他人の記憶からすら忘れ去られてしまう。


（俺はエイルセイルを忘れたくなんかない！　だってあいつは）


　大切な『根っこ』を失い、ふらふらと寄よる辺べない彼は。


（まるで俺みたいじゃないか……！）


　力を失い、俯うつぶせに倒れたエイルセイルの身体の下から、蛇が頭を覗のぞかせる。蛇は不ふ服ふくそうに口を開いた。体色は乳にゆう白はく色しよくだったが、瞳ひとみと、口の中は真っ黒だった。


「戻れ、もう何も滅ぼすな！」


　蛇は少し沈ちん黙もくした。じっとディディウスの顔を見つめていた。それはまるでディディウスの言葉を吟ぎん味みしているように見えた。それから、しゅうしゅうと呼こ気きを漏もらしつつ言った。


『なぜ？　これはおまえを殺そうとした、おまえの敵。私が滅ぼす』


「敵でもなんでも滅ぼすなんて絶対にだめだ、俺の身体に戻ってこい！」


　蛇は鎌かま首くびをもたげた。ディディウスは右腕を蛇に向かって突つきだした。蛇は飛び上がり、ディディウスの手首に絡からみつく。


　そして、また、大地に雨が染しみ込むように、肌はだに溶とけ込んで消えた。


　あとには、真っ白い痣が、残った。


　ディディウスは、悲鳴を上げて転がった。


　細長いものが皮ひ膚ふの下で這はいずり回り、神経を痛めつけ、骨を軋きしませていた。


〈滅びの女神〉が、ディディウスの体内で叫んでいた。


　――『絶対にだめ』だと？　愚おろかか者ものめ！　滅びもまた大地の一部。私もまた世界の一ひと欠片かけら。そんなこともわからず、おまえは私の敵となれると思っておったか！


「――――え？」


　ディディウスはその言葉を聞き取った。だが意味を考え質問をする前に、思考は激げき痛つうに押し流される。


　思考が一瞬真っ暗になる。視界も真っ暗になって、においも音も何も感じなくなって、まるで一人虚こ空くうに放り出されたようになる。


（違う、一人じゃないっ）


〈滅びの女神〉が怒いかりに任まかせてディディウスの魂たましいを喰くらっている。このままでは〈女神〉に喰らい尽つくされて滅ぼされ、誰だれからも忘れられてしまう。それだけではない、ディディウスが〈滅びの女神〉に負ければ、地上は今朝見たあの森のように滅びてしまうのだ。


（……でも、助かったからってどうなるんだ？）


（俺はこれからどうするかって訊かれても答えられなかった。だって父上も死んで帰りたい場所もなくなっちまったんだ。俺にはもう何も残っていないんだ！）


　父は死に、帝都は滅びた。そう、女神の力ではないが、滅びたのだ。





　――滅びも大地の一部。





〈滅びの女神〉が、嘲あざ笑わらうようにそう言う。


（……くそったれっ）


　帝都だけではない。帝国もいつか滅んで誰からも忘れ去られてしまう。たとえ人々の記き憶おくに残ったとしても、それはごく一部に過ぎない。人々がどんなふうに生き、どんなふうに死んでいったのか、何に笑い、何に泣いたのか、それを語ってくれる人はいなくなる。


　ディディウスは砂に埋うもれた帝都の柱を想像した。風が柱の表面に施ほどこされた彫ちよう刻こくを削けずり、砂が柱そのものを埋める。陶とう器きの色も褪あせ、欠片かけらとなって砂の海の下に眠る。いつか遠い未み来らい、その柱を見て、その陶器の欠片を見て、人々はどう思うのだろうか。かつてここに大きな都市があって、多くの人々が生きていたことを想像するのだろうか。


「あああああああああ、ちくしょうっっ!!」


　音もなく光もない世界で、ディディウスは叫んだ。


「助かったらどうするかなんて助かってから考えれば充じゆう分ぶんだ！　いいか女神よく聞け、おまえがこれから何か滅ぼしても、俺はそのたびに全部ぴっかぴかに作り直してやる！　おまえが忘れさせようとするんなら、俺が意い地じでも覚えててやる！」


　自分の声すら聞こえなかったが、〈滅びの女神〉なら聞いていると思った。


「滅びも大地の一部だと？　ああだからどうした、帝都が今荒こう野やだろうが砂さ漠ばくだろうが関係ねえ、俺はそこで水を見つけて家を建てて、穀こく物もつの種を蒔まいて羊ひつじを飼かって、何十年でもかけてなくしたものを取り戻す！　よぉおっく覚えておけ！　おまえが滅ぼすたびに何度でもだっ！　俺はおまえの最大の敵になってやる！」


　闇やみの中に、光が射さし込んだ。


　視覚が戻ったのだ。他の感覚も戻った。土のにおいがして、口に苦い胃い液えきの味が広がった。


　ディディウスは息を吸って、吐はいた。空気と一いつ緒しよに、また胃液が出た。


　今では懐なつかしいとさえ言える、メイヴェーラの声が響いた。


　――ディディ、メイも頑がん張ばるから〈滅ほろびの女め神がみ〉を追い出そう、こんなのと一緒にいたら、そのうち魂全部食べられてこの世界から消えてしまうんだからね！


「ふざけんな。まだ、戦える」


　はた、と大地に汗あせが落ちて染しみていった。


　ディディウスは汗を拭ぬぐった。よろめいて立ち上がって、倒れたエイルセイルのところに行った。エイルセイルは荒あらい息をして、地面に這はいつくばっていたが、ディディウスがそばに来たことに気づくと、膝ひざをついてむりやり身体を起こした。


　まだ肩で息をしながら、エイルセイルはディディウスを見み据すえた。


「……なぜ、女神を止めた？」


「甘いんだよ神様のくせに。そんなに楽らくに死ねると思っていたのか？」


「……僕にこれ以上何を望む？」


「決まってるだろ。生きるんだよ。俺もそうする」


「どうやって生きていくつもりだい？　君の心のよりどころは失われてしまったのだろう？」


「どうにかしてだよ！」


「むりだね」


　ディディウスは拳こぶしを作って、エイルセイルを殴なぐった。ディディウス自身立っているので精せい一いつ杯ぱいだったので、殴った拍ひよう子しに倒れてしまう。それでも、膝立ちのままのエイルセイルの腕を摑つかみ、強く揺ゆすぶった。


「そんなことばっか言ってるからてめえは過去に、絶ぜつ望ぼうに捕とらわれたんだ！」


　自分自身に言い聞かせるように、ディディウスは怒ど鳴なった。


「どう生きたらいいかわからないときは、どう生きたっていいんだ！　好きなように生きろよ、てめえは霧きりだろう、捕らえどころがないなら、絶望にだって捕らわれないで生きてみせろよ！　何にも捕らわれないで、自由に。てめえこそ、世界で一番自由な男なんじゃねえのか!?」


　エイルセイルは言葉もなくディディウスを見つめていたが、ふと顔を伏ふせた。


　肩が震えていたから、ディディウスは一瞬彼が泣いているのかと思ってしまった。


　けれどそうではなかった。


　エイルセイルは、笑っていたのだ。


　エイルセイルは笑いの波に負けて、尻しり餅もちをついた。背中を反そらし、大きな口を開けて、声を上げて笑った。


「お……驚いたよ」


　声は、笑いのせいで震えていた。


「君に言われるなんてね。ふふ、ああ、僕もばかだね、そんなことも忘れていたなんて。僕は霧、そして霧は誰にも捕らえられない。それならね」


　エイルセイルの真っ白い肌が透すけ始めた。


「僕は、僕を捕らえるものをこの世界から消し去るよ」


　爽さわやかに、晴はれ晴ばれと、エイルセイルは笑った。


「僕の心を唯ゆい一いつ捕らえた彼女を、そして君を、僕は消す。そして、僕は自由になる。完全に自由になって、僕は完全な霧になる」


「な……」


　エイルセイルの姿が薄うすれていった。髪も腕も指も胴どう体たいも衣い装しようもすべて、真っ白い霧になった。そして流れてきた風に吹かれて、散った。


「……エイルセイル？」


　ディディウスは周囲を見た。霧はもう見えなかった。ただ、声だけが聞こえた。


『諦あきらめないよ』


　それはエイルセイルの声だった。


『また、会おう。そのときこそ、君を――』


「エイルセイル！」


　ディディウスは天を見上げた。日はちょうど天てん頂ちように達たつしていた。その太陽はあまりに眩まぶしく、視界いっぱいが真っ白い輝かがやきで満みたされた。


　ディディウスは陽光を避さけようと手をかざした。それは右手だった。手首にははっきりと痣あざがあった。












終章　西にし風かぜの根っこ







　失うしなわれた森は戻もどらない。新たな命が根づき新たな森が生まれるには、長い年月が必要なのだとフィは言った。


　エイルセイルとの戦いが終わってから、ディディウスはフィの家で世話になった。肺はいを傷つけてしまったダークロアはフィに絶対安あん静せいを言い渡わたされたが、それも季節が深まるにつれて快かい方ほうに向かった。


　四季の神々は久ひさしぶりの自由を満まん喫きつしていたし、ミューシカは報ほう告こくとごたごたを片かたづけるとかで、天空に戻っていた。





　　◇◆◇





「あんたがけしかけたのね」


「なんのことですか」


　フィの指が、ダークロアの肩かたにつけられた傷口をなぞっていく。


　傷はもう塞ふさがっていた。新しい肉が盛もり上がり、フィが懸け念ねんしていた感かん染せんのようすもない。


　フィはダークロアの肩に座すわっていた。その身体は、以前より一回り小さい――けれど、まだしっかりと生きている。ダークロアはあの事件のあと、師しがまだ生きていることに安心し、縮ちぢんだことに不安を強めた。


　寝ね床どこの上にダークロアが上半身を起こして座り、そのそばの櫃ひつの上で太い蠟ろう燭そくがゆらぐ大きな炎ほのおを灯ともしていた。


「〈滅ほろびの女め神がみ〉のことよ」


「だからなんですかって……いだっ」


　フィが、傷口を塞いでいた糸を引っ張った。


「あのね、私をばかにしてるの？　ぼうやと〈滅びの女神〉との契けい約やく、けしかけたでしょ」


　ダークロアは痛みに顔を歪ゆがめていた。


「ええ、けしかけたのは俺様ですよ」


「なんてことしたのよ。ぼうやがこれからどうなるか、私にだってわからないわよ」


「じゃあ他ほかにどうしようがあったって言うんですか。魔ま法ほうなんかじゃ〈滅びの女神〉は倒たおせない、放ほうっておいたら地上世界が滅ぶ。ならひとまずあいつに契約でもなんでもしてもらって、あとから封ふう印いんし直すしかないでしょ」


「あんた、ぼうやの人生狂くるわせてるって自じ覚かくあるの？」


　フィは、隣りん室しつのディディウスには聞こえないように声を落として言った。ダークロアも同じくらいの声せい量りようで答えた。


「あるに決まってるでしょう」


「…………」


「あるに、決まってるでしょう。だから責せき任にんくらい取りますよ。これは師し匠しようには関係のない、俺様の独どく断だん――」


　フィは、ダークロアの肌はだに食い込んでいる糸をほじくり出して、また摘つまんだ。


「いだだだだっ、師し匠しよう!?　抜ぬくならさっさと丁てい寧ねいに静かにやってください！」


「……勝手ばかりね」


「患かん者じやとしてごく当たり前の要よう求きゆうですっ！」


「そうじゃなくてその前の話よ。あんたはまた勝手に一人で背し負よい込んで……」


　ダークロアは首を動かして、肩の上のフィを見ようとした。けれどフィはそうさせず、ダークロアの頰ほおを小さな拳こぶしで殴なぐった。


　それは、痛くも痒かゆくもなかった。それでもダークロアにはひどく痛く感じられた。


「……師匠」


「師匠が弟で子しのしたことに責任負わないわけにはいかないでしょう。あんたが何をしたって、どこにいたって、あんたは私の弟子でしょう。そんなこともわからないなんて、あんたも本当に救いようのない――」


　フィは糸を摑つかんだ。そしてそれを、思いきり引っ張った。


「ばかよね」


　ダークロアが、悲ひ鳴めいを上げた。











「痛いっ、師匠ちょっと痛いって！　なんで糸切らずに長いまんま引っ張るんですか!?」


「ぎゃあぎゃあうるさいわよ、いい年の男が」


　ディディウスは炉ろにかけた鍋なべの中身を見守りつつ、すりこぎですり鉢ばちの中の薬やく草そうをすり潰つぶしていた。フィに指し示じされたのだ。


「だって普ふ通つうもちょっと慎しん重ちようにやるもんでしょ、肉ついてきてますよっ!?」


「知らないわよ。あんたの肉だし」


「ちょっっとぉお!?」


　昼間だったが、寒いのでもう窓は閉しめられて、炉の中の炎ほのおに照てらされた部屋は夜と変わりない。ディディウスは炉のそばに敷しかれた毛皮の上に膝ひざを折って座すわり、ひたすらすりこぎを動かしていた――隣室から漏もれてくるダークロアの絶ぜつ叫きようを聞きながら。


「あー……」


　ディディウスは腕うでが疲つかれたので、ちょっと休むことにした。自分で揉もんで筋肉をほぐす。


「平和だなあ……」


　ディディウスの独ひとり言ごとに、メイヴェーラが答えた。


　――でもダークロア痛そうなのぉ。


「仕し方かたないよ。治ち療りよう中ちゆうなんだし」


　確か抜ばつ糸しをしているはずなのだが、いったいどういうやり方をしているのか――ディディウスは怖こわくて隣室を覗のぞけなかった。


　ディディウスは、メイヴェーラがいつもそばにいることに、もうずいぶん慣なれていた。


　二人で一つの身体を共きよう有ゆうすることは、しょっちゅう面めん倒どうなことやいやなことが起こったりもしたけれど、それはもう二人旅をしているようなものなのだと思うようになっていた。


　主しゆ張ちようしあって、喧けん嘩かして、でも歩あゆみ寄よって、許ゆるしあって、そうやって生きていく。


「そういえば、メイに訊ききたいことがあったんだけど」


　――なあに？


「あの……どうして、俺を助けてくれたんだ？　ほら、酸さんの波なみのとき…」


　ディディウスは、なぜだか緊きん張ちようしていた。何なに気げないふうを装よそおおうとしたが、さまになったかは定さだかではなかった。メイヴェーラはその辺りの機き微びには気づかずに答えた。


　――ああ、それね、ディディのお父さんと約やく束そくしたから。


「……は？」


　――うふふふ、メイねえ、ディディのお父さんのこと、とってもとっても大好きだったの。そうそう、前にディディのことをどうしてディディって呼ぶのか聞かれたことあったよね、あれはメイがディディのお父さんから教えてもらったの。お父さんもディディのことディディって呼ぶんでしょ。ディディのお父さんって本当に素す敵てきな人だったのよ～。


「………………………そーですか」


　――そうよ。だからこれからもメイがディディのこと守ってあげるね。あれ？　ディディどうしたの？　なんか元気ないよ？　あ、お父さんのこと思い出しちゃった？　ごめん、大だい丈じよう夫ぶ？


　ディディウスは答えず、ひたすらに薬草をすり潰していた。色いろ々いろな思いと一いつ緒しよに。きっと、とてつもなく苦にがい薬ができるだろうと思った。


　しばらくして、隣室から聞こえる悲鳴はぼそぼそという話し声になって、それからフィが垂たれ布ぬのの隙すき間まを通り抜けて、隣室から出てきた。


「フィさん、これでいいですか」


「あら、ありがと。そんなもんでいいわよ。じゃあ、あとは鍋なべの中身を椀わんに入れてあいつのとこに持っていってやってね」


「はい」


　ディディウスは言われた通りにした。


　赤い縁ふち飾かざりのついた垂れ布をめくって、隣室に入る。一日中寝ねているけが人が居い間まにいたら邪じや魔まで仕方ないと言って、フィはダークロアをこちらに寝かせた。ディディウスは寒いので炉のある方で寝かせてもらっている。


「おっさん薬やく湯とうだって」


「あー、そこおいとけ」


　部屋に入ると、ダークロアは上半身をはだけ、自分で包ほう帯たいを巻き直しているところだった。


「くっそ、あの女マジで血も涙なみだもありゃしねえ。さすが人間じゃないだけのことはあるな」


「…………あんたのこと心配してるからだろ」


　ディディウスは言われたように椀を櫃ひつの上に置おいて、自分もその椀の横に腰こしを下ろした。


「言うようになったな、おまえも」


　ダークロアは眉まゆをひそめた。


　ダークロアが包帯を巻き終わってから、ディディウスは椀を差し出した。ダークロアはそれを受け取って、一口啜すすった。


「おっさんは、どうして魔法使いになったんだ？」


　ダークロアは、薬湯のまずさに辟へき易えきしたのか、椀を手の中で弄もてあそびながら、なかなか二口目が飲めずにいた。


「師匠に拾ひろわれたから。赤あかん坊ぼうのときに。で、魔法の使い方教えられて、気がつくと魔法使いになってた」


「よかったって、思うか？」


　ダークロアは、肩を竦すくめた。


「ま、ね。性しようには合ってるかな。色々あるけどね」


「色々って？」


「んー、たとえばね、不ふ老ろうになったりとか」


　ダークロアは声の調子をまったく変えずに言ったので、ディディウスもそのまま相あい槌づちを打ってしまいそうになった。


「……………はい？」


「そういうわけで見かけよりは年寄りだから、色々あったし、ありすぎて話せないし、話したくないのもある」


　ディディウスは何と言ったらいいのかわからなくて、結けつ局きよくこう言った。


「……じゃあ全ぜん然ぜん『お兄さん』なんて年じゃねえだろ」


　予よ想そう外がいの反応だったのだろう、ダークロアは驚おどろいて、それから笑った。


　ダークロアの笑え顔がおがいつも通りだったので、ディディウスは自分の反応はあながち間ま違ちがいではなかったのかもしれないと思った。


「……俺はさ、いつか帝てい都とに戻りたいんだ」


　ディディウスはそう言い、ちょっと迷まよってから、手首を見せた。そこには純白の痣あざがあった。


「これの片かたがつくまではむりだけど。〈滅びの女神〉とはあれ以来話もできていないし、代だい償しようの『私を打ち倒たおす者』ってことの意味もまだよくわからない」


　ディディウスは痣を見つめていたが、悲ひ壮そう感かんはなかった。


「それに……エイルセイルはまだ俺の魂たましいを滅ぼそうとしている。でも全部終わらせて、いつか必ず帝都に戻るんだ」


　ディディウスはきっぱりと言った。ディディウスは自分が何をしたいのか、それについて考えていた。今まで捨すててきた思いを、一つ一つ拾ひろって、自分がどう生きてきて、そしてこれからどう生きていきたいのか、考えようとしていた。


　ディディウスは、何度も帝都のことを考えた。町中に植うえられたマロニエの木こ立だちを通して落ちてくる木こ漏もれ日び、乾かわいた砂すな地ちに降り注そそぐ乾いた日差し、真っ白い建物、込み合った二階建ての家々、軍ぐん団だん兵へいの真っ赤なチュニカ、彼らの守る旗はた印じるし、城じよう壁へきのない街まちミュドラネ。


　いい思い出だけではない。移うつり気ぎな民たみや不ぶ気き味みな獣けもののような元げん老ろう院いんを嫌きらったり憎にくんだりしたこともあった。


　帝都はもうないけれど、戻りたいと思った、自分の気持ちは大切にしてやりたかった。きっとそれが『根』になって、自分がどこかに飛ばされたり、誰だれかに――たとえば〈滅びの女神〉に押おし潰つぶされ、振ふり回されるのを防いでくれるように思った。


　それにしがみつくことはひょっとしたらエイルセイルのようになることなのかもしれない。過去の少女にしがみつき、その他ほかのものが何も見えなくなった彼のように。


（でも、それを越こえよう）


　『根っこ』を持って、絶望を越えて、辿たどり着いた帝都がもし荒こう野やならば、自分が最初の住人になる。その強さがあれば、きっと生きていける。


「ま、封ふう印いんし直す方法については、世界一の魔法使い様である俺様がなんとかするさ。おまえは立たち場ば的てきには俺様の弟で子しだな。おまえ自身にも色々知っておいてもらわないとまずいし。この間教えたのは基き礎そ中の基礎だから、まだまだ先は長いぞ」


　ダークロアは、椀わんを傾かたむけ、中身を一いつ気きに喉のどに流し込んだ。


「あー、まずっ。ああ、そうそう、これ、氷こおりの森――今はもう氷解とけたからただの丘おかになったけど、師し匠しようがあそこで見つけたって」


　そう言って、ダークロアは羊よう毛もうの下から金色に光るものを取り出した。


　それは、金の指ゆび輪わだった。


　ディディウスは、それを掌てのひらに受け取った。


「おまえのものだよな？」


　ダークロアは、それが何で、どういう経けい緯いで帝都から遥はるか離はなれた丘の上にあったのか、おおよそのところは想像していた。もしディディウスが拒きよ絶ぜつ反応を示しめせば、彼が落ち着くまでどこかに取っておこうと思っていた。だが、ディディウスは掌の上でそれを少し転ころがしてから、握にぎり締しめた。


「ありがとう。俺のだ」


　顔を上げたディディウスの表情を見て、ダークロアは一つ頷うなずいた。ディディウスが痛みを抱かかえながらも、前に進もうとしているのだということはわかった。だから、ダークロアは何も言わないことにした。


　かたかた、と上の方で何かが鳴っていた。ディディウスとダークロアが揃そろって見上げると、天てん井じよう近くに取り付けられた小さな明かり取りから、緑色の足が二本生はえていた。


「……」


　あれ？　と思って、ディディウスは瞬まばたきをして、もう一度よく見た。短い足はばたばたと空を蹴けっている。少し経たって尻しりが出た。尻が出るとあとは早かった。


　裸足はだしに緑色の服を纏まとって、赤いずきんを被かぶった小さな小さな老ろう人じんが、窓から降ってきた。


　窓まどの下にはダークロアがいたが、ダークロアは慌あわてず騒さわがず、無事な左ひだり腕うでを上げて身体からだを庇かばった。ダークロアの左腕で一度跳はねて、老人は飛ばされた。そこにはディディウスがいた。


「えっ!?」


　ディディウスの胸に、老人の丸っこい身体が当たった。ディディウスは背中から床ゆかに倒たおれた。


　羊毛の上、ダークロアの左右に、立て続けに二人の老人が落ちてきた。最後の一人はダークロアの膝ひざの上に落ちた。


「「「やっほう！　こぞうも魔ま法ほう使つかいも元気かい？」」」


「……さっきまではね」


　羊毛の上と自分の膝の上に落ちてきた三柱の神々に、ダークロアは渋しぶい返事をした。


「あいたたた、こぞう大だい丈じよう夫ぶかい？」


　ディディウスにぶつかった一柱が、心配そうに訊きいた。ディディウスはむくりと起き上がると叫さけんだ。


「いったぁああああああい！」


「「「「ぎゃあああああメイだぁあああああ！」」」」


　四季の神々は、悲鳴を上げて部屋の四し方ほうに散ちった。この状態で癇かん癪しやくが爆ばく発はつしたら逃にげられないダークロアは、命の危き機きと察さつして慌あわてて叫んだ。


「メ……メイヴェーラ、いいからおいで、ほら久ひさしぶりーっ！」


　両手を広げて差し出すと、メイヴェーラは吊つり上げていた眉まゆを急に下げて、「わあい」とダークロアの胸に飛び込んだ。


　ダークロアの首に腕を回し、胸に頰ほおをすり寄せ、ごろごろと喉のどを鳴らす。ダークロアはこっそり額ひたいの汗あせを拭ぬぐった。


　――ちょっと待てメイ！　そんなくっつくな！　おいこら！　つうか勝かつ手てに身体使わないって言ってたろう！


　ディディウスは本気で怒おこってメイヴェーラを叱しかりつけた。メイヴェーラはべえっと舌したを出す。


「いいじゃない久しぶりなんだし～、ディディのけちっ」


　――だめっ、絶対だめ！


　ディディウスはとにかくいやだった。自分の身体で男に抱だきつかれるのもいやだったが、それ以上にメイヴェーラがダークロアにべたべたするのがいやだった。


　あまりディディウスがいやがるので、メイヴェーラは小首を傾かしげて訊きいた。


「なんで、ディディってそんなにいやがるの？」


　――い……っ、いや、だからおまえがそんなふうに誰かといちゃいちゃするの……が……。


　ディディウスの感情がメイヴェーラの中に流れ込んできた。


　どきどきして、恥はずかしくて、落ち着かない。


　メイヴェーラはよくわからなくて、眉まゆの間に可愛かわいらしい皺しわを寄よせた。


「？　ディディ熱でもあるの？」


　――ねえよちくしょう！


　ダークロアは、メイヴェーラの言葉から大だい体たいの事じ情じようを察した。


「なあメイヴェーラ」


「ん？　なあに？」


「ディディウスのこと好きか？」


「？　うん、好きだよ？」


　メイヴェーラは、ごく当たり前のことのように答えた。なんの作さく為いも感じられない。


「あ、じゃあわたくしのことは？」


　のんびりした声に振り返ると、予想通りの人物がいた。


「ミューシカ！」


　葡ぶ萄どう酒しゆ色いろの髪かみを搔かき上げて、相変わらず身み軽がるな格かつ好こうのミューシカが、戸口の垂たれ布ぬのをめくって立っていた。


「こんにちは、メイヴェーラさん、ダークロアさん」


　言って、室内に入ってくる。


「何しに来たんだ？」


　問とうダークロアに、ミューシカは首を振った。


「わたくしも一いつ緒しよに行きます。エイルセイルを勝ち逃げさせられませんし、天空の指示でもありますので……で、メイヴェーラさん、わたくし同どう行こうしてもよろしいですか？」


　風で吹ふき飛ばされた経けい験けんのあるミューシカが、恐おそる恐る訊いた。


「うん、メイはミューシカのことも好きだよ。だってディディと一緒に助けに来てくれたもん。あ、その前は吹き飛ばしてごめんね」


「あら、いいんですの。でももうしないでくださいましね」


「まあ、そういうわけだからディディウス」


　ダークロアは、沈ちん痛つうな表情を装よそおって――その実じつ笑いを堪こらえながら――言った。


「前ぜん途とは多た難なんだぞ」


　――あああああああ、もう勘かん弁べんしてくれっ！


　その声はメイヴェーラにしか聞こえなかったが、ダークロアとミューシカは顔を見合わせて笑い転ころげた。


　一人、メイヴェーラだけが、きょとんと、あどけない表情を浮うかべていた。
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